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取扱説明書取扱説明書
機能・操作方法など、本機を使用していく上で必要となる情報を詳しく説明しています。

また、各種トラブルの解決方法や、お客様からのお問い合わせの多い項目の対処方法を説

明しています。目的に応じて必要な章をお読みください。
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取扱説明書の種類と使い方

本書中のマーク、画面、表記について

マークについて

本書では、いくつかのマークを用いて重要な事項を記載しています。マークが付いて
いる記述は必ずお読みください。
それぞれのマークには次のような意味があります。

スタートアップガイド
セットアップの方法および本機を使用する上で必
要となる主な情報と困ったときの対処方法につい
て詳しく説明しています。

取扱説明書（PDFマニュアル：本書）
本機を使用する上で必要となるすべての情報と
困ったときの対処方法について詳しく説明してい
ます。 

abc この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が想定さ
れる内容を示しています。 

ade この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定される内容お
よび物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。 

w
この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、プリンタ本体が損傷する可能性が想定され
る内容およびプリンタ本体、プリンタドライバやユーティリティが正常に動作しないと想定
される内容、必ずお守りいただきたい操作を示しています。 

p
補足説明や知っておいていただきたいことを記載しています。

用語 * 用語の説明を記載していることを示しています。 

s 関連した内容の参照ページを示しています。
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Windows の表記について
Microsoft 

® Windows 
® Operating System Version 3.1 日本語版

Microsoft 
® Windows 

®95 Operating System 日本語版
Microsoft 

® Windows 
®98 Operating System 日本語版

Microsoft 
® Windows 

®Millennium Edition Operating System 日本語版
Microsoft 

® WindowsNT 
® Operating System Version 4.0 日本語版

Microsoft 
® WindowsNT 

® Operating System Version 3.51 日本語版
Microsoft 

® Windows 
®2000 Operating System 日本語版

Microsoft 
® Windows 

® XP Home Edition Operating System日本語版
Microsoft 

® Windows 
® XP Professional Operating System日本語版

本書中では、上記各オペレーティングシステムをそれぞれ、Windows 3.1、Windows
95、Windows 98、Windows Me、Windows NT4.0、Windows NT3.51、Windows
2000、Windows XP と表記しています。またこれらを総称する場合は「Windows」、
複数のWindows を併記する場合は「Windows 95/98/NT4.0」のようにWindows の
表記を省略することがあります。

PC-98 系の表記について
本書中では、EPSON PC シリーズ、PC-9801 シリーズ /PC-9821 シリーズを総称し
て「PC-98系」と表記します。

画面について
本書に掲載する Windows の画面は、特に指定がない限り Windows 98 の画面を使用
しています。

給紙方法の呼称について
プリンタの操作パネルの表記とソフトウェア上の表記は以下のようになります。

操作パネルの表記は“CSF”は、カットシートフィーダ（Cut Sheet Feeder）の略称
です。ソフトウェアの表記“カットシートフィーダ”は本機に標準添付されているソ
フトウェアの表記です。、他のソフトウェアでは、類似の表記を行っていることがあり
ます。
（）表記は、EPSON プリンタウィンドウ !2の表記です。

給紙方法 操作パネル ソフトウェアの表記

単票紙を用紙ガイドから
手差し給紙する

単票 /CSF1または単票 /CSF2 手差し
（単票）

単票紙をカットシート
フィーダ 1から給紙する

単票 /CSF1 カットシートフィーダファーストビン
（CSF1）

単票紙をカットシート
フィーダ 2から給紙する

単票 /CSF2 カットシートフィーダセカンドビン
（CSF2）

連続紙をリアプッシュト
ラクタから給紙する

連続紙 プッシュ /プルトラクタ
（連続紙リア）
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安全にお使いいただくために
本製品を安全にお使いいただくために、製品をお使いになる前には、必ず本書および
製品に添付されております取扱説明書をお読みください。本書および製品添付の取扱
説明書は、製品の不明点をいつでも解決できるように、手元に置いてお使いください。

本書および製品添付の取扱説明書では、お客様やほかの人々への危害や財産への損害
を未然に防止するために、危険を伴う操作・お取り扱いについて、次の記号で警告表
示を行っています。内容をよくご理解の上で本文をお読みください。 

abc この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可
能性が想定される内容を示しています。 

ade この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定
される内容および物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。

この記号は、してはいけない行為（禁止行為）を示しています。

この記号は、分解禁止を示しています。

この記号は、濡れた手で製品に触ることの禁止を示しています。

この記号は、製品が水に濡れることの禁止を示しています。

この記号は、電源プラグをコンセントから抜くことを示していま
す。
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安全上のご注意 

abc

煙が出たり、変なにおいや音がするなど異常状態のまま使用しないで
ください。
感電・火災の原因となります。
すぐに［電源］スイッチをオフにし、電源ケーブルをコンセントから
抜いて、保守契約店（保守契約されている場合）、販売店、またはエプ
ソンの修理窓口にご相談ください。
お客様による修理は危険ですから絶対しないでください。

異物や水などの液体が内部に入った場合は、そのまま使用しないでく
ださい。
感電・火災の原因となります。
すぐに［電源］スイッチをオフにし、電源ケーブルをコンセントから
抜き、保守契約店（保守契約されている場合）、販売店、またはエプソ
ンの修理窓口にご相談ください。

通風口など開口部から内部に、金属類や燃えやすい物などを差し込ん
だり、落としたりしないでください。
感電・火災の原因となります。

取扱説明書で指示されている以外の分解や改造はしないでください。
けがや感電・火災の原因となります。

電源プラグの取り扱いには注意してください。
取り扱いを誤ると火災の原因となります。
電源プラグを取り扱う際は、次の点を守ってください。 
• 電源プラグはホコリなどの異物が付着したまま使用しない 
• 電源プラグはホコリなどの異物が付着したまま差し込まない 
• 電源プラグは刃の根元まで確実に差し込む

濡れた手で電源プラグを抜き差ししないでください。
感電の原因となります。
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電源プラグは、定格電圧100V以外のコンセントには差し込まないで
ください。また、たこ足配線、テーブルタップやコンピュータなどの
裏側にある補助電源への接続はしないでください。
発熱による火災や感電のおそれがあります（本機の定格電流は 100V/
1.0Aです）。定格電圧100Vのコンセントに単独で差し込んでください。

表示されている電源（AC100V、15A）以外は使用しないでください。
指定外の電源を使うと、感電・火災の原因となります。
（本機の定格電流は 100V/1.0Aです）

破損した電源ケーブルを使用しないでください。
感電・火災の原因となります。
電源ケーブルを取り扱う際は、次の点を守ってください。 
• 電源ケーブルを加工しない 
• 電源ケーブルの上に重いものを載せない 
• 無理に曲げたり、ねじったり、引っ張ったりしない 
• 熱器具の近くに配線しない
電源ケーブルが破損したら、保守契約店（保守契約されている場合）、
販売店、またはエプソンの修理窓口にご相談ください。 

ade

小さなお子さまの手の届く所には、設置、保管しないでください。
落ちたり、倒れたりして、けがをする危険があります。

不安定な場所（ぐらついた台の上や傾いた所など）に置かないでくだ
さい。
落ちたり、倒れたりして、けがをする危険があります。

湿気やホコリの多い場所に置かないでください。
感電・火災の危険があります。 

abc
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他の機械の振動が伝わる所など、振動しがちな場所には置かないでく
ださい。
落下によって、そばにいる人がけがをする危険があります。

本機の上に乗ったり、重い物を置かないでください。
特に、小さなお子さまのいる家庭ではご注意ください。倒れたり、壊
れたりしてけがをする危険があります。

本機の通風口をふさがないでください。
通風口をふさぐと内部に熱がこもり、火災の危険があります。
次のような場所には設置しないでください。 
• 押し入れや本箱など風通しの悪い狭いところ 
• じゅうたんや布団の上 
• 毛布やテーブルクロスのような布をかけない
壁際に設置する場合は、壁から10cm以上のすき間をあけてください。

長期間ご使用にならないときは、安全のため必ず電源プラグをコンセ
ントから抜いてください。

各種コード（ケーブル）は、取扱説明書で指示されている以外の配線
をしないでください。
配線を誤ると、火災の危険があります。

本機の電源を入れたままでコンセントから電源プラグを抜き差ししな
いでください。
電源プラグが変形し、発火の原因となることがあります。

電源プラグをコンセントから抜くときは、必ず電源プラグを持って抜
いてください。
電源ケーブルを引っ張ると、ケーブルが傷付いて、火災や感電の原因
となることがあります。 

ade
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電源プラグは定期的にコンセントから抜いて、刃の根元、および刃と
刃の間を清掃してください。
電源プラグを長期間コンセントに差したままにしておくと、電源プラ
グの刃の根元にホコリが付着し、ショートして火災の原因となるおそ
れがあります。

本機を移動する場合は、［電源］スイッチをオフにし、電源プラグをコ
ンセントから抜き、すべての配線を外したことを確認してから行って
ください。

インターフェイスケーブルやオプション製品を装着するときは、必ず
本機の［電源］スイッチをオフにして、電源ケーブルを抜いてから行っ
てください。
感電の原因となることがあります。

印刷用紙の端を手でこすらないでください。
用紙の側面は薄く鋭利なため、けがをすることがあります。

使用中または使用直後に、プリンタカバーを開けたときはプリント
ヘッド部分に触れないでください。
高温になっているため、火傷のおそれがあります。

本製品の内部や周囲で可燃性ガスのスプレーを使用しないでくださ
い。
ガスが滞留して引火による火災などの原因となるおそれがあります。 

ade



－ 10

もくじ
取扱説明書の種類と使い方 .................................................................................3

本書中のマーク、画面、表記について.................................................................................... 3
安全にお使いいただくために ..............................................................................5

安全上のご注意............................................................................................................................. 6
もくじ ...........................................................................................................10

本機の紹介
本機の特長 .....................................................................................................17
各部の名称と働き............................................................................................18

正面................................................................................................................................................18
前面................................................................................................................................................19
内部および背面...........................................................................................................................20
操作パネル....................................................................................................................................21

プリンタの準備
プリンタの設置...............................................................................................26

設置上のご注意...........................................................................................................................26
設置スペースに関するご注意 ..................................................................................................27
取り扱い上のご注意...................................................................................................................28

付属品の取り付け............................................................................................29
リボンカートリッジの取り付け..............................................................................................29
用紙ガイドの取り付け...............................................................................................................32
電源との接続 ...............................................................................................................................34

動作の確認 .....................................................................................................35
コンピュータとの接続......................................................................................38
環境ごとのセットアップ方法 ............................................................................40

Windows 環境.............................................................................................................................40
Macintosh環境 ..........................................................................................................................40
DOS環境......................................................................................................................................41

Windows からの印刷
Windowsでのセットアップ.............................................................................44

システム条件の確認...................................................................................................................44
プリンタソフトウェアのインストール..................................................................................46

印刷手順 ........................................................................................................52
プリンタドライバの設定...................................................................................55

プリンタドライバの設定方法 ..................................................................................................55
プリンタドライバの設定項目 ..................................................................................................57
用紙サイズ（ユーザー定義サイズ）の登録方法.................................................................62

印刷の中止方法...............................................................................................64



－ 11

EPSONプリンタウィンドウ !2の動作環境........................................................65
対応機種........................................................................................................................................65
初期設定を変更する場合...........................................................................................................66

EPSONプリンタウィンドウ !2をお使いになる前に（Windows95/98/Me）......... 67
EPSONプリンタウィンドウ !2を停止するには..................................................68
操作手順 ........................................................................................................69

プリンタ一覧ウィンドウ...........................................................................................................70
プリンタの詳細をみるには.......................................................................................................72
環境を設定するには...................................................................................................................74
監視アイコンと簡易表示について..........................................................................................75

プリンタを共有するには...................................................................................76
プリントサーバの設定（Windows 95/98/Me）.................................................................77
プリントサーバの設定（Windows NT4.0/2000/XP）.....................................................80
クライアントの設定...................................................................................................................81

プリンタ接続先の変更......................................................................................93
プリンタソフトウェアの削除 ............................................................................95

Windows 95/98/Me/NT4.0 ..................................................................................................95
Windows 3.1/NT3.51 ..............................................................................................................97

使用可能な用紙と給排紙
使用可能な用紙.............................................................................................101

連続紙（連続複写紙）.............................................................................................................. 101
連続ラベル紙 ............................................................................................................................105
単票紙（単票複写紙）.............................................................................................................. 107
ハガキ......................................................................................................................................... 109
保存するときは........................................................................................................................ 110

レリースレバーの設定....................................................................................111
アジャストレバーの設定.................................................................................112
連続紙のセット.............................................................................................113

操作上のご注意........................................................................................................................ 113
トラクタの装着位置と給紙経路の選択............................................................................... 113
トラクタユニットの付け替え ...............................................................................................115
連続紙のセット（リアプッシュトラクタ）......................................................................... 120
連続紙のセット（フロントプッシュトラクタ）................................................................ 124
連続紙のセット（プルトラクタ）.........................................................................................128
連続紙のセット（プッシュ/ プルトラクタ）.................................................................... 132
連続ラベル紙の排紙................................................................................................................135
ティアオフ機能........................................................................................................................ 136
用紙位置の微調整.................................................................................................................... 139

単票紙のセット.............................................................................................141
操作上のご注意........................................................................................................................ 141
用紙のセット ............................................................................................................................141

複写紙、郵便ハガキ、ラベル紙のセット ...........................................................146



－ 12

複写紙のセット........................................................................................................................ 146
郵便ハガキのセット................................................................................................................146
ラベル紙のセット.................................................................................................................... 147

連続紙と単票紙の切り替え .............................................................................148
単票紙から連続紙への切り替え........................................................................................... 148
連続紙から単票紙への切り替え........................................................................................... 149

プリンタ設定値の変更
プリンタ設定の方法.......................................................................................151

操作パネルで設定する............................................................................................................ 151
EPSON Remote!で設定する................................................................................................ 151
プリンタドライバで設定する ...............................................................................................151

操作パネルからの設定....................................................................................152
設定項目..................................................................................................................................... 152
設定値を変更する.................................................................................................................... 154
リモート設定機能での設定変更........................................................................................... 155

双方向印刷の調整..........................................................................................157
16 進ダンプ印刷 ...........................................................................................158

オプションと消耗品
オプションと消耗品の紹介 .............................................................................160

パラレルインターフェイスケーブル...................................................................................160
インターフェイスカード........................................................................................................ 161
Macintosh接続用オプション...............................................................................................162
カットシートフィーダ............................................................................................................ 162
プルトラクタユニット............................................................................................................ 163
フロントシートガイド............................................................................................................ 163
リボンカートリッジ................................................................................................................163
リボンパック ............................................................................................................................164
ESC/Pリファレンスマニュアル .........................................................................................164

インターフェイスカード.................................................................................165
インターフェイスカードの取り付け...................................................................................165
PRIF3シリアルインターフェイスカードについて ......................................................... 166

カットシートフィーダ....................................................................................167
使用できる用紙の種類............................................................................................................ 167
カットシートフィーダの取り付け....................................................................................... 170
カットシートフィーダの使い方........................................................................................... 172
ビン２からの給紙.................................................................................................................... 175
カットシートフィーダからトラクタへの切り替え.......................................................... 176
トラクタからカットシートフィーダへの切り替え.......................................................... 177

リボンカートリッジの交換 .............................................................................178
リボンパックの交換.......................................................................................180



－ 13

困ったときは
用紙が詰まったときは....................................................................................184

連続紙の場合 ............................................................................................................................184
単票紙の場合 ............................................................................................................................185
プリンタ内に用紙が残った場合........................................................................................... 185
カットシートフィーダ使用時の場合...................................................................................186
用紙詰まりの予防.................................................................................................................... 186

ランプが点灯しない.......................................................................................187
ランプが点灯していても印刷できない ..............................................................188

リボンカートリッジの取り付けを確認しましょう.......................................................... 188
プリンタとコンピュータの接続を確認しましょう.......................................................... 188
プリンタドライバが正しくインストールされているか確認しましょう..................... 189
エラーが発生していないか確認しましょう（プリンタ側）........................................... 190
エラーが発生していないか確認しましょう ...................................................................... 191

紙送りがうまくいかない.................................................................................193
排紙が正常にできない....................................................................................195
印刷結果が画面表示と異なる ..........................................................................196

印刷される文字が画面表示と異なる...................................................................................196
印刷位置（結果）が画面表示と異なる............................................................................... 197
罫線がずれる ............................................................................................................................198
設定と異なる印刷をする........................................................................................................ 199
印刷開始位置がずれる............................................................................................................ 199

印刷品質がよくない.......................................................................................200
印刷ムラがある・汚い............................................................................................................ 200
印刷が薄い................................................................................................................................. 201

プリンタドライバの使い方が分からない ...........................................................202
用紙サイズの設定の仕方が分からない............................................................................... 202
プリンタドライバの入手方法、ダウンロード方法.......................................................... 202

オプションのカットシートフィーダでうまく紙送りできない ............................... 203
プラテン* は回るが、給紙されずにブザーが鳴って用紙チェックランプが点灯する....
203
一度に2枚以上の用紙が送られる....................................................................................... 204
用紙が曲がって送られる........................................................................................................ 204
単票紙の手差しができない....................................................................................................204
レリースレバーを単票給紙位置に設定したのに連続紙が送られる.............................205

オプションのインターフェイスカードを使用するとうまく印刷されない................206
印刷ができない、印刷がおかしい....................................................................................... 206

その他のトラブル..........................................................................................207
印刷中に印刷速度が遅くなった、途中で止まった.......................................................... 207
印刷速度が遅くなった............................................................................................................ 207
結露について ............................................................................................................................207
漏洩電流について.................................................................................................................... 207



－ 14

どうしても解決しないときは ..........................................................................208

付録
プリンタのお手入れ.......................................................................................211
プリンタの運搬.............................................................................................212
プリンタの仕様.............................................................................................214

基本仕様..................................................................................................................................... 214
文字仕様..................................................................................................................................... 215
用紙仕様..................................................................................................................................... 215
電気関係仕様 ............................................................................................................................216
総合仕様..................................................................................................................................... 217
インターフェイス仕様............................................................................................................ 218
初期化......................................................................................................................................... 221

コントロールコード表....................................................................................222
英数カナ文字コード表....................................................................................227

カタカナコード表.................................................................................................................... 227
拡張グラフィックスコード表 ...............................................................................................227
マルチリンガルコード表........................................................................................................ 228
国際文字..................................................................................................................................... 228

漢字コード表 ................................................................................................229
漢字コード表 ............................................................................................................................229
旧 JIS との違いについて........................................................................................................ 235

PC-98 系コンピュータでお使いになる場合 ......................................................240
ハードコピー ............................................................................................................................240
リスト出力................................................................................................................................. 240
PC-PR201Hとの違い............................................................................................................ 240

EPSON Remote! について...........................................................................241
DOS版または NetWare版 EPSON Remote!................................................................... 241

DOS でEPSON Remote! を使う .................................................................242
システム条件 ............................................................................................................................242
インストール ............................................................................................................................242
スタートアップ・設定ユーティリティの使いかた.......................................................... 244
簡易設定ユーティリティの使いかた...................................................................................246

NetWare で EPSON Remote! を使う ...........................................................248
システム条件 ............................................................................................................................248
サーバへのインストール........................................................................................................ 250
クライアントへのインストール........................................................................................... 251
設定ユーティリティの使い方 ...............................................................................................252
簡易設定ユーティリティの使いかた...................................................................................256

サービス・サポートのご案内
サービス・サポートのご案内 ..........................................................................259



－ 15

「MyEPSON」.............................................................................................................................259
インターネット........................................................................................................................ 259
エプソンインフォメーションセンター............................................................................... 260
ショールーム ............................................................................................................................260
パソコンスクール.................................................................................................................... 260
マニュアルデータのダウンロードサービス ...................................................................... 260
保守サービスのご案内............................................................................................................ 260

フロッピーディスクについて ..........................................................................263
フロッピーディスク版を作成する....................................................................................... 263
インストール方法.................................................................................................................... 264

最新のプリンタドライバの入手方法 .................................................................265
索引 ............................................................................................................266



本機の紹介 － 16

本機の紹介

●本機の特長......................................................... 17
●各部の名称と働き................................................18



本機の紹介 － 17

本機の特長
本機は、双方向通信機能を備えた 24 ピン漢字プリンタです。オプションのインター
フェイスカードを装着することにより、さまざまなネットワーク環境で使用できます。
主な特長は以下の通りです。

●各種用紙に対応
連続紙や単票紙をはじめ、複写紙、ハガキ、ラベルなどさまざまな用紙が使用できま
す。カットシートフィーダ（オプション）を取り付けると、単票紙の連続印刷ができ
ます。

●コピー能力の強化
オリジナル＋5枚コピーの複写ができます。

●スーパーマルチウェイローディング機構
連続紙をセットしたままの状態で単票紙が使用できます。2種類の連続紙をセットして
使用することもできます。

●便利な給紙機構
連続紙をプリンタの手前側と後ろ側の両方から給紙できます。

●各種ネットワークに対応
オプションのインターフェイスカードを装着することにより、各種プロトコルに対応
したネットワークプリンタとしてお使いいただけます。

●インターフェイス自動選択機能
インターフェイス自動選択機能により、オプションのインターフェイスカードを装着
したときに、標準のインターフェイスと同時に接続することができます。データを受
信したインターフェイスをプリンタが自動的に判断して使用するインターフェイスを
切り替えます。

● ESC/Pスーパー機能
ESC/P スーパー機能により、エプソン24 ドット漢字プリンタ用アプリケーションソ
フトに加えて、NEC プリンタ PC-PR シリーズ用のアプリケーションソフトも使用で
きます。

●便利なユーティリティソフト
◇EPSONプリンタウィンドウ !2
　Windows 環境においてプリンタの状態をモニタすることができます。
◇パネル設定ユーティリティソフトEPSON Remote!
　DOS 環境、および NetWare 環境においてコンピュータからプリンタの各種設定を
　変更することができます。

●各種コンピュータに対応
98 系、DOS/V 系コンピュータに接続、対応します。また、アップルコンピュータ社
のMacintosh シリーズに接続するためのオプションも用意しています。
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各部の名称と働き

正面

①プリンタカバー
リボンカートリッジの取り付けや交換をするとき、詰まった用紙を取り除くときなど
に開けます。通常は閉じておきます。

②用紙ガイド（上）
単票紙を上から給紙するときに使用します。

③エッジガイド
用紙の幅に合わせてセットします。

④フロントカバー
単票紙を前から給紙する場合や連続紙をフロントプッシュトラクタにセットするとき
に開けます。

⑤紙送りノブ
用紙がプリンタ内に詰まったときなど、用紙を手動で送り出す場合に使用します。通
常は使用しません。

⑥レリースレバー
給紙経路（用紙ガイドから単票紙を給紙するか、プッシュトラクタから連続紙を給紙
するか）を切り替えるレバーです。

⑦用紙セパレータ
印刷した連続紙がプリンタに巻込まれるのを防ぎます。

①プリンタカバー

②用紙ガイド（上）

③エッジガイド

④フロントカバー

⑦用紙セパレータ

⑤紙送りノブ

⑥レリースレバー
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前面

①フロントプッシュトラクタ
前から連続紙を給紙するときに使用します。
用紙ガイド（前）の下、プリンタ内部にあります。取り外して、プリンタ上部に取り
付けることもできます。

②エッジガイド
用紙の幅に合わせてセットします。

③用紙ガイド（前）
単票紙を前から給紙するときに使用します。

④操作パネル
スイッチを操作することにより、プリンタのいろいろな機能を設定したり、実行させ
ることができます。各種のランプによって、プリンタの状態も表示されます。
排紙される用紙を保護します。

⑤［電源］スイッチ
プリンタの電源をオン/ オフします。

①フロントプッシュトラクタ

②エッジガイド ③用紙ガイド（前）

⑤［電源］スイッチ④操作パネル
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内部および背面

①リアプッシュトラクタ

連続紙を給紙するときに使用します。

②インターフェイスコネクタ

コンピュータからのインターフェイスケーブルを接続します。

③リボンカートリッジ
印字するためのインクリボンを収めた物です。
印字が薄くなったら、リボンカートリッジまたはインクリボンを交換してください。

④インターフェイススロット
オプションのインターフェイスカードを取り付けます。

⑤スプロケット（左右）
使用する連続紙の幅に合わせて、連続紙を固定します。

⑥センターサポート

使用する連続紙の幅に合わせて、位置を調整します。

⑦アジャストレバー
用紙の厚さや枚数に合わせて用紙面と印字ヘッドの間隔を調整します。用紙ごとの設
定値については、以下のページを参照してください。 
s本書112 ページ「アジャストレバーの設定」

⑧排紙ユニット
印刷中の用紙を押さえます。プルトラクタ使用時を除き必ず付けておいてください。

①リアプッシュトラクタ②インターフェイスコネクタ

③リボンカートリッジ

④インターフェイススロット ⑤スプロケット（左右）

⑥センターサポート

⑦アジャストレバー

⑧排紙ユニット
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操作パネル
操作パネル上のランプにより、プリンタの状態を知ることができます。また、スイッ
チ操作により各種機能の設定や実行ができます。

①［電源］スイッチ
プリンタの電源をオン（入る）・オフ（切る）します。
［電源］スイッチをオンにした直後は、操作パネル上のランプが点滅します。

②用紙チェックランプ 

w

 

• プリンタの［電源］スイッチをオフにしてから再びオンにするときは、最低
5 秒待ってからオンにしてください。オン / オフの間隔が短すぎると、プリ
ンタの電源部が故障するおそれがあります。 

• 印刷の途中で［電源］スイッチをオフにしないでください。

点灯 用紙がありません。

点滅 用紙が詰まった、またはレリースレバーの設定に問題があります。

自動�
明朝�
ゴシック�

書体� 高速印字�
用紙カット位置�
ビン1�
ビン2�
ハガキ�

用紙カット位置/ビン選択� 印刷可�

微小送り� 3秒�

改行／改ページ� 給紙／排紙�

用紙チェック�

電源�

⑧書体ランプ
⑦高速印字ランプ

⑥用紙カット位置/ビン選択ランプ
⑤印刷可ランプ

⑤［印刷可］（微小送り）スイッチ
②用紙チェックランプ

①電源スイッチ③［給紙/ 排紙］スイッチ

④［改行/ 改ページ］
　　　　　スイッチ

⑥「用紙カット位置/ビン選択」
スイッチ

⑧［書体］スイッチ ⑦［高速印字］スイッチ
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③［給紙 /排紙］スイッチ

レリースレバーがプルトラクタ位置の場合、［給紙/ 排紙］スイッチは使用できません。

④［改行 /改ページ］スイッチ

⑤［印刷可］スイッチとランプ
スイッチを短い時間（３秒未満）押すと印刷可状態と印刷不可状態を切り替えます。印
刷可状態のときにランプが点灯します。
３秒以上押すと、用紙の位置を微調整するための［微小送りモード］になります。

［微小送りモード］：
［印刷可］スイッチを3秒以上押します。
「ピッ」というブザーが鳴ったらスイッチを離してください。ランプが点滅し、微小送
りができます。 
• スイッチを押すと、用紙は後ろへ戻ります。 
• スイッチを押すと、用紙は前へ進みます。
微小送りモードを終了させるには、［印刷可］スイッチを短く押します。 

s本書139 ページ「用紙位置の微調整」

連続紙のとき 印刷位置に給紙されていない状態でスイッチを押すと、給紙します。
印刷位置に給紙されている状態でスイッチを押すと、フロントまたはリアプッシュトラク
タの位置まで逆送りします。

単票紙のとき 印刷位置に給紙されていない状態でスイッチを押すと、給紙します。
印刷位置に給紙されている状態でスイッチを押すと、排紙します。

微小送り時には スイッチとして働きます。 

w

 

• 連続紙をトラクタ位置に逆送りする前に、出力済みのページを必ず切り離し
てください。１ページを超える連続紙を逆送りすると、用紙が途中で詰まる
ことがあります。 

• ラベル紙は逆送りしないでください。ラベルが台紙からはがれて、プリンタ
内部に貼り付くことがあります。［改行 /改ページ］スイッチで紙送りしてく
ださい。 

p

 

• 使用する用紙と給紙方法に合わせて、レリースレバーを正しく設定してくだ
さい。 

• 用紙がセットされていると、［給紙 /排紙］スイッチを操作しなくても自動給
紙し、印刷を開始します。

連続紙のとき スイッチを短く押すと改行します。スイッチを押し続けると改ページします。

単票紙のとき スイッチを短く押すと改行します。スイッチを押し続けると排紙します。

微小送り時には スイッチとして働きます。
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⑥［用紙カット位置 /ビン選択］スイッチとランプ
レリースレバーがプルトラクタ位置の場合、［用紙カット位置/ ビン選択］スイッチは
使用できません。

⑦［高速印字］スイッチとランプ
文字パターンのドットを間引きして、通常より高速に印字します（DOS環境下で有効）。
高速印字モードのときにランプが点灯します。
試し印刷やリボンカートリッジの消耗を抑えたいときに設定してください。ただし、印
字品質は低下します。

ランプの表記 点滅　■消灯　□点灯

用紙カット位置 連続紙を使用している場合に［用紙カット位置］スイッチとして機能します。ス
イッチを押すと連続紙のミシン目を用紙カット位置まで送り、両方のランプが点滅
します。

■□ビン 1 オプションのカットシートフィーダを装着している場合に［ビン選択］スイッチと
して機能します。スイッチを押してカットシートフィーダの給紙ビン（1 または2）
を選択します。ビン選択については、以下のページを参照してください。 
s 本書 167 ページ「カットシートフィーダ」

□■ビン 2

□□ハガキ ハガキに印刷する場合に［ハガキモード］スイッチとして機能します。ハガキに印
刷する場合にアジャストレバーを「2」に設定してから、スイッチを押して両方の
ランプを点灯させます。ハガキ以外の用紙に印刷するときは、スイッチを押して両
方のランプを消灯させます。 

p アジャストレバー位置が「2」に設定されていないと、スイッチを押してもハ
ガキモードになりません。 

p

 

• 設定は［電源］スイッチをオフにしてもメモリに記憶されます。 
• プリンタドライバを経由して印刷する場合、［高速印字］スイッチを押し、高
速印字ランプが点灯していることを確認し、プリンタドライバ上で印刷条件
の設定の［印刷品質］を［ドラフト］に設定してください。 

s本書 57 ページ「プリンタドライバの設定項目」
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⑧［書体］スイッチと書体ランプ

書体例
・明朝体　　　　　　　　　　　　　　　・エプソンローマン（英数カナ文字）

・ゴシック　　　　　　　　　　　　　　・エプソンサンセリフ（英数カナ文字）

■□自動 ソフトウェアの書体設定に従って印刷します。ソフトウェア上で書体の設定がない
場合、漢字は明朝体、英数カナ文字はローマンで印刷します。

□■明朝 漢字は明朝体、英数カナ文字はローマンで印刷します。ただしソフトウェア上で
True Type フォントなどを設定した場合は、ソフトウェアで設定した書体で印刷
されることがあります。

□□ゴシック 漢字はゴシック体、英数カナ文字はサンセリフで印刷します。ただしソフトウェア
上で True Type フォントなどを設定した場合は、ソフトウェアで設定した書体で
印刷されることがあります。 

p

 

• 本設定はプリンタの内蔵書体で印刷する場合のみ有効です。オペレーティン
グシステムやアソフトウェアで書体（TrueType フォントなど）を指定でき
るときは、このスイッチの設定よりソフトウエアの設定が優先されます。 

• 設定はメモリに記憶されますので、［電源］スイッチをオフにしても消えま
せん。
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プリンタの準備
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●コンピュータとの接続 ..........................................38
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プリンタの設置

設置上のご注意
本機は、次のような場所に設置してください。

本機は精密な機械・電子部品で作られています。次のような場所に設置すると動作不
良や故障の原因となりますので、絶対に避けてください。

水平で安定した場所 風通しの良い場所 次の気温と湿度の場所

直射日光の当たる場所 ホコリや塵の多い場所 温度変化の激しい場所 湿度変化の激しい場所

火気のある場所 水に濡れやすい場所 揮発性物質のある場所 冷暖房機具に近い場所

震動のある場所 加湿器に近い場所 

w

 

• テレビ・ラジオに近い場所には設置しないでください。本機は、情報処理装
置等電波障害自主規制協議会（VCCI）基準に適合しておりますが、微弱な電
波は発信しております。近くのテレビ・ラジオに雑音を与えることがありま
す。 

• 静電気の発生しやすい場所でお使いになるときは、静電気防止マットなどを
使用して、静電気の発生を防いでください。

水　平�  5～35℃�
10～80％�

ベンジン�

震　動�
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設置スペースに関するご注意 

• 本機を「プリンタ底面より小さい台」の上に設置しないでください。プリンタ底面
のゴム製の脚が台からはみ出ていると、内部機構に無理な力がかかり、印刷や紙送
りに悪影響を及ぼします。必ずプリンタ底面より広く平らな面の上にプリンタを設
置してください。 

• 用紙やリボンカートリッジの交換などが簡単にできるようにスペースを確保してく
ださい。

本機の外形寸法（単位mm）は次の通りです。

639

31

40
2

46
4

2
6

8
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取り扱い上のご注意
本機は以下の点に注意して取り扱ってください。正しい取り扱いをしないと、動作不
良や印字不良、プリンタの故障の原因となります。

プリンタ本体について 
• 用紙やリボンカートリッジが取り付けられていない状態で印刷しないでください。 
• 印刷中はプリンタカバーを開けないでください。 
• 印刷中に［電源］スイッチをオフにしないでください。 
• プリンタの［電源］スイッチをオフにしてから再びオンにするときは、最低5秒待っ
てからオンにしてください。 

• アジャストレバーを設定した場合、用紙の厚さに対してアジャストレバーの設定値
が大きすぎると、印刷がかすれたり、印刷抜けを起こす場合があります。逆に設定
値が小さすぎると、インクリボンや用紙が傷んだり、用紙が汚れたり、用紙が正し
く送られない場合があります。 

• 連続紙が給紙されない場合は、連続紙をセットし直してください。 
• 連続紙が斜めに給紙された場合は、［電源］スイッチをオフにしてから用紙を取り除
き、新しい連続紙をセットし直してください。

リボンカートリッジについて 
• リボンカートリッジは、ていねいに扱ってください。 
• リボンカートリッジの取り付けや交換の際は、プリンタの電源をオフにしてくださ
い。 

• インクリボンがたるんだ状態で印刷しないでください。 
• インクリボンがたるんでいる場合は、リボンカートリッジのツマミを回してたるみ
を取ってください。

用紙について 
• 連続紙（連続複写紙）は、用紙の表面に、染み、ピンホール、汚れ、しわ、破れ、
複写紙のめくれ、反りや毛羽立ちのない用紙を使用してください。 

• 連続紙は、印字領域内に穴などの段差がないものを使用してください。 
• 連続複写紙は、［両側点のり綴じ（千鳥綴じ）］、［両側紙ホチキス綴じ（ダブルギャ
ザー）］、［片側点のり綴じ（千鳥綴じ）+ 片側紙ホチキス綴じ（ダブルギャザー）］の
用紙を使用してください。［棒のり綴じ］、［金属ホチキス綴じ］の複写紙は使用しな
いでください。 

• 単票複写紙は、天のり綴じまたは横のり綴じの用紙を使用してください。 
• 単票複写紙の綴じののり付けは、用紙一端面全面にあるものを使用してください。 
• 単票複写紙ののり付け部が波打ったり硬くなったりしていないものを使用してくだ
さい。 

• 厚紙や特殊紙に印刷する場合は、印字領域に注意してください。ソフトウェアで印
字領域を設定する際は、必ず印字可能領域内で印刷するように設定してください。
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付属品の取り付け
付属品などを取り付けてプリンタをセットアップします。付属品の取り付けは、プリ
ンタの［電源］スイッチがオフになっていることを確認してから行ってください。

リボンカートリッジの取り付け 

A ［電源］スイッチがオフになっていることを確認します。

［電源］スイッチがオフのときは操作パネルのランプが消えています。 

B プリンタカバーを開けます。

プリンタカバーの両側を持ち、手前に開いてからゆっくり持ち上げ取り外します。 

w

 

• リボンカートリッジを取りつける際にインクが手に付着する場合がありま
す。手を汚さないように、リボンカートリッジ付属の手袋をしてください。 

• プリンタの［電源］スイッチがオンの状態で作業を行うと故障の原因になり
ます。必ず［電源］スイッチをオフにして行ってください。

プリンタカバー
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C プリントヘッドをリボン取り付け位置へ移動します。

リボン取り付け位置は排紙ユニット右側の少しへこんだ部分です。 

D リボンガイドをリボンカートリッジのピンに差します。 

E リボンカートリッジを取り付けます。

ツマミが上向きになるようにリボンカートリッジを持ちます。リボンカートリッジ前
面両端のくぼみをプリンタ内部にある左右手前側のピンにはめ込み、カートリッジ両
側のくぼみとピンがはまるように押し込みます。
リボンカートリッジの両端を軽く押して、傾きやがたつきのないことを確認してくだ
さい。

排紙ユニット

リボンガイド
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F リボンガイドをプリントヘッドに取り付けます。

リボンガイドをリボンカートリッジから外して、プリントヘッド両側のピンにカチッ
と音がするまで差し込みます。 

G リボンのたるみを取ります。

リボンカートリッジのツマミを矢印の方向に回してリボンのたるみを取り、ねじれや
折れ曲がりがないことを確認します。 

H プリントヘッドを左右に動かし、リボンが引っかからないことを確認します。 
w

リボンがたるんだ状態で印刷しないでください。たるんだリボンがプリント
ヘッドに絡み、リボンが切れたりプリントヘッドが損傷することがあります。

プリントヘッド

リボンガイド

ツマミ
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I プリンタカバーを閉じます。

プリンタカバー両端をプリンタ左右の穴に差し込んで、ゆっくりと倒します。

用紙ガイドの取り付け 

A 用紙ガイド（上）を取り付けます。

用紙ガイドの左右外側の溝をプリンタ内部後方にあるピンに沿って差し込みます。 

w プリンタカバーが開いていたり、浮いていると、ブザーが鳴り安全装置が働い
て印刷ができません。

用紙ガイド（上）
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B 用紙セパレータを用紙ガイド（上）に取り付けます。

用紙セパレータは、印刷した連続紙がプリンタ内に巻きこまれることを防ぎます。 

C プリンタカバー（上）を閉じます。

用紙セパレータ
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電源との接続 

A ［電源］スイッチがオフになっていることを確認します。

［電源］スイッチがオフのときは操作パネルのランプが消えています。 

B インターフェイスケーブルが接続されていないことを確認します。 

C AC100Vのコンセントに電源ケーブルのプラグを正しく差し込みます。

次に、プリンタに異常がないか、動作の確認をします。 

abc AC100V 以外の電源には絶対に接続しないでください。感電、火災、故障の原
因となります。 

ade 以下のページを参照して、正しくお取り扱いください。 
s本書 5 ページ「安全にお使いいただくために」 

w

 

• 電源プラグをコンピュータ背面のコンセントに接続しないでください。 
• プリンタの［電源］スイッチをオフにしてから再びオンにするときは、最低
５秒待ってからオンにしてください。オフ / オンの間隔が短すぎると、プリ
ンタの電源部が故障するおそれがあります。 

• 印刷中に［電源］スイッチをオフにしないでください。
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動作の確認
付属品の取り付けが終わったら、B4 横長サイズ以上の単票紙を使用してプリンタの動
作や印刷の状態を確認します。本機は、プリンタが正常に動作するかを確認するため
の印字パターンをプリンタ内部に持っています。以下の手順で印字パターンの印刷が
できれば、本機は正常に機能しています。動作の確認は、コンピュータと接続しない
状態で行います。 

A ［電源］スイッチをオフにします。 

B プリンタカバー（上）を手前に開け、レリースレバーを単票給紙位置に設定します。 

C エッジガイドを調整します。

エッジガイド（左）を用紙のガイドの マークに合わせて、エッジガイド（右）を使
用する用紙の幅に合わせます。 

w
プリンタの［電源］スイッチをオフにしてから再びオンにするときは、最低 5
秒待ってからオンにしてください。オン / オフの間隔が短すぎるとプリンタの
電源部が故障する恐れがあります。

単票給紙位置

1

2
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D プリンタカバー（上）を閉じます。 

E ［改行 /改ページ］または［給紙/ 排紙］どちらかのスイッチを押したまま、［電源］ス

イッチをオンにします。

［改行 /改ページ］：英数カナ文字モードになります。
［給紙 /排紙］：漢字モードになります。
用紙チェックランプが点灯します。 

F 用紙を用紙ガイド（上）にセットします。

エッジガイドに沿って、単票紙の先端が突き当たるまで差し込みます。
自動的に給紙して印刷を実行します。

印刷結果の例は次のようになります（一部抜粋してあります）。 

w
B4 横置きまたは 360 mm｛14 インチ｝以上の幅の用紙を使用してください。紙
幅が狭いと、用紙をはみ出して印刷します。 

w
印刷中はプリンタカバーを開けないでください。カバーを開けると印刷が中断
します。印刷を再開するにはプリンタカバーを閉じ［印刷可］スイッチを押し
ます。

（漢字モード） （英数カナ文字モード）
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G 印刷を終了します。

この印刷は［印刷可］スイッチを押すまで繰り返し印字を行います。
［印刷可］スイッチを押して印刷を中止し、［電源］スイッチをオフにします。 

H 印刷の状態を確認します。 

Fの印刷結果のように印刷されていれば、プリンタは正常に機能しています。

次に、コンピュータと接続します。 

p

 

• 印刷中に［印刷可］スイッチを押すと印刷は停止します。再度押すと印刷を
再開します。 

• 単票紙の場合で 1枚目の印刷が終了し、続いて２枚目の用紙に印刷する場合
は、次の用紙をセットすると自動的に印刷します。 

p
プリンタ内に用紙が残っているときは、［電源］スイッチをオフにする前に、必
ず［給紙 /排紙］スイッチを押して用紙を排紙してください。 

p

 

• 印刷できないなどのトラブルが発生した場合は、この動作確認を行いプリン
タの状態を確認してください。
プリンタが正常に機能している場合は、インターフェイスケーブルやコン
ピュータの状態を確認してください。 

• 手順通りに実行しても印刷できない、プリンタが動作しないときは、保守契
約店（保守契約されている場合）または販売店、またはエプソン修理窓口へ
ご相談ください。修理に関するお問い合わせ先は以下のページをご覧くださ
い。 

s本書 260ページ「保守サービスのご案内」
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コンピュータとの接続
本機は、パラレルインターフェイスケーブルでコンピュータにローカル接続すること
ができます。
接続ケーブルは、お使いのコンピュータや接続環境によって異なるため、本機には同
梱されていません。以下の説明を参照してご利用の環境に合ったケーブルをお買い求
めください。

（2003 年 3月現在）

*1 Windows95/98/Me の双方向通信機能および EPSONプリンタウィンドウ! ２は、コンピュータの機能制限
により対応できません。

*2 ハーフピッチ 36ピンのコンピュータには PRCB5Nをご使用ください。ただし、NEC PC-H98 では対応で
きません。 

w
推奨ケーブル以外のケーブルを使用すると正常に印刷できない場合がありま
す。 

p

 

• プリンタにオプションのインターフェイスカードを取り付けてコンピュー
タを接続するときは、以下のページを参照してください。 

s本書 165ページ「インターフェイスカードの取り付け」 
• オプションのインターフェイスカードを使用するときは、自動インターフェ
イス選択機能により使用するインターフェイスを自動的に選択できます。イ
ンターフェイス選択機能については、以下のページを参照してください。 

s本書 152ページ「操作パネルからの設定」

ケーブル 機種 メーカー シリーズ ケーブル名 備考

パラレル
インターフェイス
ケーブル

DOS/V 系 EPSON、
IBM、富士通、
東芝、他各社

DOS/V仕様機 PRCB4N

NEC PC-98NX シリーズ

PC-98 系 EPSON EPSON PC シリーズ
デスクトップ

#8238 *1

EPSON PC シリーズ
NOTE

市販品（ハーフピッチ 20
ピン）をご使用ください。

*1

NEC PC-9821 シリーズ
（ハーフピッチ36ピン）

PRCB5N

PC-9801 シリーズ
デスクトップ（14 ピン）

#8238 *1*2

PC-9801 シリーズ
NOTE（ハーフピッチ
20ピン）

市販品（ハーフピッチ 20
ピン）をご使用ください。

*1*2
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A ［電源］スイッチをオフにします。

プリンタの［電源］スイッチとコンピュータの［電源］スイッチがオフになっている
ことを確認します。 

B インターフェイスケーブルをプリンタに接続します。

インターフェイスケーブルをプリンタのインターフェイスコネクタにしっかり差し込
み、左右のコネクタ固定金具を内側に起こして固定します。 

C FG線を接続します。

インターフェイスケーブルにFG 線 *（グランド線）が付いているときは、コネクタの
横にあるFG 線取り付けネジを使って接続します。
*FG線：ノイズによる誤動作を防止するための接続線 

D もう一方のコネクタをコンピュータのコネクタに差し込みます。

以上でコンピュータとの接続は終了です。コンピュータ側の接続については、お使い
のコンピュータの取扱説明書をご覧ください。

次に、ご利用の環境に応じてコンピュータの準備をします。 

p

 

• NEC PC-98LT/DOシリーズとは接続できません。 
• NEC PC-9801LV/LX/LS/NシリーズはNEC製の専用ケーブルを使用してくだ
さい。 

• 富士通 FM/R、FM TOWNS は富士通製の専用ケーブルを使用してください。 
• 推奨ケーブル以外のケーブル、プリンタ切替機、ソフトウェアのコピー防止
のためのプロテクタ（ハードウェアキー）などを、コンピュータとプリンタ
の間に装着すると、プラグアンドプレイやデータ転送が正常にできない場合
があります。

インターフェイス
ケーブル 固定金具

FG線（グランド線）
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環境ごとのセットアップ方法
プリンタをコンピュータに接続しただけではプリンタを正しく使用することはできま
せん。コンピュータにインストールされているオペレーティングシステムやアプリ
ケーションソフト側で使用するプリンタを設定し、プリンタをコンピュータに認識さ
せる必要があります。

Windows 環境
Windows 3.1/95/98/Me/NT3.51/NT4.0 で使用する場合は、本機に同梱のプリンタ
ドライバ・ユーティリティCD-ROMからWindows 用プリンタドライバをインストー
ルしてください。インストール方法については、以下のページを参照してください。
本書44 ページ「Windows でのセットアップ」
前述以外のWindows をお使いの場合は、OS に標準搭載されているプリンタドライバ
をインストールしてお使いください。
印刷の条件は、お使いのアプリケーションソフトあるいはプリンタドライバで設定し
ます。 
s本書52 ページ「印刷手順」

Macintosh 環境
本機をMacintosh に接続して使用するには、Macintosh接続用オプションが必要です。
オプションには、エプソン製プリンタ用のプリンタドライバが付属しています。

詳しくは以下のページを参照してください。 
s本書162 ページ「Macintosh 接続用オプション」 

p
Windows での使用方法について詳しくは、以下のページを参照してください。 
s本書 43 ページ「Windows からの印刷」

オプション名 使用するドライバまたはプリンタ

ELINK3 EX-24ESC/P

PRIFNW3S AT-24ESC/P
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DOS 環境
DOS 環境でお使いの場合、プリンタドライバなどのソフトウェアを別途インストール
する必要はありません。お使いのDOS アプリケーションソフト上でプリンタ名を選択
して印刷を実行します。印刷の条件は、アプリケーションソフト上、またはパネル設
定から設定します。 
s本書150 ページ「プリンタ設定値の変更」

国内ソフトウェアでの設定
次の表の中の複数のプリンタが設定画面に表示されるときは、優先順位の高いプリン
タを選択してください。

ソフトウェア上に前ページの表のプリンタ名がないときには、次の表から選択します。

優先順位 プリンタ名

1 VP-1850

2 VP-1800

3 VP-1100

4 VP-1700

5 ESC/P24-J84

6 VP-1000 

p 表中のプリンタ名を選択しても正しく印刷できないときは、プリンタ設定値の
［ESC/P スーパー］を［OFF］に設定してください。 
s本書 154 ページ「設定値を変更する」

優先順位 プリンタ名

1 VP-135K（PC）

2 VP-130K（PC II）

3 VP-130K（PC）

4 PC-PR201H 

p

 

• 表中の 4機種の中からプリンタを選択したときは、プリンタ設定値の［ESC/
Pスーパー］を［ON］に設定してください。 
s本書 154ページ「設定値を変更する」 

• 用紙の給紙位置はソフトウェアで選択したプリンタによって異なります。
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海外ソフトウェアでの設定
次の優先順位に従ってプリンタ名を選択してください。

優先順位 プリンタ名

1 LQ-2180/2080

2 LQ-2170/2070

3 LQ-1170

4 LQ-1070

5 LQ-1050

6 LQ-1010 

p

 

• エプソンの 9 ピンプリンタ（EX、FX、RX、MX、LX、DFX シリーズなど）
は選択しないでください。 

• プリンタ設定値の［ESC/P スーパー］は［OFF］になっていることを確認し、
［文字コード表］を［拡張グラフィックス］（コード表）に設定してください。 

s本書 154ページ「設定値を変更する」
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Windows からの印刷
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Windows でのセットアップ
ここでは本機に添付のEPSON プリンタドライバ・ユーティリティ CD-ROMに収録さ
れているプリンタドライバ、EPSONプリンタウィンドウ !2（プリンタ監視ユーティリ
ティ）のインストール手順について説明します。

システム条件の確認
プリンタドライバの動作条件
対象OSおよび空きハードディスクの最低条件は以下の通りです。

* 各 OS の必要条件を満たしていること。
Windows 3.1/95/98/Me/NT3.51/NT4.0でお使いの場合は、同梱の CD-ROMに収録されているプリンタ
ドライバをインストールしてください。前述以外の Windows をお使いの場合は、OS に標準搭載されてい
るプリンタドライバをインストールしてください。 

p
本機のプリンタドライバは CD-ROM で提供しています。フロッピーディスク
からインストールする場合は、以下のページを参照してください。 
s本書 263ページ「フロッピーディスクについて」

対象 OS* Windows 3.1/95/98/Me/NT3.51/NT4.0/2000/XP

空きハードディスク Windows 3.1：10MB 以上
Windows NT3.51：20MB 以上
Windows 95/98/Me/NT4.0：50MB 以上
Windows 2000/XP は OS で指定する空きハードディスク 

p 本機はECP モード、EPPモードには対応しておりません。お使いのコンピュー
タがECP モードになっている場合は、BIOS の設定をノーマルモードまたはス
タンダードモードに変更してください。変更方法については、お使いのコン
ピュータの取扱説明書を参照してください。



Windowsからの印刷 － 45

EPSONプリンタウィンドウ !2の動作条件
EPSON プリンタウィンドウ !2 はプリンタの状態を監視するユーティリティです。
EPSON プリンタドライバ・ユーティリティ CD-ROMからインストールすることがで
きます。

* Windows XP対応の EPSONプリンタウィンドウ !2 は、エプソン販売株式会社のホームページ
（http://www.i-love-epson.co.jp）から入手することができます。

対象 OS Windows 95/98/Me/NT3.51/NT4.0/2000/XP*

監視可能なプリンタの接続形態 パラレル接続でのローカルプリンタ/Windows 共有プリンタ 

p

 

• お使いのコンピュータが双方向通信機能をサポートしていない場合、
EPSONプリンタウィンドウ !2は使用できません。 

• Windows NT3.51用のEPSONプリンタウィンドウ!2は、ローカルプリンタの
監視はできません。 

• NECの PC-9821シリーズをお使いの場合、Windows NT4.0/2000 でのローカ
ルプリンタの監視はできません。 

• PRIF13をお使いの場合は、EPSONプリンタウィンドウ!2は使用できません。
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プリンタソフトウェアのインストール
本機を使用するために必要な次のソフトウェアをインストールします。 
• プリンタドライバ 
• EPSON プリンタウィンドウ !2（Windows 3.1/XP を除く） 

A コンピュータの電源をオンにして、Windowsを起動します。 

B EPSONプリンタドライバ・ユーティリティ CD-ROM をコンピュータにセットしま

す。 

C 以下の画面が表示されたら、［ソフトウェアのインストール］を選択して、［次へ］ボ

タンをクリックします。 

p

 

• Windows NT3.51/NT4.0/2000/XP環境でソフトウェアをインストールする場
合は、コンピュータの管理者アカウント（Administrators グループ）のユー
ザーでログオンする必要があります。 

• Windows 2000 環境でお使いの場合は、OS 標準搭載のプリンタドライバをプ
ラグアンドプレイ機能またはプリンタの追加からインストールします。 

• Windows XP環境でお使いの場合は、OS 標準搭載のプリンタドライバをプラ
グアンドプレイ機能を使ってインストールしますので、プリンタソフトウェ
アのインストールの必要はありません。プリンタドライバのインストール方
法については、以下のページを参照してください。 

s本書 51 ページ「Windows XPのプラグアンドプレイ機能でのインストー
ル」 

p

 

•

 

Cの画面が表示されない場合は、［マイコンピュータ］-［CD-ROM］-
［Epsetup.exe］をダブルクリックしてください。 

• Windows 3.1/NT3.51 をお使いの場合は、［プログラムマネージャ］の［アイ
コン］メニューから［ファイル名を指定して実行］を選択し、表示されたダ
イアログにCD-ROMをセットしたドライブ名と実行コマンド［Epsetup.exe］
を半角文字で入力し、［OK］ボタンをクリックします。

②クリックします①クリックして
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D インストールするソフトウェアを確認して、［OK］ボタンをクリックします。

ソフトウェアのインストールが始まります。

Windows Me/2000 をお使いの場合は、 Hへお進みください。 

p

 

• インストールするソフトウェアを個別に指定する場合は、［ソフトウェア選
択］ボタンをクリックしてください。以下の画面が表示されたら、必要なソ
フトウェアのみにチェックを付けて、［OK］ボタンをクリックします。 

• Windows 2000 環境でお使いの場合は、［ソフトウェア選択］ボタンをクリッ
クし、［EPSONプリンタウィンドウ !2］のみにチェックを付けてください。
EPSONプリンタウィンドウ !2 をインストールするためには、先にプリンタ
ドライバがインストールされていることが条件となります。

②クリックします

①確認して

②クリックします

①チェックして
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E Windows 3.1/95/98/NT3.51/NT4.0をお使いの場合は、オペレーティングシステム

（OS）のセットアップディスクまたはインストールディスクの CD-ROM（またはフ

ロッピーディスク）をコンピュータにセットし、［OK］ボタンをクリックします。 

F 以下の画面が表示されたら、セットした CD-ROM（またはフロッピーディスク）のド

ライブ名とディレクトリ名を半角文字で入力して、［OK］ボタンをクリックします。

＜入力例＞ CD-ROMが D ドライブの場合

※Windows 3.1 をお使いの場合は、［セットアップディスク］をセットしたドライブ名を入力します。 

G 以下の画面が表示されたら、オペレーティングシステムの CD-ROMを取り出し、再び

EPSONプリンタドライバ・ユーティリティ CD-ROMをセットして、［OK］ボタン

をクリックします。

Windows 3.1 をお使いの場合は、画面の指示に従ってインストールを進めて、プリン
タドライバのインストールを終了してください。

OS 入力例

Windows 95 D:¥WIN95

Windows 98 D:¥WIN98

Windows NT3.51/NT4.0 D:¥I386

クリック
します

＜例＞Windows 98 SecondEdition の場合

①半角で入力して

②クリック
します

＜例＞Windows 98 Second Edition の場合

クリックします
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H EPSONプリンタウィンドウ !2をインストールします。

以下の画面が表示されたら、［次へ］ボタンをクリックします。 

I 以下の画面が表示されたら、インストール場所を確認して、［次へ］ボタンをクリック

します。 

J 監視するプリンタを選択します。

監視するプリンタのタイプを選択し、［次へ］ボタンをクリックします。

クリックします

②クリックします

①確認して

②クリックします

①選択して
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K 共有プリンタを他のコンピュータに監視させるかどうかを選択します。 

L インストールする情報を確認します。

すべてのインストール情報が正しいことを確認し、［次へ］ボタンをクリックします。 

M ［再起動］ボタンをクリックして、コンピューターを再起動します。

以上でプリンタソフトウェアのインストールは終了です。
Windows での印刷についての詳細は、以下のページを参照してください。 
s本書52 ページ「印刷手順」

②クリックします

①選択して

クリックします

クリックします
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Windows XP のプラグアンドプレイ機能でのインストール
Windows XP に標準搭載のプリンタドライバが自動的にインストールされます。 

A コンピュータとプリンタをケーブルで接続します。 

B プリンタの電源をオンにします。 

C コンピュータの電源をオンにして、Windowsを起動します。
プリンタが新しいハードウェアとして認識され、Windows XP に標準添付のプリンタ
ドライバが自動的にインストールされます。

以上でWindows XP環境でのプリンタドライバのインストールは終了です。

Windows XP用のEPSONプリンタウィンドウ!2（プリンタの状態を監視するユーティ
リティ）をインストールする場合は、エプソン販売株式会社のホームページ
（http://www.i-love-epson.co.jp）から入手してください。

Windows での印刷についての詳細は、以下のページを参照してください。 
s本書52 ページ「印刷手順」 

w
プリンタとコンピュータの電源をオンにする手順を間違うと、正常にインス
トールできないおそれがあります。 

p
コンピュータの管理者アカウント（Administrators グループ）のユーザーでロ
グオンする必要があります。 

p
上記の手順でインストールできなかった場合は次の手順で WIindows 標準添付
のプリンタドライバをインストールしてください。
1.［スタート］メニューの［コントロールパネル］で［プリンタとその他のハー
ドウェア］を選択します。

2.［プリンタを追加する］をダブルクリックし、画面の指示に従って進みます。
3. プリンタ選択画面でお使いの機種を選択します。
　以降は、表示される画面の指示に従って進め、［完了］ボタンをクリックして
インストールを終了します。
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印刷手順
ここでは、Windows（3.1/NT3.51除く）に添付のワードパッドを例に、基本的な印刷
手順について説明します。印刷の手順はお使いのアプリケーションソフトによって異
なります。詳細は各アプリケーションソフトの取扱説明書を参照してください。 

A ワードパッドを起動します。 
• Windows の［スタート］ボタンをクリックし、［プログラム］（または［すべてのプ
ログラム］）にカーソルを合わせ、さらに［アクセサリ］にカーソルを合わせ、［ワー
ドパッド］をクリックするとワードパッドが起動します。 

• すでに存在するファイルを印刷する場合は、そのファイルをダブルクリックして、
アプリケーションソフトを起動し、 Eに進みます。 

B ［ファイル］メニューから［ページ設定］を選択します。

このダイアログで印刷する用紙のサイズや余白などについて設定します。 

C 印刷する用紙サイズや余白、印刷の向きについて設定して、［OK］ボタンをクリック

します。 

D 印刷するデータを作成します。

①クリックして

②クリックします

①設定して

②クリックします
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E ［ファイル］メニューから［印刷］をクリックします。 

F お使いの機種が選択されていることを確認し、［プロパティ］ボタンをクリックします。

①クリックして

②クリックします

①確認して

②クリックします

設定する必要がなければクリックして
印刷を実行してください。
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G 各項目を設定して［OK］ボタンをクリックします。

通常は、［用紙］ダイアログの各項目を設定するだけで正常に印刷できます。 
s本書57 ページ「プリンタドライバの設定項目」 

H ［OK］ボタンをクリックします。

印刷データがプリンタに送られ、印刷が始まります。 

p ［用紙サイズ］はアプリケーションソフトで設定した用紙サイズと合わせます。

①設定して

②クリックします

クリックします
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プリンタドライバの設定

プリンタドライバの設定方法
印刷に関する各種の設定は、プリンタドライバのプロパティを開いて変更します。プ
ロパティの開き方は 2 通りあります。この開き方によって、設定できる項目が異なり
ます。異なる点については、各設定項目の説明を参照してください。

アプリケーションソフトからの開き方
通常の印刷時は、この方法で設定します。プリンタドライバを開く方法は、アプリケー
ションソフトによって異なります。各アプリケーションソフトの取扱説明書を参照し
てください。基本的な方法は、［ファイル］メニューから［印刷］をクリックして［印
刷］ダイアログを表示させ、［プロパティ］ボタンをクリックします。

［プリンタ］/［プリンタと FAX］フォルダからの開き方

［プリンタ］（Windows XP の場合は［プリンタと FAX］）フォルダでは、コンピュー
タにインストールされているプリンタの設定・管理と新しいプリンタの追加が実行で
きます。 

p
Windows 3.1/NT3.51 のプリンタドライバの詳細については、プリンタドライ
バのヘルプを参照してください。 

p
［プリンタ］（または［プリンタと FAX］）フォルダでのプリンタドライバの設
定値は、アプリケーションソフトからプリンタドライバを開いた際の初期値に
なります。

＜例＞ Windows 98 でアプリケーションソフト
から開いた場合

＜例＞Windows 98 で［プリンタ］フォルダから
開いた場合
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A Windowsの［スタート］メニューから［プリンタ］/［プリンタとFAX］フォルダを

開きます。 
• Windows 95/98/Me/NT4.0/2000の場合

［スタート］ボタンをクリックして［設定］にカーソルを合わせ、［プリンタ］をク
リックします。 

• Windows XP の場合

①［スタート］ボタンをクリックして［コントロールパネル］をクリックします。
［スタート］メニューに［プリンタとFAX］が表示されている場合は、［プリンタと
FAX］をクリックして、 Bへ進みます。

②［プリンタとその他のハードウェア］をクリックします。
③［プリンタとFAX］をクリックします。 

B お使いの機種のアイコンを右クリックしてから、Windows 95/98/Me の場合は［プ

ロパティ］を、Windows NT4.0 の場合は［ドキュメントの既定値］または［プロパ

ティ］を、Windows 2000/XP の場合は［印刷設定］または［プロパティ］と表示さ

れるダイアログで［詳細設定］ボタンをクリックします。 
p

 

• Windows 95/98/Me/NT4.0 のプリンタドライバ設定項目の詳細については、
以下のページを参照してください。 

s本書 57 ページ「プリンタドライバの設定項目」 
• Windows 3.1/NT3.51/2000/XPのプリンタドライバの詳細については、プリン
タドライバのヘルプを参照してください。 

• Windows NT4.0/2000/XP の給紙装置を［自動選択］に設定して、プッシュ /
プルトラクタまたはカットシートフィーダを使用する場合は、［デバイスの
設定］ダイアログでそれぞれの給紙方法に対して使用する用紙サイズを設定
しないと給紙できません。［デバイスの設定］ダイアログは［プリンタ］（ま
たは［プリンタと FAX］）フォルダで本機のアイコンを右クリックし［プロ
パティ］をクリックすると表示されます。
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プリンタドライバの設定項目
印刷を実行する前に、給紙方法、用紙サイズなどプリンタ固有の機能をプリンタドラ
イバで設定します。

用紙サイズ、給紙方法の設定
用紙サイズや給紙方法の設定は、以下の画面で行います。

①用紙サイズ
アプリケーションソフトで設定した印刷データの用紙サイズを選択します。作成した
文書サイズとプリンタドライバ上の用紙サイズは、必ず一致させてください。サイズ
が異なる場合、アプリケーションソフトによっては、間違ったサイズで印刷されるこ
とがあります。

用紙サイズ一覧にないサイズは、ユーザー定義サイズとして登録することができます。 
s本書62 ページ「用紙サイズ（ユーザー定義サイズ）の登録方法」 

p
Windows 3.1/NT3.51/2000/XP のプリンタドライバの詳細については、プリン
タドライバのヘルプを参照してください。

①

②

③

①
③

②

Windows 95/98/Me
［用紙］ダイアログ

Windows NT4.0
［ページ設定］ダイアログ

④

用紙サイズの詳細を表しています。
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p

 

•「連続紙 15 × 10inch（3 等分）」とは、以下の状態のことを指します。 

• 上記の選択肢は「ページ長が約 3.3 インチ」であることを示しますので、用紙
の折り畳み長や、折り畳み枚数の単位が異なっても設定できます。 

•「連続紙15 × 3 2/3inch」などの帯分数は、「3 ＋ 2/3 インチ」のページ長である
ことを示します。 

• 印刷したい連続紙の用紙サイズ（用紙幅）が登録されていない場合は、用紙
長が同じものを選択してください。同じものがない場合は、ユーザー定義サ
イズで登録してください。 
s本書 62 ページ「用紙サイズ（ユーザー定義サイズ）の登録方法」 

• 4インチ未満で折り畳まれた連続紙を使用すると紙送り精度に影響します。
連続紙のページ長が 4インチ未満の場合は、複数ページ毎に折り畳まれ、折
り畳み長が 4インチ以上の連続紙を使用してください。

折り畳み長�
　10インチ� 用紙幅�

15インチ�

ページ長�
約3.3インチ�
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②印刷の向き
印刷する方向を縦・横のどちらかをクリックして選択します。
使用するアプリケーションソフトによっては、アプリケーションソフトの設定が優先
されます。

③給紙方法
用紙の給紙方法（装置）を選択します。給紙方法一覧から、選択する給紙方法をクリッ
クします。

④余白の編集
用紙の余白設定を行えます。ただし、本機では変更せずそのままの設定で使用してく
ださい。

手差し 単票紙をプリンタの用紙ガイドから手差し給紙する場合に選択しま
す。

プッシュ /プルトラクタ プッシュトラクタを使用して連続紙を給紙する場合に選択します。

カットシートフィーダファーストビン
カットシートフィーダセカンドビン

単票紙をオプションのカットシートフィーダビン1またはカットシー
トフィーダビン 2から給紙する場合に選択します。

自動選択
（Windows NT4.0 のみ）

［プリンタ］フォルダでのプリンタドライバで設定されている給紙方
法に従います。 

p
Windows NT4.0 の給紙装置を［自動選択］に設定して、プッシュトラクタまた
はカットシートフィーダを使用する場合は、［デバイスの設定］ダイアログでそ
れぞれの給紙方法に対して使用する用紙サイズを設定しないと給紙できませ
ん。［デバイスの設定］ダイアログは［プリンタ］フォルダで本機のアイコンを
右クリックし［プロパティ］をクリックすると表示されます。
OS 標準搭載のWindows 2000/XP のプリンタドライバも同じです。
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グラフィックス、印刷品質の設定
グラフィックイメージの印刷に関する設定は、以下の画面で行います。

①解像度または印刷品質
グラフィックイメージの出力解像度（細かさ）を選択します。
解像度は、水平解像度×垂直解像度で示しています。解像度は dpi* で表し、数字が大
きくなるほど解像度は高くなります。
一般に解像度が高い方が高品質のグラフィックを印刷できますが、印刷時間は長くな
ります。
* dpi（Dots Per Inch）：1 インチ当たりのドット数

Windows 95/98/Me
［グラフィックス］ダイアログ ［デバイスオプション］ダイアログ

①

②

③

④

④

①

Windows NT4.0
［ページ設定］ダイアログ ［詳細］ダイアログ
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②ディザリング（Windows 95/98/Meのみ）
グラフィックイメージの細かさを設定します。ディザリング処理をすることで、グレー
スケールや中間色を疑似的に表現できます。
ここでの設定は、白黒印刷の場合のみ反映されます。

③濃度（Windows 95/98/Meのみ）
グラフィックスの明暗を増減するときに使用します。印刷を薄くするときは［明］の
方向へ、印刷を濃くするときは［暗］の方向へスクロールバーのツマミをドラックす
るか、ツマミの左右をクリックします。

④印刷品質
［正式文書］または［ドラフト］のどちらかを選択します。
［ドラフト］よりも［正式文書］の方が表現力のある高品質な印刷結果になりますが、
印刷時間は長くなります。

なし ディザリング処理をしません。グレースケールや中間色を表現できませんので、濃淡や色
調のない画面になります。

粗く 粗いディザパターンイメージを用いて処理します。粗くして印刷した紙をコピーすると、
中間色がつぶれて真っ黒になってしまいますので、コピーを取る場合はディザリングは［粗
く］にしないことをお勧めします。

細かく 細かいディザパターンイメージを用いて処理します。

ラインアート 黒、白、グレー階調の間にくっきりとした境目があるグラフィックスを印刷するときに適
しています。

誤差拡散法 写真のような無段階に階調（色調）が変化する画像に適した処理です。細かい微妙な部分
まで表現できるようになります。



Windowsからの印刷 － 62

用紙サイズ（ユーザー定義サイズ）の登録方法
［用紙サイズ］リストにあらかじめ用意されていない用紙サイズを［ユーザー定義サイ
ズ］として独自に登録することができます。

Windows 95/98/Me の場合 

A プリンタドライバの［用紙］ダイアログを開き、［用紙サイズ］リストから［ユーザー

定義サイズ］を選択します。 

B 登録したい［用紙幅］と［用紙長さ］を入力してから、［OK］ボタンをクリックします。

数値の単位は、［0.1 ミリ］または［0.01 インチ］のどちらかを選択できます。

選択します

①入力して

②クリックします
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Windows NT4.0/2000/XP の場合 

A ［プリンタ］（または［プリンタとFAX］）フォルダ内の本機のアイコンをクリックして

から［ファイル］メニューの［サーバーのプロパティ］を選択します。 

B ［新しい用紙を作成する］チェックボックスをチェックしてから、以下の項目を設定し

ます。

用紙の説明：テキストボックスに登録する用紙の名称を入力します。ここで入力した
名称がユーザー定義の用紙サイズの名称になり、プリンタドライバの［用
紙サイズ］一覧に表示されます。

寸法： 単位と用紙サイズを設定します。 

C 入力が終了したら、［OK］ボタンをクリックします。

①クリックして

③クリックします

②クリックして

①クリックして

②入力します
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印刷の中止方法 

A プリンタの［印刷可］スイッチを押します。

印刷可ランプが消灯し、印刷不可状態になります。 

B 画面右下のタスクバー上のプリンタアイコンをダブルクリックします。

削除する印刷データをクリックして［ドキュメント］メニューの［印刷中止］または
［キャンセル］をクリックします。

自動�
明朝�
ゴシック�

書体� 高速印字�
用紙カット位置�
ビン1�
ビン2�
ハガキ�

用紙カット位置/ビン選択� 印刷可�

微小送り� 3秒�

改行／改ページ� 給紙／排紙�

用紙チェック�

電源�

押します

ダブルクリックします

②クリックします①クリックして
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EPSON プリンタウィンドウ !2 の動作環境

対応機種 

• DOS/V（IBM PC-AT 互換機）（双方向通信機能*1のある機種） 
• NEC PC-9821シリーズ（双方向通信機能 *1のある機種）*2

*1： お使いのコンピュータのパラレルインターフェイスが双方向通信機能に対応しているか否かは、各コン
ピュータメーカーにお問い合わせください。

*2： ケーブルは「PRCB5N」をご使用ください。

EPSONプリンタウィンドウ ! ２は、コンピュータに標準装備されているパラレルイン
ターフェイスの双方向通信機能をサポートし、下記の対象 OSが動作するDOS/V（IBM
PC-AT 互換機）、NEC PC-9821シリーズであれば使用できます。お使いのコンピュー
タの機種によりプリンタを接続するために使用するケーブルが異なりますのでご注意
ください。

対象 OS
Windows 95/98/Me/NT3.51*1/NT4.0/2000/XP*2

*1 ローカルプリンタは監視できません。
*2 Windows XP対応の EPSONプリンタウィンドウ !2 は、エプソン販売株式会社のホームページ
（http://www.i-love-epson.co.jp）から入手することができます。

プリンタポート
コンピュータに直接プリンタを接続する場合、プリンタの接続ポートは、「LPT1」を
使用してください。 

p

 

• 推奨ケーブル以外のケーブル、プリンタ切替機、ソフトウェアのコピー防止
のためのプロテクタ（ハードウェアキーなど）を、コンピュータとプリンタ
の間に装着すると、双方向通信やデータ転送が正常にできない場合がありま
す。 

• PRIF13をお使いの場合は、EPSONプリンタウィンドウ!2は使用できません。 
• EPSON プリンタウィンドウ !2 に関する最新情報が EPSON フォルダの
「EPSONプリンタウィンドウ !2 Readme」に記載されています。クリックし
て開き、必ず内容を確認してください。 

• Windows NT3.51用のEPSONプリンタウィンドウ!2は、ローカルプリンタの
監視はできません。 

• NECの PC-9821シリーズをお使いの場合、Windows NT4.0/2000 でのローカ
ルプリンタは監視できません。
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初期設定を変更する場合
インストール時に設定した情報を変更する場合は以下の手順にしたがってください。 

A 「ファイル名を指定して実行」画面を開き、EPSONプリンタウィンドウ!2をインストー

ルしたドライブ名およびディレクトリ名と実行コマンドを半角文字で入力し、［OK］

ボタンをクリックします。

EPSONプリンタウィンドウ !2 をC ドライブにインストールした場合
→C:¥EPW2¥SETUP 

B この後は画面の指示にしたがって、設定を変更します。 

p 「EPW2」以外のディレクトリに EPSONプリンタウィンドウ !2 をインストー
ルした場合は、「EPW2」の代わりにインストールしたディレクトリ名を入力し
てください。
Cドライブにインストールした場合

C:¥インストールしたディレクトリ名 ¥SETUP
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EPSONプリンタウィンドウ!2をお使いになる前に
（Windows95/98/Me）

Windows95/98/Me をご使用の場合、EPSONプリンタウィンドウ !2を使用する前に
Windows95/98/Me の設定を確認する必要があります。 

A ［スタート］ボタンをクリックし、［設定］にマウスカーソルをあわせ、［プリンタ］を

クリックします。

「プリンタ」フォルダが表示されます。 

B 設定するプリンタのアイコンをクリックし、［ファイル］メニュー内の［プロパティ］

をクリックします。

「プロパティ」ダイアログボックスが表示されます。 

C ［詳細］タブをクリックし、［スプールの設定］ボタンをクリックします。

「プリンタスプールの設定」ダイアログボックスが表示されます。 

D 「このプリンタで双方向通信機能をサポートする」が選択されていることを確認し、

［OK］ボタンをクリックします。

「このプリンタで双方向通信機能をサポートする」が選択されていない場合は、クリッ
クして選択します。これでWindows95/98/Me の設定は終了です。
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EPSON プリンタウィンドウ !2 を停止するには
EPSON プリンタウィンドウ !2 は、監視アイコンによって監視設定したプリンタに対
して常時監視を行います。プリンタの監視を停止するには以下の手順にしたがってく
ださい。 

A タスクバーの右端にあるプリンタの形をした「監視」アイコンをダブルクリックしま

す。 

B ［設定］メニューをクリックし、「監視アイコン起動オプション」をポイントし、「監視

を中止する」をクリックします。 

C ［プリンタ］メニューをクリックし「閉じる」をクリックします。 

p
監視アイコンにマウスカーソルを合わせ、マウスの右ボタンをクリックし「監
視を中止する」をクリックすると、監視アイコンを停止します。 

p
監視を中止した後で、再度監視を行う場合は「次回起動時より監視する」また
は「現在より監視する」をクリックします。監視を停止するとタスクバーの監
視アイコンが消去されますので、再起動する場合は「操作手順」の手順にした
がってスタートメニューから起動してください。
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操作手順
ここでは「EPSONプリンタウィンドウ !2」の基本的な操作の手順を説明しています。 

A プリンタの電源スイッチをオンにし、タスクバーの右端にある［監視アイコン］をダ

ブルクリックします。 

B 目的のプリンタをクリックし選択します。

表示された画面は「プリンタ一覧」ウィンドウです。ここでは設定されたプリンタの
状態が表示されます。 

p
プリンタドライバのプロパティシートにおいてプリンタの印刷先を変更した場
合は「EPSONプリンタウィンドウ !2 を停止するには」の手順にしたがって停
止させた後、再起動してください。 

p
EPSON プリンタウィンドウ !2 はスタートメニューからも起動できます。［ス
タート］ボタンをクリックし、［プログラム］-［EPSON］にカーソルを合わせ
ます。［EPSONプリンタウィンドウ !2］をクリックします。 

p

環境設定の監視アイコン設定で「モニタする」をチェックすると、設定した条
件時に「簡易表示」が表示されるようになります。この「簡易表示」からプリ
ンタの詳細を確認することができます。 
s本書 74 ページ「環境を設定するには」
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プリンタ一覧ウィンドウ
設定されたプリンタの状態を表示しています。カラーアイコンを使用していますので、
色の変化によりプリンタの状態が一目で分かります。

①メニューバー

プリンタ（P）： 「プリンタ一覧」ウィンドウの中から選択したプリンタの
「プリンタ詳細」、「ジョブ管理」、「用紙選択」のウィンドウ
を開きます。

表示（V）： 「プリンタ一覧ウィンドウ」の表示方法を設定します。「最
新の情報に更新」をクリックすると、プリンタの最新の状
態をチェックし、表示します。

設定（S）： 「環境設定」「表示プリンタの追加」「表示プリンタの削除」
など動作環境の設定をします。また、監視アイコンの登録
等もここで設定します。

ヘルプ： EPSONプリンタウィンドウ!2に関する説明を表示します。

①メニューバー

②ツールバー

③プリンタ情報



Windowsからの印刷 － 71

②ツールバー

アイコンをクリックすることで各機能が実行されます。アイコンの上にポインタを移
動させると、そのアイコン機能が表示されます。

プリンタの詳細をみるには 環境を設定するには

「プリンタ詳細」アイコン をクリックします

プリンタの詳細な状態を確認後［OK］ボタンをク
リックします。

「環境設定」アイコン　をクリックします。

環境設定後［OK］ボタンをクリックします。 

p
コンピュータに負担をかけるため、必要のない時は画面を閉じてください。プ
リンタドライバのプロパティシートにおいてプリンタの印刷先を変更した場合
はEPSON プリンタウィンドウ !2 を停止させたあと、再起動してください。 
s本書 68 ページ「EPSONプリンタウィンドウ !2 を停止するには」

クリックします

ステータス詳細：72ページ参照

プリンタ情報：73ページ参照

クリックします

ステータス詳細：74 ページ参照
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③プリンタ情報

プリンタの詳細をみるには

ステータス詳細シート

「ステータス詳細」シートでは、選択したプリンタの状態をチェックすることができま
す。またプリンタに問題のある時はその対処方法も表示されます。

登録されているプリンタ名、状態、印刷待ちの件数を表示します。監視するプリ
ンタが複数ある場合は、各ボタンをクリックするとプリンタの表示順が変わりま
す。

プリンタ名： コンピュータにインストールされているプリンタの一覧を
表示します。

状態： コンピュータにインストールされているプリンタの状態を
表示します。

印刷待ちジョブ数： プリンタの印刷待ちの件数を表示します。

プリンタアイコン： プリンタの状態を色で表示します。

緑：印刷可能です。
黄：印刷可能ですが、プリンタになんらかの処置をとらな

いと印刷不可能になることがあります。
赤：印刷不可能です。プリンタに異常があります。
灰：プリンタが監視できない状態です。 

p 通常接続しないプリンタは不必要にコンピュータに負担をかけるため、［設定］
メニューの「表示プリンタ削除」で削除してください。このとき、プリンタド
ライバは削除されません。

イメージアイコン：
プリンタの状態を
グラフィックで表
示します。

ステータス表示：
選択したプリンタ状態
が表示されます。

対処方法：
プリンタに問題が
あるときの対処方
法を表示します。
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プリンタ情報シート
「プリンタ情報」シートでは、選択したプリンタの機能やオプション情報を表示します。 

p ローカル接続の場合、画面が変わるのに少し時間がかかる場合があります。

情報リスト：
プリンタの情報、プ
リントサーバの情
報など確認できる
情報の一覧を表示
します。ローカル接
続の場合表示され
る情報はありませ
ん。

詳細ウィンドウ：
情報リストで選択
された情報の詳細
を表示します。
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環境を設定するには
ここではEPSON プリンタウィンドウ !2 上における各プリンタの動作環境を設定しま
す。

①ステータス確認の間隔： コンピュータがプリンタの状態をチェックする間隔を
設定します。（最短設定2秒：初期10秒：最長設定60秒）

②監視アイコン設定： 「モニタする」をチェックすると、選択したプリンタの
監視がはじまります。監視アイコンを停止している場合
は選択できませんのでご注意ください。

③簡易表示設定： 監視アイコンから簡易表示を表示する場合の条件を設
定します。簡易表示については以下のページをご覧くだ
さい。 
s本書75 ページ「監視アイコンと簡易表示について」

④監視アイコン音声通知： プリンタの状態の□チェックボックスをクリックして
チェック印をつけると「簡易表示」が表示される時に音
声で通知する機能が有効になります。 

p

 

• お使いのコンピュータに 75 ページ「監視アイコンと簡易表示について」ウン
ド機能がない場合、音声通知機能は使用できません。 

• プリンタの監視を停止している場合には、監視アイコン・簡易表示の設定は
できません。「EPSON プリンタウィンドウ !2 を停止するには」の手順を参
照して、［設定］メニューをクリックし、「監視アイコン起動オプション」で
「現在より監視する」をクリックします。 
s本書 68 ページ「EPSONプリンタウィンドウ !2 を停止するには」

①

③

④

②
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監視アイコンと簡易表示について
環境設定の監視アイコン設定で「モニタする」をチェックすると、選択したプリンタ
の監視が開始されます。監視が開始されるとタスクバー上の監視アイコンの色が選択
したプリンタの状況に応じて変化し、「簡易表示」が表示されます。

監視アイコン
選択したプリンタの状況に応じてアイコンの色が変化します。

簡易表示
環境設定で設定した条件時のみ「簡易表示」がトレイアイコン上部に表示されます。プ
リンタ名をクリックし、詳細表示 ボタンをクリックすると、「ステータス詳細シート」
が開きます。 

p

 

• 監視アイコンを停止している場合は、監視アイコンと簡易表示機能はご利用
になれません。　「EPSON プリンタウィンドウ !2 を停止するには」の手順
で［現在より監視する］を選択し、環境設定の「監視アイコン設定」で「モ
ニタする」をチェックしてください。 

• 監視アイコンをポイントしてマウスの右ボタンをクリックすると、監視アイ
コンの設定ができます。
「手前に表示する」：「簡易表示」を開いているウィンドウの一番手前に表

示します。
「監視を停止する」：監視アイコンの監視を中止します。

緑－　印刷可能です。
黄－　印刷可能ですが、プリンタになんらかの処置をとらないと

印刷不可能になることがあります。
赤－　印刷不可能です。
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プリンタを共有するには
Windows（Windows 3.1/NT3.51 を除く）の標準ネットワーク環境でプリンタを共有
する方法を説明します。

Windows のネットワーク環境では、コンピュータに直接接続したプリンタを、ほかの
コンピュータから共有することができます。特別なネットワークインターフェイス
カードやプリントサーバ機器を使用しないで、Windows の標準ネットワーク機能を利
用します。この接続方法をピアトゥピア接続と呼びます。

プリンタを直接接続するコンピュータは、プリンタの共有を許可するプリントサーバ
の役割をはたします。ほかのコンピュータはプリントサーバに印刷許可を受けるクラ
イアントになります。クライアントは、プリントサーバを経由してプリンタを共有す
ることになります。

ここでは、プリンタを共有させるためのプリントサーバの設定方法を説明します。お
使いのWindows に応じた設定手順に従ってください。 
s本書77 ページ「プリントサーバの設定（Windows 95/98/Me）」 
s本書80 ページ「プリントサーバの設定（Windows NT4.0/2000/XP）」

クライアントの設定方法については、以下のページを参照してください。 
s本書81 ページ「クライアントの設定」 
p

 

• 以下の設定方法は、ネットワーク環境が構築されていること、プリントサー
バとクライアントが同一ネットワーク管理下にあること、プリンタを使用す
るすべてのコンピュータにプリンタドライバがインストールされているこ
とが前提となります。 

• 画面はMicrosoftネットワークの場合です。

プリントサーバ�

Win Win

クライアント�

Win

クライアント�HUB（ハブ）�

Win

クライアント�
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プリントサーバの設定（Windows 95/98/Me）
Windows 95/98/Me でプリントサーバを設定する場合は、以下の手順に従ってくださ
い。 

A ［スタート］ボタンをクリックして、カーソルを［設定］に合わせ、［コントロールパ

ネル］をクリックします。 

B ［ネットワーク］アイコンをダブルクリックします。 

C ［ファイルとプリンタの共有］ボタンをクリックします。

ダブルクリックします

クリックします
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D ［プリンタを共有できるようにする］のチェックボックスをクリックしてチェックマー

クを付け、［OK］ボタンをクリックします。 

E ［OK］ボタンをクリックします。 

F コントロールパネル内の［プリンタ］アイコンをダブルクリックします。 

p

 

•［ディスクの挿入］メッセージが表示された場合は、Windows 95/98/MeのCD-
ROM をコンピュータにセットし、［OK］ボタンをクリックして画面の指示
に従ってください。 

• 再起動を促すメッセージが表示された場合は、再起動してください。その後、 
Aでコントロールパネルを開いて Fから設定してください。

①クリックして

②クリックします

クリックします

ダブルクリックします
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G お使いのプリンタのアイコンをクリックして、［ファイル］メニューの［共有］をク

リックします。 

H ［共有する］を選択して、［共有名］を入力し、［OK］ボタンをクリックします。

必要に応じて、［コメント］と［パスワード］を入力します。

これでプリンタを共有させるためのプリントサーバの設定が完了しました。次に、各
クライアント側で設定してください。 
s本書81 ページ「クライアントの設定」 

p エラーが発生する場合がありますので共有名には□（スペース）や－（ハイフ
ン）を使用しないでください。

①選択して

②クリックして

③クリックします

①選択して

②入力して

③クリックします
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プリントサーバの設定（Windows NT4.0/2000/XP）
Windows NT4.0/2000/XPのプリントサーバを設定する場合は、以下の手順に従って
ください。 

A Windowsの［スタート］メニューから［プリンタ］/［プリンタとFAX］フォルダを

開きます。 
• Windows NT4.0/2000 の場合

［スタート］ボタンをクリックして［設定］にカーソルを合わせ、［プリンタ］をク
リックします。 

• Windows XP の場合

①［スタート］ボタンをクリックして［コントロールパネル］をクリックします。
［スタート］メニューに［プリンタとFAX］が表示されている場合は、［プリンタと
FAX］をクリックして、 Bへ進みます。

②［プリンタとその他のハードウェア］をクリックします。
③［プリンタとFAX］をクリックします。 

B お使いの機種のアイコンを右クリックして、［共有］をクリックします。 

p
Windows XP で以下のダイアログが表示された場合は、どちらかを選択し、画
面の指示に従ってプリンタ共有の準備をします。

①右クリックして

②クリックします

どちらかを選択
します
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C ［共有する］/［このプリンタを共有する］を選択して、［共有名］を入力し、［OK ］ボ

タンをクリックします。

これでプリンタを共有させるためのプリントサーバの設定が完了しました。次に、各
クライアント側で設定してください。 
s本書81 ページ「クライアントの設定」

クライアントの設定

Windows 95/98/Me クライアントでの設定

Windows 95/98/Me が稼働するクライアントを設定する場合は、以下の手順に従って
ください。 

A Windowsの［スタート］ボタンをクリックし、［設定］にカーソルを合わせ［プリン

タ］をクリックします。 

p

 

• エラーが発生する場合がありますので共有名には□（スペース）や－（ハイ
フン）を使用しないでください。 

•［代替ドライバ］/［ほかのバージョンのWindows のドライバ］は選択しない
でください。 

p
Windows NT4.0/ 2000/XP の場合、管理者権限のあるユーザー（Administrators）
でログオンする必要があります。

②入力して①選択して

③クリックします
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B ［プリンタの追加］アイコンをダブルクリックし、［次へ］ボタンをクリックします。 

C ［ネットワークプリンタ］を選択してから、［次へ］ボタンをクリックします。 

D ［参照］ボタンをクリックします。

ご利用のネットワーク構成図が表示されます。

クリックします

①クリックして

②クリックします

クリックします

入力欄に以下の書式で直接入力（半角文字）することもできます。
¥¥目的のプリンタが接続されているコンピュータ名 ¥共有プリンタ名
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E プリンタが接続されているコンピュータ（またはサーバ）の［＋］をクリックし、ネッ

トワークプリンタの名前をクリックして［OK］ボタンをクリックします。 

F ［次へ］ボタンをクリックします。

この後は、90 ページの Eに進みます。 

p
プリンタが接続されているコンピュータ（またはサーバ）が、プリンタの名称
を変更している場合があります。ご利用のネットワークの管理者にご確認くだ
さい。 

p
すでにプリンタドライバをインストールしている場合は、既存のプリンタドラ
イバを使用するか、新しいプリンタドライバを使用するか選択する必要があり
ます。選択を促すダイアログが表示されたら、画面の指示に従って選択してく
ださい。

③クリックします

①クリックして
②クリックして

＜例＞

クリックします
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Windows NT4.0 クライアントでの設定
Windows NT4.0 が稼働するクライアントを設定する場合は、以下の手順に従ってくだ
さい。 

A Windowsの［スタート］ボタンをクリックし、［設定］にカーソルを合わせ［プリン

タ］をクリックします。 

B ［プリンタの追加］アイコンをダブルクリックします。 

C ［ネットワークプリンタサーバ］を選択してから、［次へ］ボタンをクリックします。 

D プリンタが接続されているコンピュータ（またはサーバ）をクリックし、ネットワー

クプリンタの名前をクリックして［OK］ボタンをクリックします。

①クリックして

②クリックします

③クリックします

①プリンタを接続して
いるコンピュータ
（またはサーバ）を
ダブルクリックして

②プリンタをクリックして

入力欄に以下の書式で直接入力（半角文字）することもできます。
　¥¥目的のプリンタが接続されているコンピュータ名 ¥共有プリンタ名
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この後は、90 ページの Eに進みます。 

p

 

• プリンタが接続されているコンピュータ（またはサーバ）が、プリンタの名
称を変更している場合があります。ご利用のネットワークの管理者にご確認
ください。 

• すでにプリンタドライバをインストールしている場合は、既存のプリンタド
ライバを使用するか、新しいプリンタドライバを使用するか選択する必要が
あります。選択を促すダイアログが表示されたら、画面の指示に従って選択
してください。
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Windows 2000/XP クライアントでの設定
Windows 2000/XP が稼働するクライアントを設定する場合は、以下の手順に従って
ください。 

A Windowsの［スタート］メニューから［プリンタ］/［プリンタとFAX］フォルダを

開きます。 
• Windows 2000の場合

［スタート］ボタンをクリックして［設定］にカーソルを合わせ、［プリンタ］をク
リックします。 

• Windows XP の場合

①［スタート］ボタンをクリックして［コントロールパネル］をクリックします。
［スタート］メニューに［プリンタとFAX］が表示されている場合は、［プリンタと
FAX］をクリックして、 Bへ進みます。

②［プリンタとその他のハードウェア］をクリックします。
③［プリンタとFAX］をクリックします。 
p

Windows XP の場合は［プリンタとその他のハードウェア］画面で［プリンタ
を追加する］をクリックしてプリンタの追加ウィザードを起動することもでき
ます。起動後最初に表示された［プリンタの追加ウィザードの開始］画面で［次
へ］をクリックして、 Cへ進んでください。

クリック
します
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B プリンタの追加ウィザードを起動します。 
• Windows 2000の場合

①［プリンタの追加］アイコンをダブルクリックします。

②［プリンタの追加ウィザードの開始］画面で［次へ］ボタンをクリックします。 
• Windows XP の場合

①［プリンタのタスク］の［プリンタのインストール］をクリックします。

②［プリンタの追加ウィザードの開始］画面で［次へ］ボタンをクリックします。

ダブルクリックします

クリックします
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C 使用する共有プリンタを探します。 
• Windows 2000の場合

①［ネットワークプリンタ］を選択して［次へ］ボタンをクリックします。

②［プリンタ名を入力するか［次へ］をクリックしてプリンタを参照します］が選択さ
れていることを確認して、［次へ］ボタンをクリックします。 

p
ネットワーク上のプリンタの場所がわかっている場合は［名前］ボックスに直
接入力できますが、ここではわからないことを前提に説明を進めます。

①クリックして

②クリックします

②クリックします

入力欄に以下の書式で直接入力（半角文字）することもできます。
　¥¥目的のプリンタが接続されているコンピュータ名 ¥ 共有プリンタ名

①確認して
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• Windows XP の場合

①［ネットワークプリンタ、またはほかのコンピュータに接続されているプリンタ］を
選択し、［次へ］ボタンをクリックします。

②［プリンタを参照する］を選択し、［次へ］ボタンをクリックします。 

p ネットワーク上のプリンタの場所がわかっている場合は、［指定したプリンタに
接続する］をクリックして［名前］ボックスに直接入力できますが、ここでは
わからないことを前提に説明を進めます。

②クリックします

①クリックして

①選択して

②クリックします
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D プリンタが接続されているコンピュータ（またはサーバ）をクリックし、ネットワー

クプリンタの名前をクリックして［次へ］ボタンをクリックします。 

E ［OK］ボタンをクリックします。 

p

 

• プリンタが接続されているコンピュータ（またはサーバ）が、プリンタの名
称を変更している場合があります。ご利用のネットワークの管理者にご確認
ください。 

• すでにプリンタドライバをインストールしている場合は、既存のプリンタド
ライバを使用するか、新しいプリンタドライバを使用するか選択する必要が
あります。選択を促すダイアログが表示されたら、画面の指示に従って選択
してください。 

p
プリンタを直接接続しているコンピュータにプリンタドライバがインストール
されていて、そのコンピュータとお使いのコンピュータの OS が同じ場合、プ
リンタドライバは自動的にインストールされ、上の画面は表示されません。ま
た、以降の手順も必要ありません。

③クリックします

①クリックして

②クリックして

＜例＞Windows 2000

クリックします
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F お使いのプリンタを選択します。

Windows 95/98/Me/NT4.0 の場合は、［ディスク使用］ボタンをクリックし、EPSON
プリンタドライバ・ユーティリティCD-ROMからプリンタドライバをインストールし
ます。
Windows 2000/XP の場合は、一覧の中からお使いのプリンタを選択して、 Jへ進み
ます。 

G EPSONプリンタドライバ・ユーティリティ CD-ROM をコンピュータにセットしま

す。 

H プリンタドライバが収録されているドライブ名とディレクトリ名を半角文字で入力し

て、［OK］ボタンをクリックします。

Windows 95 Windows 98 Windows Me Windows NT4.0

セット先
ドライブ例

Dドライブ
Eドライブ

入力例 D:¥WIN95
E:¥WIN95

D:¥WIN98
E:¥WIN98

D:¥WINME
E:¥WINME

D:¥WINNT40
E:¥WINNT40

Windows 95/98/Me/NT4.0:
クリックします

Windows 2000/XP：
選択します

①半角で入力して

②クリックします
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I お使いのプリンタ名をクリックして、［次へ］ボタンをクリックします。 

J この後は、画面の指示に従って設定してください。 

p
入力方法がわからない場合は、以下の手順で指定することができます。
①［参照］ボタンをクリックします。

②［ドライブ］または［ファイルの場所］から［CD-ROM］のアイコンを選択
し、入力例に記載されているご利用のOSフォルダを選択します。

クリックします

①選択して ②選択します

＜例＞

①クリックして ②クリックします
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プリンタ接続先の変更
プリンタを接続しているコンピュータ側のポートの設定を、必要に応じて変更します。
パラレルケーブルで接続している場合は、プリンタドライバをインストールしたまま
の設定で使用できますので変更は不要です。 

A Windowsの［スタート］メニューから［プリンタ］/［プリンタとFAX］フォルダを

開きます。 
• Windows 95/98/Me/NT4.0/2000の場合

　［スタート］ボタンをクリックして［設定］にカーソルを合わせ、［プリンタ］をク
リックします。 

• Windows XP の場合

①［スタート］ボタンをクリックして［コントロールパネル］をクリックします。［ス
タート］メニューに［プリンタとFAX］が表示されている場合は、［プリンタとFAX］
をクリックして、 Bへ進みます。

②［プリンタとその他のハードウェア］をクリックします。
③［プリンタとFAX］をクリックします。 

B 設定を変更するプリンタのアイコンを右クリックし、［プロパティ］をクリックします。 

p
プリンタの接続先を変更すると、プリンタの機能設定が変更されることがあり
ます。プリンタの接続先を変更した場合は、必ず各機能を確認してください。

①右クリックして

②クリックします
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C ［詳細］/［ポート］タブをクリックして設定を変更します。

変更後［OK］ボタンをクリックすると設定は終了です。

①印刷先のポート
プリンタを接続したポート（インターフェイス）を選択します。表示されるポートの
種類は、ご利用のコンピュータによって異なります。パラレルインターフェイスケー
ブルをコンピュータのポートに接続した場合は、LPT1 の設定でご使用ください。

②［ポートの追加］
新しいポートを追加したり、新しいネットワークパスを指定したりするときにクリッ
クします。

③［ポートの削除］
ポートの一覧からポートを削除するときにクリックします。 

p
ここで説明する以外の項目については、通常設定変更の必要はありません。

PRN EPSON PC シリーズ/NEC PC シリーズ標準の14 ピンプリンタポートに接
続している場合の設定です。PRNが表示されない場合はLPT1を選択します。

LPT 通常のプリンタポートの設定です。DOS/V シリーズなどの標準パラレルプ
リンタポートに接続している場合は、この中の LPT1を選択します。

EPT EPSONプリンタでは使用しません。

EPUSBx Windows 98/Me 環境の USB ポートです。
EPSON USB デバイスドライバがインストールされているときのみ表示され
ます。（最後のx には数字が表示されます）。本機では使用しません。

USBx Windows 2000/XP 環境のUSB ポートです。（最後の xには数字が表示され
ます）。本機では使用しません。

FILE 印刷データをプリンタではなくファイルに出力します。

¥¥サーバ名など¥プリンタ名
など

ネットワーク上のパスを指定したポートです。パスによって指定されたネッ
トワークプリンタに出力します。

②
③

②

①

③

①

＜Windows 95/98/Me ＞ ＜WindowsNT4.0/2000/XP＞
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プリンタソフトウェアの削除
プリンタドライバを再インストールする場合やバージョンアップする場合は、すでに
インストールされているプリンタソフトウェアを削除（アンインストール）する必要
があります。

Windows 95/98/Me/NT4.0 

A 起動しているアプリケーションソフトをすべて終了します。 

B Windowsの［スタート］メニューから［コントロールパネル］を開きます。

［スタート］ボタンをクリックし、［設定］にカーソルを合わせて、［コントロールパネ
ル］をクリックします。 

C ［アプリケーションの追加と削除］/［プログラムの追加と削除］を開きます。

［アプリケーションの追加と削除］アイコンをダブルクリックします。 

p

 

• EPSONプリンタドライバ・ユーティリティCD-ROMをコンピュータにセッ
トして表示される画面からも削除することができます。 

• Windows NT4.0 環境で、ネットワークプリンタとしてプリンタドライバをイ
ンストールした場合は、［プリンタ］フォルダからお使いの機種のアイコン
を右クリックして、表示されるメニューから［削除］を選択してください。 

• Windows 2000/XP環境でお使いの場合は、［プリンタ］または［プリンタと
FAX］フォルダからお使いの機種のアイコンを右クリックして、表示される
メニューから［削除］を選択してください。

ダブルクリックします
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D ［EPSONプリンタドライバ・ユーティリティ］をクリックしてから［追加と削除］ボ

タンをクリックします。 

E ［プリンタ機種］タブをクリックし、お使いの機種のアイコンを選択します。 

F プリンタドライバの削除確認のメッセージで、［はい］ボタンをクリックします。

プリンタドライバの削除が始まります。 

p

 

• 関連ファイル削除のメッセージが表示されたら、［はい］ボタンをクリック
します。プリンタドライバに関連するファイルが削除されます。 

• 削除したプリンタを［通常使うプリンタ］として設定していた場合は、ほか
のプリンタドライバを［通常使うプリンタ］に設定します。メッセージが表
示されたら、［OK］ボタンをクリックします。

①クリックして

②クリックします

①選択して

②クリックします

クリックします
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G 終了のメッセージが表示されたら、［OK］ボタンをクリックします。

以上でプリンタソフトウェアの削除（アンインストール）は終了です。

Windows 3.1/NT3.51 

A 起動しているアプリケーションソフトをすべて終了します。 

B ［メイン］グループの［コントロールパネル］をダブルクリックして開きます。 

C ［プリンタ］アイコンをダブルクリックします。 

p
プリンタソフトウェアを再インストールする場合は、コンピュータを再起動し
てください。

クリックします

ダブルクリックします
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D お使いの機種を選択して、プリンタを削除します。

Windows 3.1 をお使いの場合は、［登録の削除］ボタンをクリックします。
Windows NT3.51 をお使いの場合は、［プリンタの削除］ボタンをクリックします。 

E プリンタドライバの削除確認のメッセージで、［はい］ボタンをクリックします。

以上でプリンタドライバの削除（アンインストール）は終了です。

①クリックして
②クリックします

Windows 3.1

Windows NT3.51

①クリックして

②クリックします
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EPSON プリンタウィンドウ!2の削除
「EPSON プリンタウィンドウ !2」を削除する場合は次の手順にしたがってください。 

A 「EPSONプリンタウィンドウ!2を停止するには」にしたがってEPSONプリンタウィ

ンドウ !2 を停止させます。 

s本書68 ページ「EPSON プリンタウィンドウ !2を停止するには」 

B ［スタート］ボタンをクリックし、［設定］をポイントし、［コントロールパネル］をク

リックします。 

C ［アプリケーションの追加と削除］をダブルクリックします。 

D 「EPSONプリンタウィンドウ !2」をクリックし、［追加と削除］ボタンをクリックし

ます。

この後は画面の指示にしたがって削除をすすめます。 

p
他のソフトウェア（ウイルス検知プログラム等）が起動している場合は、各ソ
フトウェア取扱説明書を参照して停止させてから削除を行ってください。
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使用可能な用紙
本機では一般的な連続紙や単票紙のほかに、複写紙、郵便ハガキ、ラベル紙などの用
紙も使用できます。説明をよくお読みいただき正しい用紙をお使いください。

連続紙（連続複写紙） 

• 連続紙はリアプッシュトラクタ、フロントプッシュトラクタあるいはプルトラクタ
から給紙します。 

• 上質紙*、再生紙あるいは複写紙（ノンカーボン紙）を使用してください。 
• 最大6枚までの複写紙（オリジナル＋ 5枚）を使用することができます。 
• 複写紙を使用するときは、用紙の厚さに応じてアジャストレバーを設定してくださ
い。 
s本書112 ページ「アジャストレバーの設定」 

• スプロケット穴は真円形のものを使用してください。 
• 再生紙は一般室温環境（温度15 ～25℃、湿度30 ～60％）で使用してください。 
• 用紙穴がピンから外れたあとの紙送り精度は保証できません。 
• 連続紙をセットする手順については、以下のページを参照してください。 
s本書113 ページ「連続紙のセット」

* 上質紙：上質紙や事務用普通紙（複写紙などで使用するもの）を総称して表記します。 

p
給紙ミスや紙詰まりを防止するために以下のページを参照してください。 
s本書 186 ページ「用紙詰まりの予防」 

w

 

• 用紙の表面に、染み、ピンホール、汚れ、しわ、破れ、複写紙のめくれ、反
りや毛羽立ちのない連続紙を使用してください。 

• 印字領域内に穴などの段差がないものを使用してください。

項目 １枚紙 複写紙

品質 上質紙、再生紙 ノンカーボン紙

用紙幅 101.6 ～ 406.4mm｛4.0～ 16インチ｝

用紙折り畳み長 101.6 ～ 558.8mm｛4.0～ 22インチ｝

用紙厚 0.065～ 0.36mm

用紙重量 45～ 70kg 34 ～ 50kg（1枚当たり）

コピー枚数 ― 最大 6枚（オリジナル＋ 5枚）
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印字領域
以下の領域に印刷することができます。 

p
ページ長（ミシン目から次のミシン目までの長さ）101.6mm｛4 インチ｝未満
で使用する場合、用紙の折りたたみ長は 101.6mm｛4インチ｝以上の用紙をお
使いください。
図にはページ長 3.3 インチ、折りたたみ長 10 インチの連続紙の例を示します。
Windows ドライバでは「連続紙 15 × 10inch（3等分）」と表記される連続紙を
選択してください。

折り畳み長�
　10インチ� 用紙幅�

15インチ�

ページ長�
約3.3インチ�

印字可能領域�

101.6～406.4mm

4.2mm以上�

通常13mm以上�最大345mm

通常13mm以上�

印字可能領域�

4.2mm以上�

4.2mm

印字可能領域�

4.2mm
用紙終端の場合�
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連続複写紙の綴じ方
複写紙を使用する場合は、必ず以下の綴じ方の連続紙を使用してください。本機で最
も推奨する綴じ方は両側点のり綴じ（千鳥綴じ）です。

折り畳み部分のふくらみ
連続紙の折り畳み部分を平らに伸ばしたときのふくらみは、2.0mm 以下のものを使用
してください。

名称
両側点のり綴じ
（千鳥綴じ）

両側紙ホチキス綴じ
（ダブルギャザー）

片側点のり綴じ（千鳥）＋
片側紙ホチキス綴じ
（ダブルギャザー）

綴じ方 

w
次の綴じ方をしている用紙や、折れ、めくれ、印字面への膨らみのある用紙は
使用しないでください。 
• 棒のり綴じ 
• 金属ホチキス 
• 紙ホチキス（シングルギャザー） 
• 片側のみ綴じたもの（片側フリー） 
• テープホチキス

25
.4
m
m
｛
1イ
ン
チ
｝
以
下
�

76
.2
m
m
｛
3イ
ン
チ
｝
以
下
�

印字面� 25
.4
m
m
｛
1イ
ン
チ
｝
以
下
�

76
.2
m
m
｛
3イ
ン
チ
｝
以
下
�

印字面�

縦送り方向�
折れ、めくれ�

印字面�

 

縦送り方向�

印字面�

棒のり�

金属ホチキス�

縦送り方向�

印字面�
膨らみ�

棒のり綴じ 金属ホチキス シングルギャザー

紙ホチキスの折れ、めくれ 紙ホチキスの印字面への膨らみ

2.0mm以下�
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ミシン目の入れ方 

• ミシン目のカット、アンカットの比率は約2.5：1 ～5：1としてください。 

• 横ミシン目の両端部Aのアンカット寸法は1mm 以上としてください。 

• 縦ミシン目と横ミシン目との交点はカットしないでください。

スプロケット穴の形状
スプロケット穴は真円形のものを使用してください。

×：交点カット ○：交点アンカット 

w
スプロケット穴が次のようにずれているものは使用できません。

ミシン目→�

カット部� アンカット部�

2.5 : 1～5 : 1

縦ミシン目�A A

�

横ミシン目�

残り1mm以上�

用紙�
端面�ミシン目�

切り込み�

交点カット 

ミシン目�

交点アンカット�

ミシン目�

スプロケット穴の形状
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連続ラベル紙 

• フロントプッシュトラクタまたはプルトラクタから給紙します。 
• 一般室温環境（温度15 ～25 ℃、湿度30 ～60%）で使用してください。 
• 使用しないときは、プリンタから取り外してください。 
• 台紙には印字しないでください。 
• 自動ティアオフ機能は使用しないでください。 
• アジャストレバーをラベルの厚さに応じて設定してください。 
s本書112 ページ「アジャストレバーの設定」 

• 連続ラベル紙については、以下のページを参照してください。 
s本書147 ページ「ラベル紙のセット」

ラベル紙表面は白色（反射率 60%以上）で、染み、汚れ、しわ、カールのない上質紙であること。 

w

 

• ラベルの台紙は連続紙を使用します。単票ラベル紙は使用できません。 
• リアプッシュトラクタおよびリアプッシュトラクタ+ プルトラクタによる後
部給紙はできません。ラベルが台紙からはがれてプリンタ内部に貼りつくこ
とがあります。 

• ティアオフ機能は使用しないでください。ラベル紙が後方に送られるとき
に、ラベルが台紙からはがれてプリンタ内部に貼り付くことがあります。 

• ラベル紙を排紙するときには、必ず［改行 / 改ページ］スイッチで排紙して
ください。［給紙 /排紙］スイッチは使用しないでください。ラベル紙が後方
に送られるときに、ラベルが台紙からはがれてプリンタ内部に貼り付くこと
があります。 

• ラベル紙をプリンタに取り付けたまま放置しないでください。丸まって用紙
が詰まることがあります。 

• ラベル紙を取り外すときは、フロントプッシュトラクタの位置かプリンタ底
部の給紙口で切り離してから、必ず［改行 / 改ページ］スイッチで排紙して
ください。［給紙 /排紙］スイッチは使用しないでください。

項目 詳細

品質 上質紙

台紙用紙幅 101.6 ～ 406.4mm｛4.0～ 16.0インチ｝

台紙折り畳み長 101.6 ～ 558.8mm｛4.0～ 22.0.インチ｝

推奨ラベルサイズ 幅 63.5mm以上、長さ 23.8mm以上、R2.5mm 以上

用紙厚（台紙を含む） 0.16～ 0.19mm

ラベル重量 55kg
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連続ラベル紙の種類
連続ラベル紙にはカストリ* なしの用紙とカストリありの用紙があります。カストリな
し用紙を使用することをお勧めします。 
• 台紙全体がシールに覆われているラベル紙（カストリなし） 

• 台紙全体がシールに覆われていないラベル紙（カストリあり）
ラベルの角にR2.5mm 以上の丸みが付いているラベル紙を使用してください。

* カストリ：ラベル以外の粘着シールをはぎとること。

印字領域と使用可能なラベルサイズ

ラベル�

ラベル�

ラベル�

ラベル�

ラベル�

ラベル�
ラベル�

四辺の数ヶ所に接合部分を残す�

角部に接合部分を残す�

ラベル�

台紙�

ラベル�

ラベル�

ラベル�

ラベル�

ラベル�

ラベル�

角にR2.5mm以上の丸みを付ける�

ラベル�

台紙�

ラベル�

印字領域� 印字領域�

101.6mm～406.4mm

3mm以上�

3mm以上�

13mm以上�

ラベル�
第1文字目�

63.5mm｛2.5インチ｝以上�

R2.5mm｛0.1インチ｝以上�

23.8mm�
｛0.94インチ｝�
以上�

3mm以上�

3mm以上�
3mm以上�
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単票紙（単票複写紙） 

• 用紙ガイド（上 / 前）、またはオプションのカットシートフィーダ（単票複写紙は、
カットシートフィーダビン1（VP1800CSFA）のみ）から給紙します。 

• 上質紙、再生紙、複写紙（ノンカーボン紙）を使用してください。 
• 一般室温環境（温度15 ～25 ℃、湿度30 ～60％）で使用してください。 
• 最大幅420mm（A3横相当）の用紙まで使用できます。ただし最大印字桁数は136 桁
（345mm）ですので、左右マージン（余白部分）が多くなります。 

• 最大6枚（オリジナル＋ 5枚）までの複写紙を使用することができます。 
• 用紙の厚さに応じてアジャストレバーを設定してください。 
s本書112 ページ「アジャストレバーの設定」 

• ミシン目の入った単票紙は使用できません。 
• 単票紙をセットする手順については、以下のページを参照してください。 
s本書141 ページ「単票紙のセット」

使用できる定形用紙

* B4 横より幅の広い単票用紙を使用するときは、左のエッジガイドをマークより左に寄せて使用してくださ
い。最大印字桁数は 136 桁ですので、用紙によっては左右マージン（余白部分）が多くなります。 

p
オプションのカットシートフィーダで使用できる用紙の種類については以下の
ページを参照してください。 
s本書 167 ページ「カットシートフィーダ」

項目 １枚紙 複写紙

品質 上質紙、普通紙、PPC用紙、再生紙 ノンカーボン紙

種類 ― 天のり（用紙ガイド（上））
天のり、横のり（用紙ガイド（前））

用紙幅 100 ～ 420mm｛3.9～ 16.5インチ｝

用紙長 100 ～ 420mm｛3.9～ 16.5インチ｝（用紙ガイド（上））
148 ～ 420mm｛5.8～ 16.5インチ｝（用紙ガイド（前））

用紙厚 0.065～ 0.14mm 0.12 ～ 0.36mm

コピー枚数 ― 最大 6枚（オリジナル＋ 5枚）

用紙重量 45 ～78kg 34 ～ 50kg（1枚当たり）

用紙サイズ B4 B5 B6 A3 A4 A5 A6

用紙ガイド（前） 縦長, 横長 縦長, 横長 縦長, 横長 縦長 ,横長 縦長 ,横長 縦長 ,横長 縦長 ,横長

用紙ガイド（上） 縦長, 横長 縦長, 横長 縦長, 横長 縦長 ,横長 縦長 ,横長 縦長 ,横長 縦長



使用可能な用紙と給排紙 － 108 

w

 

• 単票複写紙は、用紙ガイド（上 / 前）またはオプションのカットシートフィー
ダビン１（VP1800CSFA）から給紙してください。オプションのカットシー
トフィーダビン２（VP1800CSFB）からは給紙できません。 

• 複写紙はノンカーボン紙を使用してください。裏カーボン紙、中カーボン紙
は使用できません。 

• 単票複写紙は、天のり綴じ、または横のり綴じ（用紙ガイド（前）のみ）の
用紙を使用してください。 

• 綴じののり付けは、用紙一端面全面にあるものを使用してください。 
• のり付け部が波打ったり硬くなったりしていないものを使用してください。 
• 単票複写紙（天のり）を使用する場合は、天のり側から給紙するように用紙
をセットして給紙してください。単票複写紙（横のり）は以下の図のように
用紙ガイド（前）にセットして給紙してください。 

• 用紙の表面に染み、ピンホール、汚れ、しわ、反りや毛羽立ちがない用紙を
使用してください。 

• ソフトウェアの設定が、印字可能領域内になっていることを確認してくださ
い。 

• ソフトウェアの設定によっては、印字可能領域が本書記載の領域より小さく
なる場合があります。

単票複写紙（天のり）
単票複写紙（横のり）
（用紙ガイド（前）のみ）
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印字領域

ハガキ 

• 用紙ガイド（前）、またはオプションのカットシートフィーダビン 1（VP1800CSFA）
から給紙します。 

• 郵便ハガキ（通常ハガキまたは郵便往復ハガキ）を使用してください。 
• 郵便往復ハガキは用紙中央に折り目がないものを使ってください。 
• 一般室温環境（温度15 ～25 ℃、湿度30 ～60％）で使用してください。 
• ハガキをセットする手順は、以下のページを参照してください。 
s本書146 ページ「郵便ハガキのセット」 
w

 

• ハガキは、用紙ガイド（前）または、オプションのカットシートフィーダビ
ン１（VP1800CSFA）から給紙してください。用紙ガイド（上）やオプショ
ンのカットシートフィーダビン２（VP1800CSFB）からは給紙できません。 

• ハガキに印刷する前に、ハガキサイズの用紙で試し印刷をして、印刷位置を
確かめてから実際にハガキへ印刷してください。 

• アプリケーションソフトを使用してハガキに印刷するときは、給紙位置の調
整が必要です。 

• 原則として郵便ハガキを使用してください。私製ハガキは図の寸法に従った
サイズのハガキを使用してください。 

• ハガキは染み、ピンホール、汚れ、しわ、反りや毛羽立ちがない上質紙を使
用してください。

印字可能領域�

100～420mm

4.2mm以上�

3mm以上�

4.2mm以上�

上から給紙100～420mm
前から給紙148～420mm

3mm以上� 最大345mm
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印字領域

保存するときは 

• 用紙は直射日光の当たらない場所に保管してください。 
• 用紙は湿度などの影響で丸くなっていることがありますが、補充する場合や別に梱
包されている用紙と一緒にセットする場合などは、丸まってる方向を合わせてセッ
トしてください。 

• 用紙は風通しのよい冷暗所に保管してください。乾燥しすぎた用紙または湿った用
紙の給紙は、正しく行われないことがあります。

項目 詳細

品質 郵便ハガキ（通常ハガキ） 郵便往復ハガキ

用紙幅 100mm 148mm

用紙長 148mm 200mm

用紙厚 約0.22mm

用紙重量 165kg相当 

p

 

• ハガキを印刷する場合は操作パネルでハガキモードに設定してください。
① アジャストレバーを「２」に設定します。
②［用紙カット位置 / ビン選択］スイッチを押し、ハガキモード（用紙カッ
　 ト位置 /ビン選択ランプが両方点灯）にします。 
s本書 112ページ「アジャストレバーの設定」 
s本書 21 ページ「操作パネル」 

• ハガキをオプションのカットシートフィーダビン１から給紙する場合も、
［用紙カット位置 /ビン選択］スイッチを押し、ハガキモードにしてください。 

• 用紙ガイド（前）では通常郵便ハガキ（100× 148 mm）は縦長に給紙してく
ださい。横長での給紙はできません。

印字可能領域�

4.2mm

通常ハガキ：100mm
往復ハガキ：148mm

4.2mm

通常ハガキ：148mm
往復ハガキ：200mm

3mm以上� 3mm以上�

印字可能領域�

4.2mm

通常ハガキ：148mm
往復ハガキ：200mm

4.2mm

通常ハガキ：100mm
往復ハガキ：148mm

3mm以上� 3mm以上�

給紙方向�
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レリースレバーの設定
プリンタの前後、上下から給紙することができます。給紙する用紙の種類と経路を選
択するには、レリースレバーを使用します。

レリースレバーには 4 つの設定位置があります。それぞれの設定位置には、給紙する
用紙と給紙経路を示すイラストが描かれています。

イラストが示す意味は、それぞれ次のとおりです。

単票給紙
単票紙やハガキを給紙するときにこの位置に合わせます。
用紙ガイド（前）または用紙ガイド（上）、オプションのカットシートフィー
ダから給紙します。

リアプッシュトラクタ（プルトラクタ併用可）
連続紙をプリンタ後部に取り付けたトラクタから給紙するときにこの位置に
合わせます。また、トラクタをプリンタ上部に取り付けると、リアプッシュ
トラクタが押し出した用紙を同時に引き上げて給紙することもできます。

フロントプッシュトラクタ（プルトラクタ併用可）
連続紙をプリンタ前部に取り付けたトラクタから給紙するときにこの位置に
合わせます。また、オプションのプルトラクタをプリンタ上部に取り付ける
と、フロントプッシュトラクタが押し出した用紙を同時に引き上げて給紙す
ることもできます。

プルトラクタ
連続紙をプリンタ上部に取り付けたトラクタから給紙するときにこの位置に
合わせます。
プリンタの前部、後部または底部から連続紙を給紙できます。 

p
ラベル紙は特定の給紙経路からしか給紙できません。詳しくは以下のページを
参照してください。 
s本書 147 ページ「ラベル紙のセット」
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アジャストレバーの設定
給紙する用紙の厚さに合わせてアジャストレバーを調整する必要があります。
一般的な単票用紙や連続紙に印刷する場合は、アジャストレバー位置を「０」に設定
して印刷します。厚手の用紙や特殊紙（複写紙、ハガキ、ラベル紙）に印刷する場合
には、用紙厚に合わせて次の表のようにアジャストレバーを調整します。

用紙の種類・枚数 アジャストレバーの設定値

１枚紙 通常、薄手 0

厚手 0

複写紙 ２枚 0

３枚 1

４枚 2

５枚 3

６枚 4

ラベル、ハガキ 2 

w

 

• 厚手の用紙や特殊紙に印刷する場合は、印刷領域に注意してください。ソフ
トウェアで印刷領域を設定する際、必ず印字可能領域内で印刷するように設
定してください。アジャストレバーの設定が大きいときに印字可能領域外で
印刷すると、プリントヘッドを損傷するおそれがあります。 

• ハガキを使用するときは、アジャストレバーを「2」に設定し、［用紙カット
位置 /ビン選択］スイッチを押してハガキモードにしてください。 

s本書 21 ページ「操作パネル」 
• 上記の表は目安です。用紙の厚さに対してアジャストレバーの設定値が大き
すぎると、印刷がかすれたり、印刷抜けを起こす場合があります。逆に設定
値が小さすぎると、インクリボンや用紙が傷んだり、用紙が汚れたり、用紙
が正しく送られない場合があります。大量に印刷する場合は、必ず事前に試
し印刷をして印刷の状態をご確認ください。

01
-1

3 2
4
5
6
7



使用可能な用紙と給排紙 － 113

連続紙のセット
給紙方法に合わせて、レリースレバーを正しい位置に設定してください。 
s本書111 ページ「レリースレバーの設定」
トラクタの取り付け・取り外しと使い方は、以下のページをご覧ください。 
s本書115 ページ「トラクタユニットの付け替え」

操作上のご注意
印刷開始位置がずれたりプリンタ内に用紙が詰まるなどの動作不良や、故障の原因と
なりますので、次の操作は絶対にしないでください。 
• プリンタの［電源］スイッチがオンのとき、紙送りノブを回す。 
• プリンタの［電源］スイッチがオンのとき、連続紙がプリンタ内に給紙された状態
で、トラクタから用紙を外して引き抜く。 

• プリンタの［電源］スイッチがオンのとき、［給紙/ 排紙］スイッチを押し、用紙が
完全に排紙されない状態で、用紙を引き抜く。 

• プリンタの［電源］スイッチがオフのとき、紙送りノブを使用して用紙をプリンタ
内部に送る。

トラクタの装着位置と給紙経路の選択
本機は連続紙をプリンタの前部、後部、または底部から給紙できます。リアプッシュ
トラクタとフロントプッシュトラクタに異なる連続紙をセットしたまま使用すること
ができます。プッシュ/ プルトラクタあるいはプルトラクタを使用すると紙詰まりを
少なくすることができます。 
w

プリンタ後部のリアプッシュトラクタは取りはずすことができません。無理に
取り外さないでください。
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下記の表はトラクタの装着位置と給紙経路を示します。

トラクタの
装着位置

レリースレバーの設定 給紙経路

後部および
上部

リアプッシュトラクタ 後部給紙

リアプッシュトラクタ　　　　　リアプッシュトラクタ
　　　　　　　　　　　　　　　　+プルトラクタ

前部および
上部

フロントプッシュ
トラクタ

前部給紙

フロントプッシュトラクタ　　フロントプッシュトラクタ
　　　　　　　　　　　　　　+プルトラクタ（オプション）

上部 プルトラクタ 　前部給紙　　　　　　　底部給紙　　　　　　後部給紙
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連続紙の設置
連続紙をスムーズに給紙するために、以下のような配置でプリンタをお使いください。
プリンタの底部から給紙する場合は、プリンタスタンドを使って給紙を妨げないよう
にしてください。

トラクタユニットの付け替え
本機は２つのトラクタが標準で用意されています。後部のプッシュトラクタは取り外
すことはできません。前部にあるフロントプッシュトラクタは取り外してプリンタの
上部に取り付け、プルトラクタとして使用することができます。 

w プリンタケーブルやプリンタ台の角、用紙の箱に連続紙が接触していると紙送
りの負荷となり、印刷位置がずれる場合があります。スムーズに給紙できるよ
うに連続紙を配置してください。また、連続紙は必ず箱から取り出して置いて
ください。 

w プリンタ後部のリアプッシュトラクタは取り外すことができません。無理に取
り外さないでください。
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フロントプッシュトラクタの取り外し
トラクタユニットの取り付け位置を変更するときは、現在取り付けてあるフロント
プッシュトラクタを取り外します。 

A ［電源］スイッチをオフにします。 

B フロントカバーを開け、用紙ガイド（前）の両端を持って取り外します。 

C フロントプッシュトラクタの左右のロックレバー（青）をつまみ、上に持ち上げるよ

うにして取り外します。

次にトラクタユニットを取り付けます。 
s本書117 ページ「プルトラクタ位置への取り付け」 
s本書117 ページ「フロントプッシュトラクタ位置への取り付け」 

p 取り付けてあるトラクタは、フックでプリンタに固定されていますので、無理
に引っ張らないでください。取り外すときはロックレバーを押さえながら持ち
上げてください。

用紙ガイド（前）

ロックレバー（青）

フロントカバー（下）
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フロントプッシュトラクタ位置への取り付け 

A ［電源］スイッチをオフにします。 

B フロントカバーを開け、用紙ガイド（前）の両端を持って取り外します。 

C トラクタユニットの左右のレバーを持ち、図のように取り付けます。

以上で付け替え作業は終了です。用紙ガイド（前）を、用紙をセットした後に取り付
けます。用紙のセット方法については、以下のページを参照してください。 
s本書124 ページ「連続紙のセット（フロントプッシュトラクタ）」

プルトラクタ位置への取り付け 

A ［電源］スイッチをオフにします。 

B プリンタカバーを取り外します。

プリンタカバーの両側を持ち、手前に開いてから取り外します。 

C 用紙ガイド（上）を取り外します。 

ade プリンタを使用した後はプリントヘッドが熱くなっていますので、しばらく触
らないでください。 

w
［電源］スイッチをオンにしたままプリントヘッドを手で動かさないでくださ
い。プリンタが損傷を受ける場合があります。

1

2
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D 排紙ユニットを取り外します。

左右のレバー状の取っ手を同時に押し上げてから、持ち上げて取り外します。取り外
した排紙ユニットは安全な場所に保管します。 

E トラクタユニットの左右のレバーを持ち、図のように取り付けます。

左右のギアが下に向かって奥側になるようにトラクタを両手で持ちます。そのままト
ラクタをプリンタ内の金属フレーム両側にある小さな穴にはめ込み、フックがかかる
ように両側を後ろへゆっくり押さえつけます。

以上で付け替え作業は終了です。用紙をセットした後に用紙ガイド（上）を、取り付
けます。用紙のセット方法については、以下のページを参照してください。 
s本書124 ページ「連続紙のセット（フロントプッシュトラクタ）」 
s本書128 ページ「連続紙のセット（プルトラクタ）」 
s本書132 ページ「連続紙のセット（プッシュ/ プルトラクタ）」 

w
排紙ユニットを取り外すときに、アジャストレバーの位置を変更してしまう場
合があります。設定を変えてしまった場合は、正しい位置に戻してください。 

w プルトラクタを装着しない場合は、排紙ユニットはプリンタに必ず取り付けて
おいてください。 
s本書 119 ページ「排紙ユニットの取り付け」

1

2

1

2
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排紙ユニットの取り付け 

A ［電源］スイッチをオフにします。 

B プリンタカバーを開けます。

プリンタカバーの両側を持ち、手前に開いてから取り外します。 

C 用紙ガイド（上）を取り外します。 

D 排紙ユニットを取り付けます。

取り付け位置にある金属フレームの下側に設けられている切り欠き部に排紙ユニット
をはめ込み、フックが固定するように両側を上からゆっくり押さえます。 

ade プリンタを使用した後はプリントヘッドが熱くなっていますので、しばらく触
らないでください。 

w
［電源］スイッチをオンにしたままプリントヘッドを手で動かさないでくださ
い。プリンタが損傷を受ける場合があります。 

w

 

• 排紙ユニットは、必ず取り付けた状態で使用してください。排紙ユニットが
取り付けられていない状態で印刷すると印字品質が悪くなります。プルトラ
クタを取り付ける場合のみ、排紙ユニットを取り外します。 

• 排紙ユニットを取り付けるときに、アジャストレバーの位置を変更してしま
う場合があります。設定を変えてしまった場合は、正しい位置に戻してくだ
さい。

1
2
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連続紙のセット（リアプッシュトラクタ）
リアプッシュトラクタを使用して、プリンタの後方から給紙します。 

A ［電源］スイッチがオフになっていることを確認します。

［電源］スイッチがオフのときは操作パネルのランプが消えています。 

B プリンタカバーと用紙ガイド（上）を取り外します。 

C レリースレバーをリアプッシュトラクタ（ ）位置に設定します。 

D 左右のスプロケットの固定レバーを上げて、ロックを解除します。

ロックが解除されると、スプロケットが左右に動くようになります。

リアプッシュトラクタ位置

左右のスプロケット
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E 左側のスプロケットの位置を調整します。

左側のスプロケットをプリンタに刻印されている目盛りに合わせ、固定レバーを下げ
てロックします。
センターサポートは用紙の中央になるように移動します。
右側のスプロケットは用紙の幅に合わせますが、ロックはしません。 

p
目盛りの「０」は印字開始位置を示します。左スプロケットの位置によって、
印刷時の左マージン（余白部分）が決まります。ソフトウェアで設定する左マー
ジンと実際の左マージンとが異なっている場合はスプロケットの位置を再調整
してください。
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F 用紙をセットし、スプロケットを固定します。 
• 左右のスプロケットカバーを開けます。 
• 印刷する面を上にして用紙をセットします。 
• 用紙両端の穴をスプロケットのピンに合わせます。 
• 左側のスプロケットのカバーを閉じてから、右側のスプロケットを移動して用紙の
たるみを取り除きます。 

• 右側のスプロケットカバーを閉じます。 
• 右側のスプロケットの固定レバーを手前に倒してロックします。 

G 用紙ガイド（上）とプリンタカバーを取り付けます。

プリンタカバーをしっかり閉じます。 

w

 

• スプロケットカバーを閉じるときに指が挟まれないよう注意してください。 
• 用紙がまっすぐスムーズに給紙されるように次の確認をしてください。 

• スプロケットのピン位置と用紙の穴の位置が左右両側で合っていること 
• 用紙の端や穴の部分が折れたりよれていないこと 
• ミシン目が切れかかっていないこと 
• 用紙がたるんでいたり、張り過ぎていないこと
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H 用紙ガイド（上）の左右のエッジガイドを中央の位置に移動し、プリンタカバー（上）

を閉じます。

用紙ガイドは排紙される連続紙がプリンタに引き込まれるのを防止します。 

I ［電源］スイッチをオンにします。

［印刷可］ランプが点灯します。印刷データを受信すると用紙は自動給紙されて、印刷
します。 
w

 

• 連続紙が給紙されない場合は、レリースレバーの位置を確認して連続紙を
セットし直してください。 

• 連続紙が斜めに給紙された場合は、［電源］スイッチをオフにしてから用紙
を取り除き、連続紙をセットし直してください。 

• プリンタの［電源］スイッチがオンになっているときは、紙送りノブを回さ
ないでください。 

• 印刷中にプリンタカバーを開けないでください。プリンタカバーを開ける
と、安全のために印刷が中断します。印刷を再開するにはプリンタカバーを
閉じ、プリンタの［電源］スイッチをオフにし、5 秒以上経過してから再度
［電源］スイッチをオンにしてください。 

p

 

• 給紙 /排紙するには、［給紙 /排紙］スイッチを押します。 
• 給紙位置は微少送り機能や EPSON Remote! で調整できます。 
s本書 139ページ「用紙位置の微調整」 
s本書 241ページ「EPSON Remote! について」 

• 印刷位置は、微少送り機能で調整できます。 
s本書 139ページ「用紙位置の微調整」 

• ティアオフ機能を使用すると連続紙を簡単に切り離すことができ、また用紙
の節約にもなります。 
s本書 136ページ「ティアオフ機能」

1

2

左右のエッジガイド

プリンタカバー（上）
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連続紙のセット（フロントプッシュトラクタ）
フロントプッシュトラクタを使用して、プリンタの前方から給紙します。 

A ［電源］スイッチがオフになっていることを確認します。

［電源］スイッチがオフのときは操作パネルのランプが消えています。 

B フロントプッシュトラクタを取り付けます。 
s本書117 ページ「フロントプッシュトラクタ位置への取り付け」 

C レリースレバーをフロントプッシュトラクタ（ ）位置に設定します。 

D 左右のスプロケットの固定レバーを上げて、ロックを解除します。

フロントプッシュトラクタ
　　　　　　　　　　位置

固定レバー

スプロケット
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E スプロケットの位置を調整します。

左側のスプロケットはプリンタ本体の印字開始位置（▼）を目安にマージン（余白部
分）を調整して、固定レバーを下げてロックします。
センターサポートは用紙の中央になるように移動します。
右側のスプロケットは用紙の幅に合わせますが、ロックはしません。 

F 用紙をセットし、スプロケットを固定します。 
• 左右のスプロケットカバーを開けます。 
• 印刷する面を上にして用紙をセットします。 
• 用紙両端の穴をスプロケットのピンに合わせます。 
• 左側のスプロケットカバーを閉じます。 

p
左スプロケットの位置によって、印刷時の左マージン（余白部分）が決まりま
す。ソフトウェアで設定する左マージンと実際の左マージンとが異なっている
場合はスプロケットの位置を再調整してください。 

w

 

• スプロケットカバーを閉じるときに指が挟まれないよう注意してください。 
• 用紙がまっすぐスムーズに給紙されるように次の確認をしてください。 

• スプロケットのピン位置と用紙の穴の位置が左右両側で合っていること 
• 用紙の端や穴の部分が折れたりよれていないこと 
• ミシン目が切れかかっていないこと 
• 用紙がたるんでいたり、張り過ぎていないこと

印字開始位置



使用可能な用紙と給排紙 － 126 

G 右側のスプロケットの位置を調整します。

右側のスプロケットを動かして用紙のたるみを取り除き、固定レバーを下げてロック
します。 

H 用紙ガイド（前）を取り付けます。 

I 用紙ガイド（上）の左右のエッジガイドを中央の位置に移動し、プリンタカバー（上）

を閉じます。

用紙ガイドは排紙される連続紙がプリンタに引き込まれるのを防止します。

用紙ガイド（前）

1

2
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J ［電源］スイッチをオンにします。

［印刷可］ランプが点灯します。印刷データを受信すると用紙は自動給紙されて、印刷
します。 
w

 

• 連続紙が給紙されない場合は、レリースレバーの位置を確認して連続紙を
セットし直してください。 

• 連続紙が斜めに給紙された場合は、［電源］スイッチをオフにしてから用紙
を取り除き、連続紙をセットし直してください。 

• プリンタの［電源］スイッチがオンになっているときは、紙送りノブを回さ
ないでください。 

• 印刷中にプリンタカバーを開けないでください。プリンタカバーを開ける
と、安全のために印刷が中断します。印刷を再開するにはプリンタカバーを
閉じ、プリンタの［電源］スイッチをオフにし、５秒以上経過してから再度
［電源］スイッチをオンにしてください。 

p

 

• 給紙 /排紙するには、［給紙 /排紙］スイッチを押します。 
• 給紙位置は微少送り機能や EPSON Remote! で調整できます。 
s本書 139ページ「用紙位置の微調整」 

s本書 241ページ「EPSON Remote! について」 
• 印刷位置は、微少送り機能で調整できます。 
s本書 139ページ「用紙位置の微調整」 

• ティアオフ機能を使用すると連続紙を簡単に切り離すことができ、また用紙
の節約にもなります。 

s本書 136ページ「ティアオフ機能」
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連続紙のセット（プルトラクタ）
プルトラクタを使用して、プリンタの前方、後方、底面から給紙します。 

A ［電源］スイッチがオフになっていることを確認します。
［電源］スイッチがオフのときは操作パネルのランプが消えています。 

B プルトラクタを取り付けます。 

s本書117 ページ「プルトラクタ位置への取り付け」 

C レリースレバーをプルトラクタ（ ）位置に設定します。 

D 左右のスプロケットの固定レバーを上げて、ロックを解除します。

プルトラクタ位置

固定レバー
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E スプロケットの位置を調整します。

左側のスプロケットはプリンタに刻印されている目盛りに合わせ、固定レバーを下げ
てロックします。
センターサポートは用紙の中央になるように移動します。
右側のスプロケットは用紙の幅に合わせますが、ロックはしません。 

F 用紙をプリンタの前面、後面、または底部から給紙します。 
• 用紙を前面、後面、または底部の給紙口に差し込みます。 
• 紙送りノブを回して用紙をプルトラクタの位置まで送ります。 

p
目盛りの「０」は印字開始位置を示します。左スプロケットの位置によって、
印刷時の左マージン（余白部分）が決まります。ソフトウェアで設定する左マー
ジンと実際の左マージンとが異なっている場合はスプロケットの位置を再調整
してください。 

p
用紙が差し込みにくい場合は、レリースレバーを単票給紙（ ）位置に設定し
てみてください。用紙をセットしたら、プルトラクタ（ ）位置に戻してくだ
さい。
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G 左右のスプロケットカバーを開け、用紙両端の穴をスプロケットのピンに合わせてか

ら、左右のスプロケットカバーを閉じます。 

H 右側のスプロケットの位置を調整します。

右側のスプロケットを動かして用紙のたるみを取り除き、固定レバーを下げてロック
します。 

I 用紙ガイド（上）とプリンタカバーを取り付けます。

プリンタカバーをしっかり閉じます。 

J 用紙ガイド（上）の左右のエッジガイドを用紙幅の中央の位置に移動し、プリンタカ

バー（上）を閉じます。

用紙ガイドは排紙される連続紙がプリンタに引き込まれるのを防止します。 

w

 

• スプロケットカバーを閉じるときに指が挟まれないよう注意してください。 
• 用紙がまっすぐスムーズに給紙されるように次の確認をしてください。 

• スプロケットのピン位置と用紙の穴の位置が左右両側で合っていること 
• 用紙の端や穴の部分が折れたりよれていないこと 
• ミシン目が切れかかっていないこと

1

2
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K ［電源］スイッチをオンにします。

［印刷可］ランプが点灯します。印刷データを受信すると用紙は自動給紙されて、印刷
します。 
w

 

• 連続紙が給紙されない場合は、レリースレバーの位置を確認して連続紙を
セットし直してください。 

• 連続紙が斜めに給紙された場合は、［電源］スイッチをオフにしてから用紙
を取り除き、連続紙をセットし直してください。 

• プリンタの［電源］スイッチがオンになっているときは、紙送りノブを回さ
ないでください。 

• 印刷中にプリンタカバーを開けないでください。プリンタカバーを開ける
と、安全のために印刷が中断します。印刷を再開するにはプリンタカバーを
閉じ、プリンタの［電源］スイッチをオフにし、5 秒以上経過してから再度
［電源］スイッチをオンにしてください。 

• 印刷終了後に用紙を切り離すときは、［改行 /改ページ］スイッチを押してく
ださい。ティアオフ機能を使用するとプルトラクタから用紙が外れ、紙詰ま
りを起こす場合があります。自動ティアオフは［OFF（購入時の初期設定）］
のまま使用してください。 

p
印刷位置は微少送り機能で調整できます。 
s本書 139ページ「用紙位置の微調整」
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連続紙のセット（プッシュ / プルトラクタ）
プッシュ/ プルトラクタを使用すると“前部”と“後部”から給紙できます。
“後部給紙”の場合は、フロントプッシュトラクタを外してプリンタ上部に取り付けま
す。
“前部給紙”の場合は、オプションのプルトラクタをプリンタ上部に取り付けます。 

A ［電源］スイッチがオフになっていることを確認します。

［電源］スイッチがオフのときは操作パネルのランプが消えています。 

B プッシュ / プルトラクタを取り付けます。

後部給紙の場合
リアプッシュトラクタは、そのまま利用します。
フロントプッシュトラクタを外してプルトラクタ位置に取り付けます。 
s本書115 ページ「トラクタユニットの付け替え」

前部給紙の場合
フロントプッシュトラクタは、そのまま利用します。
オプションのプルトラクタをプリンタ上部に取り付けます。 
s本書117 ページ「プルトラクタ位置への取り付け」 

C レリースレバーを設定します。

後部給紙の場合
リアプッシュトラクタ（ ）位置に設定します。

前部給紙の場合
フロントプッシュトラクタ（ ）位置に設定します。 

D 用紙をリアプッシュトラクタまたはフロントプッシュトラクタにセットします。

用紙のセット方法は、以下のページを参照してください。 
s　本書120 ページ「連続紙のセット（リアプッシュトラクタ）」 
s　本書124 ページ「連続紙のセット（フロントプッシュトラクタ）」

前部給紙後部給紙
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E ［電源］スイッチをオンにして、［改行 / 改ページ］スイッチを押します。

用紙をプルトラクタの位置まで送ります。 

F 左右のスプロケットの固定レバーを上げて、ロックを解除し、左側のスプロケットの

位置を調整します。

左側のスプロケットを用紙の左端に合わせ、固定レバーを下げてロックします。
センターサポートは用紙の中央になるように移動します。
右側のスプロケットは用紙の幅に合わせますが、ロックはしません。 

G 左右のスプロケットカバーを開け、用紙両端の穴をスプロケットのピンに合わせてか

ら、左右のスプロケットカバーを閉じます。 

H 右側のスプロケットの位置を調整します。

右側のスプロケットを動かして用紙のたるみを取り除き、固定レバーを下げてロック
します。 

p
左スプロケットの位置によって、印刷時の左マージン（余白部分）が決まりま
す。ソフトウェアで設定する左マージンと実際の左マージンとが異なっている
場合はスプロケットの位置を再調整してください。 

w

 

• スプロケットカバーを閉じるときに指が挟まれないよう注意してください。 
• 用紙がまっすぐスムーズに給紙されるように次の確認をしてください。 

• スプロケットのピン位置と用紙の穴の位置が左右両側で合っていること 
• 用紙の端や穴の部分が折れたりよれていないこと 
• ミシン目が切れかかっていないこと

スプロケット（左）
センターサポート 固定レバー

スプロケット（右）
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I レリースレバーをプルトラクタ（ ）位置に設定し、微小送り機能を使用して用紙を

送り、たるみを取り除きます。 

s本書139 ページ「用紙位置の微調整」 

J 用紙ガイド（上）の左右のエッジガイドを用紙幅の中央の位置に移動します。

用紙ガイドは排紙される連続紙がプリンタに引き込まれるのを防止します。 

K レリースレバーをフロントプッシュトラクタ（ ）またはリアプッシュトラクタ（ ）

位置に設定します。 

L ［改行 /改ページ］スイッチを押して、給紙位置を合わせます。

ソフトウェアから印刷を実行すると印刷を開始します。 
w

 

• 連続紙が給紙されない場合は、レリースレバーの位置を確認して連続紙を
セットし直してください。 

• 連続紙が斜めに給紙された場合は、［電源］スイッチをオフにしてから用紙
を取り除き、連続紙をセットし直してください。 

• プリンタの［電源］スイッチがオンになっているときは、紙送りノブを回さ
ないでください。 

• 印刷中にプリンタカバーを開けないでください。プリンタカバーを開ける
と、安全のために印刷が中断します。印刷を再開するにはプリンタカバーを
閉じ、プリンタの［電源］スイッチをオフにし、5 秒以上経過してから再度
［電源］スイッチをオンにしてください。 

• 印刷終了後に用紙を切り離すときは、［改行 /改ページ］スイッチを押してく
ださい。ティアオフ機能を使用するとプルトラクタから用紙が外れ、紙詰ま
りを起こす場合があります。自動ティアオフは［OFF（購入時の初期設定）］
のまま使用してください。 

p 給紙するには［給紙 /排紙］スイッチを押します。

印刷可�

3秒�微小送り�

給紙／排紙�改行／改ページ�
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連続ラベル紙の排紙
連続ラベル紙は以下の手順で切り離します。ティアオフ機能（［用紙カット位置/ ビン
選択］または［給紙/ 排紙 ］スイッチ）は使用しないでください。

排紙方法 

A ［改行 /改ページ］スイッチを押します。 

B 用紙ガイド（上）より上のミシン目の位置で連続ラベル紙を切り離します。

プリンタから取り外す方法 

A 給紙口より手前で、連続ラベル紙を切り離します。 

B ［改行 /改ページ］スイッチを押して、連続ラベル紙を排紙します。 

w
［用紙カット位置 / ビン選択］スイッチ、［給紙 / 排紙］スイッチを使用するな
どして連続ラベル紙を給紙側から引き抜くと、ラベルが台紙からはがれて紙詰
まりを起こすことがあります。連続ラベル紙は［改行 / 改ページ］スイッチを
押して排紙してください。
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ティアオフ機能
連続紙を簡単かつ無駄なく切り離したいときは、ティアオフ機能を使います。ティア
オフ機能を使うと印刷終了後に連続紙のミシン目を用紙カット位置まで送り出すこと
ができます。印刷済みの連続紙はプリンタカバーのペーパーカッターでミシン目を簡
単に切り離すことができます。印刷を再開するときは連続紙を印刷開始位置まで戻し
ますので、連続紙が無駄になりません。

ティアオフ機能には手動ティアオフと自動ティアオフがあります。
手動ティアオフは、印刷終了後に［用紙カット位置 /ビン選択］スイッチを押すと、連
続紙のミシン目を用紙カット位置まで送ります。
自動ティアオフは、自動ティアオフを［ON］に設定すると、印刷の終了時に連続紙の
ミシン目を用紙カット位置まで自動的に送ります。自動ティアオフ機能の初期設定は
［OFF］に設定されています。初期設定を変更するときは、以下のページを参照してく
ださい。 
s本書154 ページ「設定値を変更する」
手動ティアオフ、自動ティアオフともに印刷再開時には連続紙を給紙位置まで戻しま
す。 
w

 

• ラベル紙に印刷するときは、絶対にティアオフ機能を使用しないでくださ
い。印刷開始位置へ逆戻りするときに、ラベルが台紙からはがれて紙づまり
を起こすことがあります。 

• ティアオフ機能はフロントプッシュまたはリアプッシュトラクタを使用す
る場合に使用します。プルトラクタを使用する場合、ティアオフ機能は使用
しないでください。印刷終了後に用紙を切り離すときは、［改行 / 改ページ］
スイッチを押してください。ティアオフ機能を使用するとプルトラクタから
用紙が外れ、紙詰まりを起こす場合があります。自動ティアオフは［OFF
（購入時の初期設定）］のまま使用してください。 

p

 

• ティアオフ機能は、設定したページ長（初期設定：11 インチ）を元に連続紙
を送ります。使用する連続紙に合わせてプリンタドライバまたはプリンタ設
定値のページ長を正しく設定してください。 

• Windowsで使用する場合は、プリンタドライバのページ長設定が有効となり
ます。使用する連続紙に合ったページ長の用紙を選択してください。
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手動ティアオフ
手動操作で連続紙を用紙カット位置に送り、給紙位置へ戻します。 

A 印刷が終了し、連続紙が用紙カット位置にないときは［用紙カット位置 / ビン選択］ス

イッチを押します。

連続紙のミシン目が用紙カット位置まで送られ、用紙カット位置／ビン選択ランプが
点滅します。 

B 連続紙をミシン目で切り離します。

ペーパーカッターでミシン目を切り離します。 

C 次の印刷を行います。

連続紙が印刷開始位置へ自動的に戻り、印刷が始まります。 

p
ミシン目が用紙カット位置に合わない場合、［印刷可］スイッチを３秒以上押し
てから［微小送り］スイッチを押して調整してください。 
s本書 139 ページ「用紙位置の微調整」 

p
［用紙カット位置 /ビン選択］スイッチを押して連続紙を戻すこともできます。

自動�
明朝�
ゴシック�

書体� 高速印字�
用紙カット位置�
ビン1�
ビン2�
ハガキ�

用紙カット位置/ビン選択� 印刷可�

微小送り� 3秒�

改行／改ページ� 給紙／排紙�

用紙チェック�

電源�

［用紙カット位置/ ビン選択］スイッチ

用紙カット位置／ビン選択ランプ

ペーパーカッター
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自動ティアオフ
自動ティアオフ機能を使用するには、自動ティアオフ機能を［ON］に設定してくださ
い。 
s本書154 ページ「設定値を変更する」 

A 印刷を行います。

印刷が終わり約 3 秒経過すると、連続紙のミシン目を用紙カット位置まで自動的に送
ります。 

B 連続紙をミシン目で切り離します。

ペーパーカッターでミシン目を切り離します。 

C 次の印刷を行います。

連続紙が印刷開始位置へ自動的に戻り、印刷が始まります。 

p
ミシン目が用紙カット位置に合わない場合、［印刷可］スイッチを３秒以上押し
てから［微小送り］スイッチを押して調整してください。 
s本書 139 ページ「用紙位置の微調整」 

p
［用紙カット位置 /ビン選択］スイッチを押して連続紙を戻すこともできます。

ペーパーカッター
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用紙位置の微調整
単票紙と連続紙の給紙位置、連続紙の用紙カット位置を微調整するときは、微小送り
機能を使用します。微小送り機能では、1/180 インチ（約 0.14mm）単位で前後両方
向に用紙を動かすことができます。
調整した給紙位置と用紙カット位置は、給紙装置ごとに独立したプリンタのメモリに
記憶されます。［電源］スイッチをオフにしても設定した内容は保持されます。 

A ［電源］スイッチをオンにします。 

B 給紙位置または用紙カット位置の調整の準備をします。 
• 給紙位置を調整する場合は、用紙を給紙します。 
• 用紙カット位置を調整する場合は、手動ティアオフ機能または自動ティアオフ機能
を使用して連続紙のミシン目を用紙カット位置へ送ります。 

C ［印刷可］スイッチを３秒以上押します。

ブザーが鳴るまで［印刷可］スイッチを押します。［印刷可］スイッチを離すと印刷可
ランプが点滅します。 

p

 

• プリンタドライバ経由で印刷している場合は、給紙位置の調整はできませ
ん。お使いのアプリケーション上でマージン（余白部分）の設定を行ってく
ださい。 

• 印刷結果を見て、微小送りで印刷位置を合わせることもできます。プレ印刷
されている枠線などに合わせて印刷する場合に便利です。 C から始めてくだ
さい。ただし、カットシートフィーダ使用時の調整範囲は逆方向へ 8.5mm
（1/3 インチ）までとなります。 

• プッシュ /プルトラクタ使用時は用紙のたるみを取り除くこともできます。 
s本書 132ページ「連続紙のセット（プッシュ /プルトラクタ）」 

p
印刷可ランプが消灯または点灯しているときは微小送りできません。［印刷可］
スイッチを 3 秒以上押して、印刷可ランプを点滅させてください。

自動�
明朝�
ゴシック�

書体� 高速印字�
用紙カット位置�
ビン1�
ビン2�
ハガキ�

用紙カット位置/ビン選択� 印刷可�

微小送り� 3秒�

改行／改ページ� 給紙／排紙�

用紙チェック�

電源�

［印刷可］スイッチ印刷可ランプ
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D ［微小送り］スイッチを押し位置を合わせます。

［ ］スイッチを押すと、用紙は前へ進みます。
［ ］スイッチを押すと、用紙は後ろへ戻ります。 

E 用紙位置を確認します。

用紙カット位置を調整するときは、ミシン目をペーパーカッターに合わせてください。 

F ［印刷可］スイッチを押します。

用紙は給紙位置へ戻ります。微調整した給紙位置および用紙カット位置はプリンタの
メモリに記憶されます。［電源］スイッチをオフにしても設定した内容は保持されます。 

ade プリンタを使用した後はプリントヘッドが熱くなっていますので、しばらく触
らないでください。 

p
用紙位置を確認するには、プリンタカバーを開けると位置を確認しやすくなり
ます。プリンタカバーは印刷前に必ず閉め、［印刷可］スイッチを押してくださ
い。 

p

 

• 給紙位置または用紙カット位置を微調整するとき、前後どちらの方向に用紙
を動かしても、途中でブザーが鳴り一旦停止する位置があります。これは基
準位置ですので微調整時の目安としてください。また、前後どちらの方向に
も微調整できる限度があります。上限あるいは下限に達するとブザーが鳴
り、用紙はそれ以上動かなくなります。 

• 微調整できる範囲は次の通りです。
給紙位置：
4.2 ～ 25.4mm（工場出荷時の基準位置は 8.5mm）
用紙カット位置：
－ 25.4～＋ 25.4mm（工場出荷時の基準位置は 0mm）

給紙位置の調整 用紙カット位置の調整
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単票紙のセット
単票紙のセット方法について説明します

操作上のご注意
印刷開始位置がずれたりプリンタ内に用紙が詰まるなどの動作不良や、故障の原因と
なりますので、次の操作は絶対にしないでください。 
• プリンタの［電源］スイッチがオンのとき、紙送りノブを回す。 
• プリンタの［電源］スイッチがオンのとき、用紙を引き抜く。 
• プリンタの［電源］スイッチがオフのとき、紙送りノブを使用して用紙をプリンタ
内部に送る。

用紙のセット
単票紙は、一般的な単票紙と、単票複写紙を使用することができます（単票ラベル紙
は使用できません）。用紙の表面がなめらかで良質のものを使用してください。単票紙
で印刷することが多い場合には、オプションのカットシートフィーダをお使いくださ
い。単票紙を連続して給紙することができて便利です。 
s本書162 ページ「カットシートフィーダ」
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用紙ガイド（前）からの給紙 

A レリースレバーを単票給紙（ ）位置に設定し、用紙ガイド（前）を開けます。 

B エッジガイドを調整します。

用紙ガイド（前）の左側のエッジガイドをガイドマーク（ ）に合わせて、右側のエッ
ジガイドを用紙の幅に合わせます。 

C ［電源］スイッチをオンにします。 

p

 

• エッジガイドの位置によって、印刷時の左マージン（余白部分）が決まりま
す。ソフトウェアで設定する左マージンと印刷結果の左マージンが異なって
いるときは、エッジガイドの位置を再調整してください。 

• A3横サイズの用紙をセットする場合は、エッジガイドを端まで移動します。

用紙ガイド（前）

単票給紙位置

ガイドマーク

左側のエッジガイド
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D 用紙をセットします。

エッジガイドに沿って、用紙の先端が奥に当たるまでしっかり差し込みます。
自動的に用紙が給紙位置に送られ、プリンタは印刷可能な状態になります。 

E 印刷が終了すると自動的に用紙を排紙します。

プリンタ内に用紙が残っている場合は、［給紙 /排紙］スイッチを押して排紙します。 

w
• プリンタの［電源］スイッチがオンになっているときは、紙送りノブを回さ
ないでください。 

• 用紙が斜めに給紙されてしまった場合は、［電源］スイッチをオフにしてか
ら紙送りノブを回して用紙を取り除き、新しい用紙をセットし直してくださ
い。 

p

 

• 給紙位置を微調整するときは、微小送り機能を使用します。 
s本書 139ページ「用紙位置の微調整」 

• プリンタドライバ経由で印刷している場合は、給紙位置の調整はできませ
ん。お使いのアプリケーション上で余白の設定を行ってください。 

p
用紙が詰まった場合は、以下のページを参照してください。 
s本書 184 ページ「用紙が詰まったときは」
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用紙ガイド（上）からの給紙 

A レリースレバーを単票給紙（ ）位置に設定し、プリンタカバー（上）を開けます。 

B エッジガイドを調整します。

用紙ガイド（上）の左側エッジガイドをガイドマーク（ ）に合わせて、右側のエッ
ジガイドを用紙の幅に合わせます。 

C プリンタカバー（上）を閉じます。 

p

 

• エッジガイドの位置によって、印刷時の左マージン（余白部分）が決まりま
す。ソフトウェアで設定する左マージンと印刷結果の左マージンが異なって
いるときは、エッジガイドの位置を再調整してください。 

• A3横サイズの用紙をセットする場合は、エッジガイドを端まで移動します。

単票給紙位置

1

2
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D ［電源］スイッチをオンにします。 

E 用紙を用紙ガイド（上）にセット。

エッジガイドに沿って、用紙の先端が奥に当たるまでしっかり差し込みます。
自動的に用紙が給紙位置に送られ、プリンタは印刷可能な状態になります。 

F 印刷可ランプが点灯していることを確認し、印刷データを送ります。 

G 印刷が終了すると自動的に用紙を排紙します。

プリンタ内に用紙が残っている場合は、［給紙 /排紙］スイッチを押して排紙します。 

w
• プリンタの［電源］スイッチがオンになっているときは、紙送りノブを回さ
ないでください。 

• 用紙が斜めに給紙されてしまった場合は、［電源］スイッチをオフにしてか
ら紙送りノブを回して用紙を取り除き、新しい用紙をセットし直してくださ
い。 

p

 

• 給紙位置を微調整するときは、微小送り機能を使用します。 
s本書 139ページ「用紙位置の微調整」 

• プリンタドライバ経由で印刷している場合は、給紙位置の調整はできませ
ん。お使いのアプリケーション上で余白の設定を行ってください。 

p
用紙が詰まった場合は、以下のページを参照してください。 
s本書 184 ページ「用紙が詰まったときは」
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複写紙、郵便ハガキ、ラベル紙のセット
本機では、単票紙と連続紙のほかに、複写紙、郵便ハガキ、ラベル紙を使用すること
ができます。ここではそれぞれの用紙へのセット方法を簡単に説明します。

複写紙のセット
単票複写紙と連続複写紙に印刷できます。仕様に合った用紙を使用してください。 
s本書167 ページ「使用できる用紙の種類」

単票複写紙
単票複写紙は用紙ガイド（前）、用紙ガイド（上）またはオプションのカットシート
フィーダビン１（VP1800CSFA）から給紙します。セット・排紙方法は単票紙と同じ
です。オプションのカットシートフィーダビン２（VP1800CSFB）からは給紙できま
せん。 
s本書141 ページ「単票紙のセット」

連続複写紙
連続複写紙はフロントプッシュトラクタ、リアプッシュトラクタまたはプルトラクタ
から給紙します。セット・排紙方法は連続紙と同じです。 
s本書113 ページ「連続紙のセット」

郵便ハガキのセット
郵便ハガキは用紙ガイド（前）、用紙ガイド（上）またはオプションのカットシート
フィーダビン１（VP1800CSFA）から給紙します。セット・排紙方法は単票紙と同じ
です。オプションのカットシートフィーダビン２（VP1800CSFB）からは給紙できま
せん。 
s本書141 ページ「単票紙のセット」 
p

ハガキを印刷する場合は操作パネル上でハガキモードに設定してください。
① アジャストレバーを「２」に設定します。
②［用紙カット位置 / ビン選択］スイッチを押し、ハガキモード（用紙カット
　 位置 /ビン選択ランプが両方点灯）します。 
s本書 112ページ「アジャストレバーの設定」 

s本書 21 ページ「操作パネル」
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ラベル紙のセット
ラベル紙を印刷するときはフロントプッシュトラクタまたはプルトラクタから給紙し
ます。
セットは連続紙と同じです。以下のページを参照してください。 
s本書113 ページ「連続紙のセット」
排紙方法は、以下のページを参照してください。 
s本書135 ページ「連続ラベル紙の排紙」
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連続紙と単票紙の切り替え
フロントプッシュトラクタまたはリアプッシュトラクタに連続紙をセットしたまま、
連続紙と単票紙を切り替えて印刷する方法を説明します。連続紙をセットしたままで
単票紙へ切り替えることができます。

単票紙から連続紙への切り替え 

A 単票紙が残っているときは、［給紙 /排紙］スイッチを押します。

単票紙を排紙します。 

B ［印刷可］スイッチを押します。

印刷可ランプが点灯することを確認します。 

C レリースレバーをフロントプッシュトラクタ（ ）またはリアプッシュトラクタ（ ）

位置に設定します。 

D 連続紙をトラクタにセットします。 

s本書113 ページ「連続紙のセット」 

E 印刷データを送ります。

連続紙は自動的に給紙され、印刷します。 

w
連続紙と単票紙で厚さが異なる場合は、アジャストレバーを調整してください。 
s本書 112 ページ「アジャストレバーの設定」 

w
印刷データを送る前にフロントプッシュトラクタまたはリアプッシュトラクタ
に用紙がセットされていることを確認してください。
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連続紙から単票紙への切り替え 

A 連続紙が残っているときは、［用紙カット位置 /ビン選択］スイッチを押します。

連続紙を用紙カット位置に送ります。 

B 連続紙をミシン目で切り離します。

ペーパーカッターでミシン目を切り離します。 

C ［給紙 /排紙］スイッチを押します。

連続紙はトラクタの位置まで逆に戻ります。トラクタから連続紙を外す必要はありま
せん。 

D レリースレバーを単票給紙（ ）位置に設定します。 

E 単票紙を用紙ガイド（前）または（上）にセットします。

エッジガイドを用紙幅に合わせて、単票紙を奥まで差し込みます。
自動的に用紙が給紙位置に送られ、印刷可能な状態になります。 
s本書141 ページ「単票紙のセット」 

F 印刷データを送ります。 

p

 

• 印刷が終わった連続紙は、ティアオフ機能を使って必ずミシン目で切り離し
てください。切り離さずに何ページも逆送りすると、用紙が詰まることがあ
ります。 

• ラベル紙を排紙するときは、絶対にティアオフ機能を使用しないでくださ
い。印刷開始位置へ逆戻りするときに、ラベルが台紙からはがれて紙詰まり
を起こすことがあります。ラベル紙はフロントプッシュトラクタまたはリア
プッシュトラクタ位置で切り離してください。プリンタ内に残ったラベル紙
は［改行 /改ページ］スイッチを押して排紙します。 

w
連続紙と単票紙で厚さが異なる場合は、アジャストレバーを調整してください。 
s本書 112 ページ「アジャストレバーの設定」
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プリンタ設定の方法
プリンタは設定された内容に従って動作します。ここでは、プリンタの設定値を操作
パネルから変更する方法について説明しています。プリンタの設定値を変更する方法
は、次の3通りの方法があります。

操作パネルで設定する
本機の持つすべての設定値を変更することができます。設定値の一覧表を印刷してか
ら、操作パネル上のボタンを押して設定を変更します。

EPSON Remote!で設定する
EPSON Remote!は、DOS 環境またはNetWare 環境で利用できるユーティリティソフ
トウェアです。それぞれの環境でプリンタの各種設定をコンピュータから変更するこ
とができます。 
s本書241 ページ「EPSON Remote! について」

プリンタドライバで設定する
Windows でお使いの場合に通常の印刷で必要な設定は、アプリケーション上あるいは
プリンタドライバから変更することができます。
プリンタドライバからの設定は、操作パネルからの設定より優先されます。プリンタ
ドライバから設定できない項目については操作パネルから設定します。 
w

給紙方法の設定とプリンタ本体のレリースレバーの設定が合っていないと印字
不良や紙詰まりの原因となります。正しく設定してください。
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操作パネルからの設定
ここでは、操作パネルからのプリンタ設定値の変更の仕方について説明します。

設定項目
操作パネルを使用して以下の設定値を変更することができます。
＊のついている設定値がプリンタ購入時の初期設定値です。 

p

 

• プリンタドライバ上からも設定できる項目については、プリンタドライバで
の設定が優先されます。 

• ほとんどの場合、プリンタ購入時の初期設定値のままで使用できます。使用
するオペレーティングシステムやアプリケーションソフトから設定を変更
できない場合は、操作パネルや EPSON Remote! で設定値を変更してくださ
い。

設定項目 設定値 説明

文字コード表 カタカナコード表＊ カタカナコード表を使用して英数カナ文字を印字します。国
内のDOS アプリケーションソフトを使用するときは、ほとん
どの場合このコード表を選択します。 
s 本書227 ページ「カタカナコード表」

拡張グラフィックス
コード表

拡張グラフィックスコード表を使用して英数カナ文字を印字
します。海外版の DOS アプリケーションソフトを使用すると
きはこのコード表を選択します。 
s 本書227 ページ「拡張グラフィックスコード表」

マルチリンガルコー
ド表

マルチリンガルコード表を使用して英数カナ文字を印字しま
す。DOS アプリケーションソフトによっては、このコード表
を使用する場合もあります。 
s 本書228 ページ「マルチリンガルコード表」

文字品位 高品位＊ 英数カナ文字を高品位文字で印字します（DOS 環境下で有
効）。

ドラフト 英数カナ文字をドラフト文字で印字します（DOS 環境下で有
効）。

フロントトラクタの
ページ長（連続紙）

4、5.5、6、7、8、8.5、
11＊、70/6、12、14、
17インチ

フロントプッシュトラクタを使用する場合のページ長（ミシ
ン目から次のミシン目までの長さ）を設定します。改ページ、
ティアオフ機能、ミシン目スキップが正しく働くように、使
用する連続紙に合ったページ長を設定してください。

リアトラクタのペー
ジ長（連続紙）

4、5.5、6、7、8、8.5、
11＊、70/6、12、14、
17インチ

リアプッシュトラクタを使用する場合のページ長（ミシン目
から次のミシン目までの長さ）を設定します。改ページ、ティ
アオフ機能、ミシン目スキップが正しく働くように、使用す
る連続紙に合ったページ長を設定してください。
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ミシン目スキップ ON 連続紙を使用する場合、ミシン目の前後25.4 mm（１インチ）
の範囲には印刷しません。アプリケーションソフトで上下
マージンが設定できない場合でも、ミシン目にかからないよ
うに印刷したい場合は［ON］に設定します。

OFF＊ 連続紙を使用する場合、アプリケーションソフトで上下マー
ジンをゼロに設定してページ一杯に印刷すると、ミシン目に
関係なく続けて印刷します。通常はアプリケーションソフト
で上下マージンを設定しますので、［OFF］のまま印刷しても
ミシン目で印刷が途切れることはありません。

自動ティアオフ ON 印刷の終了・開始に合わせて自動的にティアオフ機能が働き
ます。 
s 本書138 ページ「自動ティアオフ」

OFF＊ 自動ティアオフ機能は働きません。連続ラベル紙を使用する
ときは必ず［OFF］に設定してください。

自動改行 ON キャリッジリターン（CR）コードに対して、自動的に改行
（LF）コードを付け加えます。使用するオペレーティングシス
テムやソフトウェアによっては、改行しないで同じ行に印刷
し続ける場合がありますが、このような場合に改行させるに
は［ON］に設定します。

OFF＊ キャリッジリターン（CR）コードに対して、改行（LF）コー
ドを付け加えません。DOS や Windows などのオペレーティ
ングシステムで印刷する場合は、［OFF］のまま使用します。

印字方向 自動 文字かグラフィックかを判断して、自動的に印字方向を双方
向または単方向に切りかえます。

双方向＊ プリントヘッドが左右どちらに移動するときも印刷しますの
で、より速く印刷できます。文字の高速印刷に適しています。

単方向 プリントヘッドが右方向へ移動するときだけ印刷しますの
で、縦方向の印刷がより正確になります。グラフィックの印
刷に適しています。

インターフェイス 自動＊ データを受信するインターフェイスを自動的に選択します。
選択したインターフェイスに送られたデータが終了するか、
インターフェイス固定解除時間の設定した時間になると、イ
ンターフェイスの選択が解除されます。［自動］では、最大 2
台のコンピュータが本機を共用できます。

パラレル 標準のパラレルインターフェイスを使用します。

オプション オプションのインターフェイスを使用します。
オプションのインターフェイスカードが装着されている場合
のみ選択できます。

インターフェイス固
定解除時間

10秒＊ インターフェイス（自動）のとき自動選択したインターフェ
イスに 10 秒間データが送られてこない場合にそのインター
フェイスの選択を解除します。

30秒 インターフェイス（自動）のとき自動選択したインターフェ
イスに 30 秒間データが送られてこない場合にそのインター
フェイスの選択を解除します。

設定項目 設定値 説明
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設定値を変更する
設定値の変更方法の詳細は、以下の手順で印刷する「一覧表」に記載されています。
設定値を変更する場合は、まず以下の手順で「一覧表」を印刷してください。
「一覧表」は連続紙に印刷します。 

A ［電源］スイッチをオフにし、レリースレバーをセットしている連続紙の位置に設定し

ます。 

B ［高速印字］スイッチを押したまま、［電源］スイッチをオンにします。

設定とランプの関係を示す一覧表が印刷されます。
出力された一覧表を確認し、設定値を変更する必要がない場合は、ここでプリンタの
［電源］スイッチをオフにします。

ESC/Pスーパー ON＊ ESC/P と PCPR201H（エミュレーションモード）を自動判
別します。PCPR201H モードで印刷するときは［ON］に設
定します。
国内版のDOS アプリケーションから印刷する場合で、エプソ
ンプリンタを選択しても正しく印刷できないときに［ON］に
設定します。

OFF 使用するオペレーティングシステム（Windows）やソフトウェ
アのプリンタ設定でESC/Pコントロールコードを使用してい
るときは［OFF］に設定します。
海外版のDOS アプリケーションを使用するときも［OFF］に
設定します。

受信バッファ ON＊ データを受信バッファにためてから印刷します。サイズの大
きいファイルでも、比較的早くコンピュータから解放できま
す。

OFF データを受信しながら同時に印刷します。

ブザー鳴動 ON＊ ブザーが鳴ります。

OFF ブザーは鳴りません。 

p
書体の選択や高速印字を設定する場合は、操作パネル上のスイッチをお使いく
ださい。 
s本書 21 ページ「操作パネル」 

p
単票紙への印刷も可能ですが、複数ページの印刷となりますので連続紙での印
刷をお勧めします。

設定項目 設定値 説明
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C ［書体］スイッチを押して、設定項目を選択します。 

D ［用紙カット位置 /ビン選択］スイッチを押して、設定値を選択します。

さらに変更する項目があるときは、 Cに戻ります。 

E 設定が終了したら、プリンタの［電源］スイッチをオフにします。

リモート設定機能での設定変更
リモート設定機能とは、付属のパネル設定ユーティリティソフト“EPSON Remote!”
を使ってコンピュータからプリンタに命令を送って設定値を変更する機能です。プリ
ンタのある場所まで移動してパネルスイッチを操作する必要がなく、アプリケーショ
ンソフトごとに設定を変更する場合や、複数のユーザがプリンタを共有している場合
に便利です。
EPSON Remote!には初期設定値を変更、記憶するスタートアップユーティリティソフ
トと設定値を一時的に変更する設定ユーティリティがあります。
ここでは、EPSON Remote! で変更できる設定値について簡単に説明します。EPSON
Remote! のインストール方法、起動方法、設定方法については、以下のページを参照
してください。 
s本書241 ページ「EPSON Remote! について」 

p

 

• 変更する設定項目および設定値とランプの表示状態を、印刷した一覧表で確
認します。 

• 操作パネルのランプ表示は、選択している設定項目および設定値を示しま
す。
設定項目：書体ランプと高速印字ランプ
設定項目の設定値：用紙カット位置 /ビン選択ランプと印刷可ランプ 

p
選択した時点で、設定した内容はプリンタのメモリに記憶されますので、［電
源］スイッチをオフにしても消えません。 

p
電源スイッチを一旦オフにしないと、印刷作業へ移れません。

設定項目
スタートアップ
ユーティリティー

設定ユーティリ
ティー

書体 ◎ ○

高速印字 ◎ ○

文字品位 ◎ ー

文字ピッチ ー ○

文字コード表 ◎ ○
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◎：初期設定値としてプリンタのメモリに記憶することができる設定項目です。この設定項目は［電源］スイッ
チをオフにしても消えません。毎回同じ設定を使用するときは、スタートアップユーティリティで初期設定
値を変更してください。

○：設定ユーティリティを使用して印刷作業ごとに設定値を一時的に変更することができる設定項目です。［電
源］スイッチがオンであれば再度変更するまで有効です。［電源］スイッチをオフにすれば初期設定値に戻
ります。

－：設定項目はありません。
設定項目については、EPSON Remote!画面下の説明をお読みください。

ページ長MR　MR：用紙ガイド上 ◎ ○

ページ長MF　MF：用紙ガイド前 ◎ ○

ページ長 C1　C1：CSFビン１ ◎ ○

ページ長 C2　C2：CSFビン２ ◎ ○

ページ長 FR　FR：リアプッシュトラクタ（連続紙） ◎ ○

ページ長 FF　FF：フロントプッシュトラクタ（連続紙） ◎ ○

給紙位置MR　MR：用紙ガイド上 ◎ ○

給紙位置MF　MR：用紙ガイド前 ◎ ○

給紙位置 C1　C1：CSFビン 1 ◎ ○

給紙位置 C2　C2：CSFビン 2 ◎ ○

給紙位置 FR　FR：リアプッシュトラクタ（連続紙） ◎ ○

給紙位置 FF　FF：フロントプッシュトラクタ（連続紙） ◎ ○

印字方向 ◎ ー

改行量 ー ○

左マージン ー ○

右マージン ー ○

I/F［インターフェイス］ ◎ ー

I/F解除 T［インターフェイス固定解除時間］ ◎ ー

自動改行 ◎ ー

ミシン目スキップ ◎ ー

自動ティアオフ ◎ ー

受信バッファ ◎ ー

ブザー鳴動 ◎ ○

ESC/Pスーパー ◎ ○ 

p

 

• EPSON Remote! のインストール方法、起動方法、設定方法について詳しく
は、以下のページを参照してください。 

s本書 241 ページ「EPSON Remote! について」 
• プリンタの初期設定は、操作パネルと EPSON Remote! の両方から変更でき
ます。後から変更した初期設定が有効です。

設定項目
スタートアップ
ユーティリティー

設定ユーティリ
ティー
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双方向印刷の調整
双方向印刷を行う場合、縦方向の線がずれることがあります。印刷のずれは操作パネ
ルから調整できます。 

A 連続紙をセットします。 

s本書113 ページ「連続紙のセット」 

B ［印刷可］スイッチを押しながら、［電源］スイッチをオンにします。

操作方法の説明と調整パターンが印刷されます。 

C 説明に従って調整します。 

D ［電源］スイッチをオフにします。

以上で、双方向印刷の調整は終了です。 

p
印字方向を単方向に設定して印刷ずれを防ぐこともできます。
単方向印刷の設定については以下のページを参照してください。 
s本書 151 ページ「プリンタ設定の方法」 

p
単票紙を使用した場合は、改ページ直後の印刷データ（調整パターン）に誤り
を生じるおそれがあります。連続紙による印刷をお勧めします。
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16進ダンプ印刷
16 進ダンプは、コンピュータから送られてきたデータを 16 進数とそれに対応する英
数カナ文字で印刷する機能です。正しくデータが送られているかどうかが確認できる
ので、自作プログラムをチェックするときなどにご利用ください。
ここでは連続紙への印刷手順を例に説明します。プリンタに連続紙がセットされてい
ない場合は、連続紙をセットしてください。 
s本書113 ページ「連続紙のセット」 

A ［電源］スイッチをオフにします。 

B ［改行 /改ページ］スイッチと［給紙 / 排紙］スイッチを押しながら、［電源］スイッチを

オンにします。 

C コンピュータからプリンタへデータを送ります。

受信したデータは、16進数とそれに対応する英数カナ文字で印刷されます。 

D 印刷が終了したら、［給紙 /排紙］スイッチを押して用紙を送り出します。 

E 印刷が終っているページをミシン目で切り離します。 

F ［電源］スイッチをオフにして 16進ダンプを終了します。 

w
プリンタの［電源］スイッチをオフにしてから再びオンにするときは、最低 5
秒待ってからオンにしてください。オフ、オンの間隔が短すぎると、プリンタ
の電源部が故障するおそれがあります。 

p
印刷されずにデータがプリンタのメモリ内に残った場合は、［印刷可］スイッ
チを押して残ったデータを印刷します。
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オプションと消耗品の紹介
本機で使用できる、オプションと消耗品は以下の通りです（2003 年 3月現在）。

パラレルインターフェイスケーブル
使用するパラレルインターフェイスケーブルは、ご利用のコンピュータによって異な
ります。主なコンピュータの機種（シリーズ）でご使用いただけるケーブルは次の通
りです。

*1 Windows95/98/Me の双方向通信機能および EPSONプリンタウィンドウ! ２は、コンピュータの機能制限
により対応できません。

*2 ハーフピッチ 36ピンのコンピュータには PRCB5Nをご使用ください。ただし、NEC PC-H98 では対応で
きません。

ケーブル 機種 メーカー シリーズ ケーブル名 備考

パラレル
インターフェイス
ケーブル

DOS/V 系 EPSON、
IBM、富士通、
東芝、他各社

DOS/V仕様機 PRCB4N

NEC PC-98NX シリーズ

PC-98 系 EPSON EPSON PC シリーズ
デスクトップ

#8238 *1

EPSON PC シリーズ
NOTE

市販品（ハーフピッチ 20
ピン）をご使用ください。

*1

NEC PC-9821 シリーズ
（ハーフピッチ36ピン）

PRCB5N

PC-9801 シリーズ
デスクトップ（14 ピン）

#8238 *1*2

PC-9801 シリーズ
NOTE（ハーフピッチ
20ピン）

市販品（ハーフピッチ 20
ピン）をご使用ください。

*1*2 

p

 

• NEC PC-98LT/DOシリーズとは接続できません。 
• NEC PC-9801LV/LX/LS/NシリーズはNEC製の専用ケーブルを使用してくだ
さい。 

• 富士通 FM/R、FM TOWNS は富士通製の専用ケーブルを使用してください。 
• 推奨ケーブル以外のケーブル、プリンタ切替機、ソフトウェアのコピー防止
のためのプロテクタ（ハードウェアキー）などを、コンピュータとプリンタ
の間に装着すると、プラグアンドプレイやデータ転送が正常にできない場合
があります。
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インターフェイスカード
プリンタに標準装備されていないインターフェイスを使用したい場合や、インター
フェイスを増設したい場合に使用します。

インターフェイスカードの取り付け方法については、以下を参照してください。 
s本書165 ページ「インターフェイスカードの取り付け」
インターフェイスカードの設定方法については、それぞれのカードの取扱説明書を参
照してください。

型　番 名　称 解　説

PRIF3 シリアルI/F カード 本機をシリアルで接続するためのオプションです。
コンピュータとの接続には市販のプリンタ用シリア
ルインターフェイスケーブルが別途必要です。

PRIF4 シリアルI/F カード
（バッファ :32KB）

PRIF5E ECP 対応双方向
パラレルI/F カード

本機にIEEE1284規格準拠の双方向パラレルインター
フェイスをもう 1 つ増設するためのオプションです。
コンピュータとの接続にはプリンタケーブルが別途
必要です。

PRIF13 IBM5577プリンタ
エミュレーションカード

IBM5577 プリンタエミュレーションカードです。コ
ンピュータとの接続にはプリンタケーブルが別途必
要です。

PRIFNW3S 10Base-T/100Base-TX対応
マルチプロトコル
Ethernet I/Fカード

マルチプロトコル Ethernet インターフェイスカード
です。本機を Ethernet 接続するためには、Ethernet
ケーブルが必要です。
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Macintosh 接続用オプション
アップルコンピュータ社Macintosh シリーズにエプソンプリンタを接続して使用する
ために、以下のオプションがあります。

カットシートフィーダ
単票紙またはハガキを連続して給紙することができます。

* VP1800CSFB は増設用です。装着にはVP1800CSFA が必要です。

使用できる用紙

取り付けおよび使いかたについては、以下を参照してください。 
s本書167 ページ「カットシートフィーダ」 

p
本機をMacintosh シリーズと接続して使用するときは、オプション製品に添付
のMacintosh 用プリンタドライバ「EPSON Print!2」をお使いください。

型　番 名　称 解　説

ELINK3 EPSON Link3 Macintosh の各機種に簡単に接続できるシリア
ル・パラレル変換アダプタです。
取りつけ方法については EPSON Link3 の取扱説
明書を参照してください。

PRIFNW3S 10Base-T/100Base-TX対応
マルチプロトコル
Ethernet I/Fカード

マルチプロトコルEthernetインターフェイスカー
ドです。本機を Etherne t 接続するためには、
Ethernet ケーブルが必要です。

型番 名称

VP1850CSFA カットシートフィーダ（ビン１）

VP1800CSFB カットシートフィーダ（ビン２）*

カットシートフィーダ（ビン１） カットシートフィーダ（ビン２）

単票紙 サイズ：最小 A6　最大A3 サイズ：最小 A6　最大A3

容量　：最大 185 枚（連量55kg 紙） 容量　：最大 60 枚（連量55kg 紙）

単票複写紙 サイズ：最小 A6　最大A4 －

ハガキ 通常郵便ハガキ、郵便往復ハガキ ー
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プルトラクタユニット
フロントプッシュトラクタとプルトラクタを併用するときは、オプションのプルトラ
クタが必要です。
複写枚数の多い連続複写紙を給紙する場合は、給紙不良が発生しやすくなります。プッ
シュトラクタとプルトラクタを併用すると給紙不良が起こりにくくなります。

取り付け方法と給紙方法については、以下のページを参照してください。 
s　本書117 ページ「プルトラクタ位置への取り付け」 
s　本書132 ページ「連続紙のセット（プッシュ/ プルトラクタ）」

フロントシートガイド
大きな単票紙を安定して手差し給紙することができます。標準装備のフロントシート
ガイドと交換して使用します。トラクタユニット（前）を取り外す必要がありますの
で、前面からの連続紙を給紙することはできません。

取り付け方法は、VP1800FSGの取扱説明書をお読みください。

リボンカートリッジ
リボンカートリッジは消耗品です。印字が薄くなったら新品と交換してください。

リボンカートリッジの取り付けおよび使いかたについては、以下を参照してください。 
s本書178 ページ「リボンカートリッジの交換」
リボンカートリッジケースを再利用してリボンパックを交換することもできます。リ
ボンカートリッジケースは4回まで再利用できます。 
s本書164 ページ「リボンパック」

型番 名称

VP1800PTU プルトラクタユニット 

p

 

• リアプッシュトラクタを取り外すことはできません。フロントプッシュトラ
クタを使用するときは、オプションのプルトラクタをプリンタの上部に取り
付けます。 

• リアプッシュトラクタを使用するときは、フロントプッシュトラクタを取り
外し、プルトラクタとしてプリンタの上部に取り付けることができます。

型番 名称

VP1800FSG フロントシートガイド

型番 名称

VP1800RC リボンカートリッジ
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リボンパック
リボンパックは消耗品です。印字が薄くなったら新品と交換してください。リボンパッ
クの交換については、以下を参照してください。 
s本書180 ページ「リボンパックの交換」

ESC/P リファレンスマニュアル
エプソンプリンタのコントロールコードである EPSON ESC/P24-J84 を中心に解説
しています。コントロールコードを使用してプログラムを作成する方を対象としてい
ます。

型番 名称

VP1800RP リボンパック

型番 名称

ESCPML1 ESC/Pリファレンスマニュアル 

p
上記のマニュアルにつきましては、エプソン OA サプライにてお取り扱いをし
ています。エプソン OAサプライのお問い合わせ先は、スタートアップガイド
の裏表紙をご覧ください。
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インターフェイスカード
プリンタに取り付ける前に、まずインターフェイスカードの取扱説明書をよくお読み
ください。インターフェイスカード上のディップスイッチやジャンパースイッチの設
定が必要な場合もあります。

インターフェイスカードの取り付け 

A プリンタとコンピュータの［電源］スイッチをオフにして、電源プラグをコンセント

から引き抜きます。 

B プリンタ背面のインターフェイスカバーを開き、コネクタカバーのネジをドライバで

外してカバーを取り外します。 

p
オプションのインターフェイスカードを使用するときは、［インターフェイス］
の設定が［自動］または［オプション］に設定されていることをご確認ください。 
s151 ページ「プリンタ設定の方法」 

w
インターフェイスカードを取り付けるまえに、必ず電源プラグをコンセントか
ら抜いてください。抜かずに取り付け作業を行うと、プリンタやコンピュータ
が故障することがあります。インターフェイスカードを取り外すときも、電源
プラグを抜いてください。
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C インターフェイスカードをプリンタに差し込み、インターフェイスカード両側のネジ

を締めて固定します。

ンターフェイスカードをプリンタ内部の溝に合わせて差し込みます。プリンタ内部の
コネクタとインターフェイスカードのコネクタが合うように、しっかり差し込んでく
ださい。

PRIF3シリアルインターフェイスカードについて
PRIF3シリアルインターフェイスカードを取り付けて使用する場合の転送速度、X-ON/
X-OFF送出タイミング、エラー処理は以下のようになります。

転送速度：300,600,1200,2400,4800,9600,19200 BPS

X-ON/X-OFF送出タイミング 
• X-OFF コードおよびDTR信号の出力：

入力データバッファの空き容量が256バイト以下になったとき。 
• X-ON コードおよびDTR 信号の出力：

入力データバッファの空き容量が512バイト以上になったとき。

エラー処理 
• パリティエラーが発生した場合：
“＊”を印字します。 

• そのほかのエラーが発生した場合：
オーバーランエラーやフレーミングエラーなどは無視します。

そのほかの内容については、PRIF3の取扱説明書を参照してください。 
p

［インターフェイス］の設定が［自動］に設定されているときは、同時に両方の
インターフェイスにデータを送らないでください。正常に印刷できないことが
あります。
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カットシートフィーダ
単票紙を連続して給紙したいときは、オプションのカットシートフィーダビン 1
（VP1800CSFA）をお使いください。オプションのカットシートフィーダビン 2
（VP1800CSFB）を取り付けると、2種類の用紙を使い分けることができます。また、
プリンタに取り付けた連続紙と切り替えて給紙できます。

使用できる用紙の種類
用紙の仕様について詳しくは、以下のページを参照してください。 
s本書101 ページ「使用可能な用紙」

*1 連量は四六判（788 × 1091mm2）の用紙 1000枚の重量を kg で表わしたものです。
*2 複写紙は、天のり綴じのノンカーボン紙を使用してください。ただし、用紙枚数は 6枚以下としてください。
*3 郵便往復ハガキは用紙中央に折り目のないものを使用してください。

カットシートフィーダビン１ カットシートフィーダビン２

単票紙 サイズ：最小A6　最大A3 横 サイズ：最小 A6　最大A3横

容量　：最大185 枚（連量 *155kg 紙） 容量　：最大 60 枚（連量55kg 紙）

単票複写紙 *2 サイズ：最小A6　最大A4 －

容量 ：40 枚 －

ハガキ *3 郵便ハガキ、郵便往復ハガキ －

容量　：30 枚 －
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単票紙（単票複写紙） 

• 上質紙・再生紙を使用してください。 
• 印刷領域
　　　　　　　　　　ビン１給紙　　　　　　　　　　　　　　　ビン２給紙 

• 最大幅420mm（A3横相当）の用紙が使用できますが、印字桁数は136桁（幅345mm）
のため左右のマージン（余白部分）は大きくなります。 

• 単票複写紙の最大用紙幅は297mmとなります。 
• 複写紙を使用する場合は、用紙の上端全面がのりづけされた用紙（天のり）で、し
わや波打ちがないものを使用してください。 
p

 

• 複写紙はノンカーボン紙を使用してください。裏カーボン紙、中カーボン紙
は使用できません。 

• 単票複写紙は、カットシートフィーダビン１（VP1800CSFA）から給紙して
ください。カットシートフィーダビン２（VP1800CSFB）からは給紙できま
せん。 

• カットシートフィーダビン１で単票複写紙を使用する場合は、天のり側から
給紙してください。 

• ソフトウェアの設定が、印字可能領域内になっていることを確認してくださ
い。 

• ソフトウェアの設定によっては、印字可能領域が本書記載の領域より小さく
なる場合があります。 

• 再生紙は一般室温環境（温度15～25℃、湿度30～60％）で使用してください。 
• 汚れ、しわ、反りや破れがない上質紙を使用してください。

100～420mm

最大345mm

印字可能領域�

4.2mm以上�
�

4.2mm以上�

3mm以上�3mm以上�

182～420mm

最大345mm

印字可能領域�

4.2mm以上�
�

4.2mm以上�

3mm以上�3mm以上�

100～420mm 210～420mm
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ハガキ 

• 郵便ハガキと郵便往復ハガキを使用してください。 
• カットシートフィーダビン１（VP1800CSFA）から給紙してください。 
• 印刷領域 

p

 

• ハガキは一般室温環境下（温度15～25℃、湿度30～ 60％）で使用してくださ
い。 

• ハガキに印刷する前に、ハガキサイズの用紙で試し印刷をして、印刷位置を
確かめてから実際にハガキへ印刷してください。 

• アプリケーションソフトを使用してハガキに印刷するときは、給紙位置の調
整が必要です。 

• 原則として郵便ハガキを使用してください。私製ハガキは図の寸法に従った
サイズのハガキを使用してください。 

• ハガキは染み、ピンホール、汚れ、しわ、反りや毛羽立ちがない上質紙を使
用してください。 

• ハガキを使用する場合は、操作パネル上でハガキモードの設定をしてくださ
い。

① アジャストレバーを「２」に設定します。
②［用紙カット位置 / ビン選択］スイッチを押し、ハガキモード（用紙カット
　 位置 /ビン選択ランプが両方点灯）します。 
s本書 112ページ「アジャストレバーの設定」 

s本書 21 ページ「操作パネル」 
• 郵便往復ハガキは用紙中央に折り目がないものを使用してください。

印字可能領域�

4.2mm以上�

4.2mm以上�

100～200mm

100～200mm

3mm以上�3mm以上�
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カットシートフィーダの取り付け
カットシートフィーダ（ビン 1/ビン2）はプリンタに取り付ける前に組み立てておき
ます。詳しくは、カットシートフィーダの取扱説明書をお読みください。 

A ［給紙 /排紙］スイッチを押します。 
• 単票紙を排紙します。 
• 連続紙をフロントまたはリアプッシュトラクタ位置まで戻します。 

B ［電源］スイッチをオフにします。 

C プリンタカバーと用紙ガイドを取り外します。 

D プリンタの上部に排紙ユニットまたはプルトラクタが取り付けられている場合は取り

外します。 

w
印刷が終わった連続紙は、ティアオフ機能を使用して、必ずミシン目で切り離
してください。切り離さずに逆送りすると、紙詰まりを起こすことがあります。 

p
フロントまたはリアプッシュトラクタから連続紙を取り外す必要はありませ
ん。カットシートフィーダとリアプッシュトラクタを切り替えて使用できます。 
s本書 176 ページ「カットシートフィーダからトラクタへの切り替え」 

s本書 177 ページ「トラクタからカットシートフィーダへの切り替え」 

ade プリンタを使用した後はプリントヘッドが熱くなっていますので、しばらく触
らないでください。
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E プリントヘッドをリボン取り付け位置へ移動し、カットシートフィーダをプリンタに

取り付けます。

カットシートフィーダ本体を両手で持ち、プリンタ内の金属フレーム両側にある小さ
なピンにはめ込み、ゆっくりとプリンタの上に載せます。 

F ケーブルを接続します。

カットシートフィーダのケーブルをプリンタ右側面後部のコネクタに接続します。
ケーブルの△印とプリンタの△印を合わせて接続します。 

G プリンタカバーを取り付けます。 

w ［電源］スイッチをオンにしたままプリントヘッドを手で動かさないでくださ
い。プリンタが損傷を受ける場合があります。 

ade カットシートフィーダを持つ手の指がプリンタとの間に挟まれないように注意
してください。 

w

 

• ケーブルがカットシートフィーダとプリンタに挟まれないように注意して
ください。 

• ケーブルの接続は、必ずプリンタの［電源］スイッチをオフにしてから行っ
てください。 

p

 

• カットシートフィーダの取り外しは、プリンタの［電源］スイッチをオフに
した後、取り付けと逆の順序で行ってください。 

• 取り外した部品はあとで必要になります。大切に保管してください。

カットシートフィーダ

カットシートフィーダ
ケーブル
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カットシートフィーダの使い方 

A ［電源］スイッチをオフにし、スタッカを手前に倒します。 

B エッジガイドの位置を調整します。

左右のエッジガイドの上部ロックレバーを上に倒しロックを解除します。
左エッジガイドの位置をガイドマーク（ ）に合わせます。
センターサポートは用紙の中央になるように移動します。
右エッジガイドは用紙の幅に合わせますが、まだロックしません。 

C 用紙セットレバーを手前に引きます。

用紙セットレバーを手前に引くと、用紙をセットできるようになります。 

p
左エッジガイドの位置によって印刷時の左マージンが決まります。ソフトウェ
アで設定する左マージンと印刷結果の左マージンが異なっているときはエッジ
ガイドの位置を再調整してください。

Lock
固定レバー

スタッカ

ガイドマーク

左エッジガイド センターサポート



オプションと消耗品 － 173 

D ハガキレバーの位置を確認します。

単票紙および複写紙をセットする場合は、［単票紙］に設定します。
ハガキをセットする場合は、［ハガキ］に設定します。 

E 用紙をセットします。

用紙をよくさばいて端をそろえ、用紙が止まるところまで押し込みます。 

F 右エッジガイドの位置を調整します。

セットした用紙の右端に合わせて右エッジガイドの位置を調整し、固定レバーをロッ
クします。 

G 用紙セットレバーを後ろへ倒します。

用紙セットレバーを後ろへ倒すと、用紙を押しつけて保持します。 

w
用紙が動かなくなるほどエッジガイドを押しつけると給紙不良を起します。用
紙が上下自由に動くように、多少余裕を残してエッジガイドを固定してくださ
い。 

w
用紙が多すぎると、レバーはセット位置へ戻らず給紙不良を起します。余分な
用紙を取り除いてからレバーを倒してください。

ハガキ�

単票紙�

用紙セットレバー（青） ハガキレバー
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H 用紙選択レバーを単票給紙位置に設定し、スタッカを元に戻します。

左右両側の用紙選択レバーを前に倒し、単票給紙位置に設定します。 

I レリースレバーを単票給紙位置に設定します。 

J カバー（上）を閉じます。 

K ［電源］スイッチをオンにし、印刷データを送ります。

コンピュータからデータを送ると印刷を開始します。 

p
単票給紙以外の給紙位置に設定すると、カットシートフィーダからは給紙され
ずにトラクタから給紙されます。 

p

 

• 左エッジガイドの位置によって、印刷時の左マージン（余白部分）が決まり
ます。ソフトウェアで設定する左マージンと印刷結果の左マージンが異なる
ときは、左エッジガイドの位置を再調節してください。 

• ［電源］スイッチをオンにすると、最初はビン１が選択されます。操作パネ
ルの「用紙カット位置 / ビン選択ランプ」で確認してください。［用紙カッ
ト位置 /ビン選択］スイッチでビン 2 を選択すると、ビン 1 からは給紙され
ません。アプリケーションソフトからビンを選択できる場合は、アプリケー
ションソフト上でビン1 またはトレイ1 などの最初の給紙元を選択してくだ
さい。 

• 給紙、排紙は、［改行 /改ページ］スイッチまたは［給紙 / 排紙］スイッチを
使用します。 

• カットシートフィーダから用紙がなくなると、印刷可ランプが消灯して用紙
チェックランプが点灯します。用紙セットレバーを操作して、新しい用紙を
カットシートフィーダにセットしてください。［印刷可］スイッチを押すと、
印刷が再開されます。

連続紙

単票紙

用紙選択レバー
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ビン２からの給紙
カットシートフィーダに2つ目のビンを取り付けビン2から給紙することができます。
カットシートフィーダビン 2 を組み立ててから、プリンタのビン 1 に取り付けます。
ビン 2 の組み立て方法については、「カットシートフィーダ（ビン 2）」の取扱説明書
をご覧ください。

用紙のセット方法や給紙方法は、カットシートフィーダビン 1 の場合と同じです。給
紙するビンを切り替えるには、操作パネルの ［用紙カット位置 / ビン選択］スイッチ
を押します。用紙カット位置 / ビン選択ランプの表示が切り替わり、給紙できるビン
が表示されます。

使用するアプリケーションソフトによっては、アプリケーションソフト上で給紙する
ビンを選択できる場合があります。その場合は、操作パネルのスイッチでビンを選択
する必要はありません。詳しくは、お使いのアプリケーションソフトの取扱説明書を
お読みください。 
p

ビン２には複写紙、ハガキはセットできません。

高速印字� 用紙カット位置/ビン選択�
用紙カット位置�
ビン 1�
ビン 2�
ハガキ�

微小送り�

改行/改ページ�
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カットシートフィーダからトラクタへの切り替え
カットシートフィーダにセットした単票紙を印刷した後に、フロントまたはリアプッ
シュトラクタに切り替えて連続紙を給紙することができます。 

A 単票紙がプリンタ内に残っている場合は、［給紙 / 排紙］スイッチを押して排紙します。 

B カットシートフィーダの左右両側の用紙選択レバーを連続紙位置に設定します。 

C レリースレバーをフロントまたはリアプッシュトラクタ位置に設定します。 

D 印刷します。

印刷データを受信すると、連続紙がフロントまたはリアプッシュトラクタから給紙さ
れ、印刷を開始します。 

w
連続紙と単票紙で厚さが異なる場合は、アジャストレバーを調整してください。 
s本書 112 ページ「アジャストレバーの設定」 

w
連続紙を何ページも印刷するときは、カットシートフィーダに引っかからない
ようにしてください。引っかかると、給紙不良をおこして用紙が詰まります。

用紙選択レバー

連続紙

単票紙
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トラクタからカットシートフィーダへの切り替え
フロントまたはリアプッシュトラクタにセットした連続紙を印刷した後に、カット
シートフィーダに切り替えて単票紙を給紙することができます。 

A 連続紙の印刷が終了したら、［用紙カット位置 /ビン選択］スイッチを押します。

連続紙をミシン目で切り離します。 

B ［給紙 /排紙］スイッチを押します。

連続紙はトラクタの位置まで戻ります。トラクタから連続紙を外す必要はありません。 

C レリースレバーを単票給紙（ ）位置に設定します。 

D カットシートフィーダの左右両側の用紙選択レバーを単票紙位置に設定します。 

E 印刷します。

印刷データを受信すると、単票紙がカットシートフィーダから給紙され印刷を開始し
ます。 

w

 

• 印刷が終わった連続紙は、ティアオフ機能を使用して、必ずミシン目で切り
離してください。切り離さずに何ページも逆送りすると、紙詰まりをおこし
ます。 

• ラベル紙を使用するときは、絶対にティアオフ機能を使用しないでくださ
い。印刷開始位置へ逆戻りするときに、ラベルが台紙からはがれて紙詰まり
をおこします。トラクタの位置で印刷前のラベル紙を切り離し、［改行 / 改
ページ］スイッチで排紙します。 

w
連続紙と単票紙で厚さが異なる場合は、アジャストレバーを調整してください。 
s本書 112 ページ「アジャストレバーの設定」
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リボンカートリッジの交換
印字が薄くなって十分な印刷品質を得られなくなった場合などには、次の手順に従っ
てリボンカートリッジを交換してください。 

A プリントヘッドがリボン取り付け位置にあることを確認します。

プリントヘッドが端にあるときは、プリンタカバーを閉じ、［電源］スイッチをオンに
してプリントヘッドがリボン取り付け位置に移動するまで待ちます。 

B プリンタの ［電源］スイッチをオフにします。 

C プリンタカバーを開け、リボンカートリッジを取り外します。

リボンガイドをプリントヘッドから外し、リボンカートリッジのピンに差し込んでか
ら、リボンカートリッジを両手で手前に引くようにして取り外します。 

p

 

• リボンカートリッジは純正品（型番：VP1800RC）をお使いになることをお
勧めします。 

• リボンカートリッジを乱暴に扱うと印字不良の原因になりますので、ていね
いに扱ってください。 

• リボンカートリッジのリボンパックを交換することができます。 
s本書 180ページ「リボンパックの交換」 

ade プリンタを使用した後はプリントヘッドが熱くなっていますので、プリント
ヘッドにはしばらく触らないでください。 

p
弊社では、環境保全活動の一環として、「使用済みカートリッジ回収ポスト」を
全国の一部パソコンショップに設置し、使用済みカートリッジの回収、再資源
化に取り組んでいます。使用済みリボンカートリッジは、ぜひ最寄りの回収拠
点までお持ちいただき、回収ポストに投函してくださいますようご協力をお願
いいたします。
回収ポストの設置店は、以下のホームページ上で確認できます。
http://www.i-love-epson.co.jp
回収できないときは、ポリ袋などに入れて地域の条例や自治体の指示に従って
廃棄してください。
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D 新しいリボンカートリッジを用意します。 

E リボンカートリッジを取り付けます。

以上でリボンカートリッジの交換は終了です。 

w
リボンカートリッジを乱暴に扱うと印字不良の原因になりますので、ていねい
に扱ってください。 

p
リボンカートリッジの取り付けについて詳しくは、以下のページを参照してく
ださい。 
s本書 29 ページ「リボンカートリッジの取り付け」
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リボンパックの交換
印字が薄くなって十分な印刷品質を得られなくなった場合などには、次の手順に従っ
てリボンパックを交換してください。
リボンパックを4回まで取り換えて、リボンカートリッジケースを再利用できます。
交換 4 回目のリボンパックが使用できなくなったときには、新しいリボンカートリッ
ジを使用してください。 

A リボンカートリッジのツメ（5箇所）を矢印の方向に1 つずつ順に押しながら、リボン

カートリッジのフタを開けます。 

B インクリボンを取り外します。

リボンカートリッジ内のローラを矢印の方向に押し、ツメをホルダーに固定します。イ
ンクリボンを取り外します。 

p

 

• リボンパックは純正品（型番：VP1800RP）をお使いになることをお勧
めします。 

• インクリボンを交換するときにインクが手に付着することがあります。
手を汚さないように、リボンパック付属の手袋をして交換してください。

ローラ
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C 新しいリボンパックをセットします。

新しいリボンパックを透明袋から取り出し、リボンカートリッジにセットします。 

D リボンガイドの固定テープをはがし、リボンをリボンカートリッジにセットします。

リボンのねじれ部分（メビウス部）がリボンガイドの左側にくるように取り付け、リ
ボンガイドをリボンカートリッジのピンに差し込みます。 

E リボンのねじれ部分（メビウス部）を確認します。

リボンのねじれ部分が下図のようになっていることを確認します。 

p
リボンパックをセットする方向を確かめてください。

固定テープ リボンガイド

ねじれ部分（メビウス部）
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F リボンパックのケースを取り外します。 

G ホルダーに固定されているゴムローラのツメを指で押して外します。 

H リボンカートリッジのフタを閉じます。

リボンカートリッジのフタを閉じてツメ（5箇所）をしっかり固定します。
ツマミを矢印の方向に2～3回転させてリボンがスムースに動くことを確認します。

以上でリボンパックの交換は終了です。

ツメ
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用紙が詰まったときは
プリンタ内部で用紙が詰まった場合は、むやみに用紙を引っ張ったりせずに、次の手
順で取り除いてください。

連続紙の場合 

A ［電源］スイッチをオフにします。 

B 給紙前の連続紙をミシン目で切り離します。 

C プリンタカバーを開けます。 

D 紙送りノブを手でゆっくりと反時計回りに回し、用紙を後退させながら静かに引き抜

きます。

プリンタ内部に用紙が残っている場合は、以下のページを参照してください。 
s本書185 ページ「プリンタ内に用紙が残った場合」 

E プリンタカバーを閉じます。 

F 用紙をセットし直します。 

s本書113 ページ「連続紙のセット」 

ade 印刷終了直後はプリントヘッドが熱くなっています。プリントヘッドの温度が
十分に下がるまでは触れないように注意してください。 

w
紙送りノブを回すときは、必ず［電源］スイッチをオフにしてください。
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単票紙の場合 

A ［電源］スイッチをオフにしプリンタカバーを開けます。 

B 紙送りノブを手でゆっくりと時計回りに回し、用紙を前進させながら静かに引き抜き

ます。

プリンタ内部に用紙が残っている場合は、以下のページを参照してください。 
s本書185 ページ「プリンタ内に用紙が残った場合」 

C プリンタカバーを閉じます。 

D ［電源］スイッチをオンにして、用紙をセットし直します。 

s本書141 ページ「単票紙のセット」

プリンタ内に用紙が残った場合 

A ［電源］スイッチをオフにします。 

B プリンタカバーと用紙ガイド（上）と排紙ユニットを取り外します。 

C 紙を取り除きます。 

D 排紙ユニットと用紙ガイド（上）とプリンタカバーを取り付けます。 

w
紙送りノブを回すときは、必ず［電源］スイッチをオフにしてください。 

ade 印刷終了直後はプリントヘッドが熱くなっています。プリントヘッドの温度が
十分に下がるまでは触れないように注意してください。 

p
紙がローラでつまった場合は、レリースレバーを単票紙位置に設定して紙送り
ノブを回してください。詰まった用紙が簡単にはずれます。レリースレバーは
元の位置に戻してください。
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カットシートフィーダ使用時の場合 

A ［電源］スイッチをオフにします。

カットシートフィーダ内に詰まっている用紙が見えないときは、ステップ Cへ進みま
す。 

B 用紙が見える時は、紙送りノブを反時計回りに回しながら用紙をゆっくり引き抜きま

す。 

C 用紙が見えないときは、プリンタカバーを開けてカットシートフィーダを取り外しま

す。 

D 用紙を取り除きます。

用紙をゆっくり引き抜きます。 

E カットシートフィーダとプリンタカバーを取り付けます。

用紙詰まりの予防
用紙詰まりを発生させないように、次の点に注意してください。 
• 使用可能な用紙を使用してください。 
s本書101 ページ「使用可能な用紙」 

• 用紙を正しくセットしてください。 
s本書113 ページ「連続紙のセット」 
s本書141 ページ「単票紙のセット」 
s本書148 ページ「連続紙と単票紙の切り替え」 
s本書176 ページ「カットシートフィーダからトラクタへの切り替え」 
s本書177 ページ「トラクタからカットシートフィーダへの切り替え」 

• 用紙ガイド（前）または用紙ガイド（上）にセットできる用紙枚数は単票紙は1枚の
み、単票複写紙は1部のみです。 

• オプションのカットシートフィーダに用紙をセットするときは、複数枚の用紙を
セットしてください。用紙を１枚しかセットしないと正しく給紙されないことがあ
ります。 

• 連続紙をセットするときはスプロケットの間隔を適切にセットしてください。スプ
ロケットの間隔が広すぎると紙の張りが強く、用紙のピン穴が破れ用紙詰まりの原
因になります。スプロケットの間隔が狭すぎて用紙がたるんでいても用紙詰まりの
原因となります。セットして長時間経過している連続紙は、印刷前に破れがないこ
とを確認してください。 

ade 印刷終了直後はプリントヘッドが熱くなっています。プリントヘッドの温度が
十分に下がるまでは触れないように注意してください。
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ランプが点灯しない
［電源］スイッチをオンにしても操作パネルのランプが 1つも点灯しないときは、次の
3点を確認してください。 

t 電源がコンセントから抜けていませんか？

電源プラグをコンセントにしっかり差し込んでください。 

t 電源のコンセントに問題があることがあります。

コンセントがスイッチ付きの場合は、スイッチをオンにします。
ほかの電化製品の電源プラグを差し込んで、動作するかどうか確認してください。 

t 正しい電圧（AC100V、15A）のコンセントに接続していますか？

コンセントの電圧を確認して、正しい電圧で使用してください。 
p

以上 3 点を確認の上で［電源］スイッチをオンにしてもランプが点灯しない場
合は、保守契約店または販売店、またはエプソンの修理窓口へご相談ください。
保守サービスについては、以下のページを参照してください。 
s本書 260 ページ「保守サービスのご案内」
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ランプが点灯していても印刷できない

リボンカートリッジの取り付けを確認しましょう 

t リボンカートリッジが正しく取り付けられていますか？

以下のページを参照してリボンカートリッジを正しく取り付けてください。 
s本書178 ページ「リボンカートリッジの交換」

プリンタとコンピュータの接続を確認しましょう 

t インターフェイスケーブルが外れていませんか？

プリンタ側のコネクタとコンピュータ側のコネクタにインターフェイスケーブルが
しっかり接続されているか確認してください。
また、ケーブルが断線していないか、変に曲がっていないかを確認してください（予
備のケーブルをお持ちの場合は、差し替えてご確認ください）。 

t コネクタのピンが折れたりしていませんか？

コネクタ部分のピンが折れていたり曲がったりしていると、プリンタとコンピュータ
の通信が正しく行われない場合があります。 

t インターフェイスケーブルがコンピュータや本機の仕様に合っていますか？

インターフェイスケーブルの型番・仕様を確認し、コンピュータの種類やプリンタの
仕様に合ったケーブルかどうかを確認してください。 
s本書160 ページ「パラレルインターフェイスケーブル」 

t コンピュータとプリンタはケーブルで直接接続していますか？

プリンタとコンピュータの接続に、プリンタ切替機、プリンタバッファおよび延長ケー
ブル、ソフトウェアのコピー防止のためのプロテクタ（ハードウェアキー）を使用し
ている場合、組み合わせによっては正常に印刷できないことがあります。
プリンタとコンピュータをインターフェイスケーブルで直接接続し、正常に印刷でき
るか確認してください。
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プリンタドライバが正しくインストールされているか確認しましょう 

t お使いのプリンタのプリンタドライバが正しくインストールされていますか?

WWWWiiiinnnnddddoooowwwwssss 99995555////99998888////MMMMeeee////NNNNTTTT4444....0000////2222000000000000////XXXXPPPP のののの確確確確認認認認
お使いのプリンタのプリンタドライバが、［コントロールパネル］の［プリンタ］/［プ
リンタと FAX］フォルダにアイコンとして登録されていますか ? また、アプリケー
ションソフトによっては、印刷時に印刷するプリンタを選択できない場合もあります
ので、以下の手順に従って通常使うプリンタとして選択されているか確認してくださ
い。 

A ［スタート］メニューから［プリンタ］/［プリンタと FAX］を開きます。 
• Windows 95/98/Me/NT4.0/2000 の場合

［スタート］ボタンをクリックして［設定］にカーソルを合わせ、［プリンタ］
をクリックします。 

• Windows XP の場合

①［スタート］ボタンをクリックして［コントロールパネル］をクリックします。
［スタート］メニューに［プリンタと FAX］が表示されている場合は、［プリ
ンタとFAX］をクリックして、 Bへ進みます。

②［プリンタとその他のハードウェア］をクリックします。
③［プリンタとFAX］をクリックします。 

B ［通常使うプリンタに設定］になっているか確認します。 
• Windows 95/98/Me/NT4.0/2000 の場合

お使いのプリンタ名を選択し、［ファイル］メニューの［通常使うプリンタに
設定］が選択されているか確認します。 

• Windows XP の場合

［プリンタと FAX］内のプリンタアイコンにチェックマークが付いていれば、
［通常使うプリンタに設定］の状態になっています。プリンタアイコンに
チェックマークが付いていない場合は、使用するプリンタ名を右クリックし、
表示されたメニューで［通常使うプリンタに設定］を選択します。

「通常使うプリンタに設定」にチェックが
付いているか確認します。
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WWWWiiiinnnnddddoooowwwwssss NNNNTTTT3333....55551111 のののの確確確確認認認認
お使いのプリンタのプリンタドライバが、［プリント マネージャ］の［標準］に登録さ
れていることを確認してください。

WWWWiiiinnnnddddoooowwwwssss 3333....1111 のののの確確確確認認認認
お使いのプリンタのプリンタドライバが、［プリンタの設定］の［通常使うプリンタ］
に登録されていることを確認してください。

エラーが発生していないか確認しましょう（プリンタ側） 

t 印刷可ランプが消えていませんか？

［印刷可］スイッチを押して印刷可ランプを点灯させてください。 

t 用紙がなくなっていませんか？

用紙をセットしてください。用紙を変更したときは、一旦［電源］スイッチをオフに
してから、5秒以上経過してから再度［電源］スイッチをオンにしてください。 

t アジャストレバーの設定が合っていますか？

アジャストレバーの設定を確認してください。 
s本書112 ページ「アジャストレバーの設定」 

t データを受信するインターフェイスの設定が合っていますか？

プリンタ設定値の I/F 選択は［自動］または接続しているインターフェイスの値に設定
してください。 
s本書151 ページ「プリンタ設定の方法」 

t 用紙やリボンや保護材などが詰まっていませんか？

［電源］スイッチをオフにして、プリンタ内部を確認して取り除いてください。
用紙が詰まったときは以下のページを参照してください。 
s本書184 ページ「用紙が詰まったときは」 

t プリンタがハング（異常な状態で停止）していませんか？

一旦［電源］スイッチをオフにし、５秒以上経過してから再度［電源］スイッチをオ
ンにして印刷をしてください。 

p
印刷可ランプが点滅して印刷しない、あるいは印刷が突然止まった場合は、ヘッ
ドホット状態（プリントヘッドの温度が許容範囲を超えた高温になったために
自動的に印刷が中断された状態）になっている可能性があります。このような
場合は、プリントヘッドの温度が下がると自動的に印刷を再開しますので、し
ばらくそのままでお待ちください。
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エラーが発生していないか確認しましょう 

t プリンタを接続したポートと、プリンタドライバのプリンタ接続先が合っています

か？

プリンタドライバの［接続ポート］の設定を実際に接続しているポートに合わせてく
ださい。 
s本書93 ページ「プリンタ接続先の変更」 

t プリントマネージャのステータスが［一時停止］になっていませんか？

印刷を中断したり、何らかのトラブルで印刷停止した場合、プリントマネージャのス
テータスが［一時停止］になります。印刷を開始するためには［一時停止］のチェッ
ク（ ✓ ）を解除するか［再開］を選択することが必要です。 
s本書64 ページ「印刷の中止方法」 

t 「LPT1に書き込みができませんでした」エラーが発生していませんか？

次の項目を確認してください。 
• プリンタプロパティの［詳細］タブの［印刷先のポート］が正しく設定されている
かを確認して印刷を実行してください。 

• プリンタプロパティの［詳細］タブの［スプールの設定］で［プリンタに直接印刷
データを送る］の設定に変更して印刷を行ってみてください。 

• 本機のパラレルインターフェイスはECP モードに対応しておりません。お使いのコ
ンピュータのパラレルポートの設定がECP モードになっている場合は、BIOS 設定
をノーマルまたはスタンダードモードに変更してください。 

• BIOS 設定についての詳細は、お使いのコンピュータの取扱説明書を参照してくださ
い。 

t コンピュータの画面に「プリンタが接続されていません」「用紙がありません」と表示

されていませんか？

仕様に合ったインターフェイスケーブルで正しく接続されているか、プリンタの［電
源］スイッチがオンになっているか、用紙が正しくセットされているかを確認してく
ださい。インターフェイスケーブルについては、以下のページを参照してください。 
s本書160 ページ「パラレルインターフェイスケーブル」
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t Windows NT4.0/2000/XPで、プッシュ/ プルトラクタまたはカットシートフィーダ

から給紙していませんか。

Windows NT4.0/2000/XP の給紙装置を［自動選択］に設定して、プッシュ/ プルト
ラクタまたはカットシートフィーダを使用する場合は、［デバイスの設定］ダイアログ
でそれぞれの給紙方法に対して使用する用紙サイズを設定しないと給紙できません。
［デバイスの設定］ダイアログは［プリンタ］（または［プリンタと FAX］）フォルダで
本機のアイコンを右クリックし［プロパティ］を選択して表示させます。 

t EPSONプリンタウィンドウ !2を使用していませんか？

Windows 2000 環境でEPSON プリンタウィンドウ !2 を使用していると、通信エラー
が発生し、以下の画面が表示されることがあります。EPSON プリンタウィンドウ !2
を使用する場合は、以下の手順でプリンタドライバの［タイムアウト時間］を［3秒］
に設定してください。
＜例＞

ドキュメント名称とポート名称は、ご使用の状態により異なります。

①上記の通信エラー画面で、［キャンセル］ボタンをクリックします。
②［スタート］-［設定］-［プリンタ］の順にクリックします。
③お使いのプリンタアイコンを右クリックし、表示されたメニューで［プロパティ］
を選択します。

④［ポート］タブをクリックしてから ［ポートの構成］ボタンをクリックし、
［タイムアウト時間］を［90］から［3］に変更して［OK］ボタンをクリックします。
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紙送りがうまくいかない 

t 仕様に合った用紙を使用していますか？

用紙厚さ・用紙枚数や紙質など仕様に合った用紙を使用してください。
使用可能な用紙については以下のページを参照してください。 
s本書101 ページ「使用可能な用紙」 

t 連続紙の置き場所に問題はありませんか？

連続紙が引っかからないように、連続紙の置き場所は、プリンタから1m 以内の場所で
プリンタに対してまっすぐ給紙される位置に置いてください。 

t 単票紙はしっかりと差し込まれていますか？

手差し給紙するときは、エッジガイドに用紙をセットし、用紙の端部中央を指で押す
ように差し込んでください。 
s本書141 ページ「単票紙のセット」 

t 連続紙がトラクタから外れていませんか？

連続紙をトラクタに正しくセットし直してください。 
s本書113 ページ「連続紙のセット」 

t 連続紙が傾いた状態でトラクタにセットされていませんか？

連続紙の両端の穴が左右ずれた状態でトラクタにセットされていると正常な紙送りが
行えません。
左右のスプロケットのゴムピンの位置を揃えます。連続紙の左右の穴位置はスプロ
ケットのゴムピンに揃えてセットしてください。 

w
プリンタケーブルやプリンタ台の角、用紙の箱に連続紙が接触していると紙送
りの負荷となり、印刷位置がずれる場合があります。スムーズに給紙できるよ
うに連続紙を置いてください。また、連続紙は必ず箱から取り出して置いてく
ださい。
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t 連続紙をセットする際にスプロケットの間隔は適当ですか？

連続紙がたるんだり、強く張り過ぎたりしないように左右のスプロケットの位置を調
整してください。 
s本書113 ページ「連続紙のセット」 

t 紙ホチキス仕上げの複写紙で、紙ホチキス部分にプリントヘッドが引っかかったり、連

続複写紙のミシン目がプリントヘッドに引っかかったりしていませんか？

使用できる用紙の仕様とアジャストレバーの設定を確認してください。 
s本書101 ページ「使用可能な用紙」 
s本書112 ページ「アジャストレバーの設定」
また、プリンタの設定値のミシン目スキップを［ON］にし、フロントまたはリアトラ
クタのページ長を設定してください。 
s本書154 ページ「設定値を変更する」
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排紙が正常にできない 

t ［改行 /改ページ］スイッチを使用して排紙していませんか？

単票紙を排紙する場合は、［給紙 /排紙］スイッチを使用してください。 

t 連続紙への印刷が終わると急に紙送りされませんか？

自動ティアオフ機能が設定されています。設定を解除する場合は、プリンタの設定値
を変更してください。 
s本書154 ページ「設定値を変更する」 

t 連続紙のミシン目スキップ（25.4mm{1 インチ } 幅の空白行）が実際のミシン目とず

れていませんか？

ミシン目がカット位置に来ない場合は、次の２点を確認してください。 
• ソフトウェア上の用紙サイズまたはページ長（連続紙）と、お使いの用紙サイズを
合わせてください。 
s本書55 ページ「プリンタドライバの設定」 
s本書154 ページ「設定値を変更する」 

• 用紙カット位置を調整してください。 
s本書139 ページ「用紙位置の微調整」 

t 連続紙が排紙されずに給紙位置に残っていませんか？

排紙する前に印刷の終了している連続紙をミシン目で切り離してください。 

t ラベル紙が詰まったり引っかかったりしませんか？

ラベル紙を［給紙 / 排紙］スイッチで排紙しようとしています。ラベル紙を排紙（逆
送り）すると、プリンタ内部にラベルが貼り付くことがあります。
ティアオフ機能は使用しないでください。
印刷後のラベル紙を取り出すときは、［改行/ 改ページ］スイッチで排紙してください。
ラベル紙からほかの用紙に切り替えるときは、トラクタ側のミシン目で切り離し、ラ
ベル紙を取り除いてください。再度ラベル紙を使用するときは、ラベル紙をセットし
直してください。 
p

プリンタ内部にラベルが貼り付いて正常に印刷できない場合は、無理に取り除
かずに保守契約店（保守契約されている場合）または販売店またはエプソンの
修理窓口へご相談ください。保守サービスについては、以下のページを参照し
てください。 
s本書 260 ページ「保守サービスのご案内」
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印刷結果が画面表示と異なる

印刷される文字が画面表示と異なる 

t 本書でご案内しているインターフェイスケーブルを使用していますか？

本書でご案内している推奨ケーブル以外のケーブルを接続に使用すると正常に印刷で
きない場合があります。 
s本書160 ページ「パラレルインターフェイスケーブル」 

t 文字が化けたり、記号がカタカナで印刷されていませんか？ 
• 文字コード表の選択が合っていますか？プリンタ設定値の「文字コード表」の設定
を確認してください。 
s本書154 ページ「設定値を変更する」 

• PCPR201Ｈ モードで印刷している場合は、ESC/Pスーパーの設定を［ON］に設定
してください。 
s本書154 ページ「設定値を変更する」 

t 特定の文字や記号が違う文字や記号に化けませんか？

国際文字の選択が間違っています。ソフトウェア側からコントロールコードを送ると
きは、コード（ESC Rn）により、使用する国の文字に変更してください。 

t 文字が混入したり、まったく違う文字記号に化けていませんか？ 
• プリンタ設定の I/F 選択が［自動］の場合、I/F 固定解除時間が経過する前にもう一
方のインターフェイスからデータが送られています。印刷中は、ほかのインターフェ
イスから印刷データを送らないでください。 

• コンピュータ側のパラレルインターフェイスの設定が［ECPモード］になっている
場合は［ノーマルモード］または［スタンダードモード］に変更してください。設
定変更の方法については、お使いのコンピュータの取扱説明書を参照してください。 

t 画面の表示が旧JIS漢字で表示されていませんか？

本機で印刷する漢字はJIS X0208-1990 に準拠しています。旧 JIS との違いについて
は、以下のページを参照してください。 
s本書235 ページ「旧JISとの違いについて」
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印刷位置（結果）が画面表示と異なる 

t 空白行が入ったり、改ページが正しく行われずに印刷されていませんか？ 
• プリンタドライバから用紙サイズを設定している場合は、正しい用紙サイズを選択
してください。 
s本書57 ページ「プリンタドライバの設定項目」 

• アプリケーションソフトやプリンタで設定されているページ長または用紙サイズと
実際に使用している用紙の長さまたは用紙サイズが異なっています。
アプリケーションソフトやプリンタの設定を実際に使用している用紙の長さまたは
用紙サイズと合わせてください。
連続紙のページ長は、プリンタ設定値のページ長（連続紙）で設定してください。 
s本書154 ページ「設定値を変更する」 

• プリンタ設定のミシン目スキップが［ON］に設定されています。プリンタ設定のミ
シン目スキップを［OFF］に設定してください。 
s本書154 ページ「設定値を変更する」 

• Windows 環境の場合： 
•プリンタドライバで設定されている用紙サイズと使用している用紙のサイズを合
わせてください。この際、用紙長が一致するサイズを選択してください。
例えば、用紙幅7インチ、用紙長4.5 インチの連続紙の場合は、用紙サイズの「連
続紙 15ｘ4 1/2inch」を選択します。 

•用紙の横方向のサイズがいくつであっても「連続紙15ｘXXinch」を選択し、右マー
ジンはアプリケーションソフトの設定で行ってください。 

t 行間隔が違っていませんか？ 
• 改行量の設定が不適切な場合は、行間隔が広くなったり狭くなったりします。アプ
リケーションソフトの改行量を正しく設定してください。 

• すべての行間に空白行が追加される場合は、プリンタ設定の自動改行が［ON］に設
定されている可能性があります。
ソフトウェアから改行命令が送られるときは、自動改行する必要はありません。プ
リンタ設定値の自動改行を［OFF］に設定してください。 
s本書154 ページ「設定値を変更する」 

t エッジガイドの設定位置がガイドマーク に合っていますか？

用紙ガイドのエッジガイド位置は、単票紙の左マージン（余白）に影響します。
エッジガイドをガイドマークに合わせてください。 
s本書113 ページ「連続紙のセット」
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t 連続紙の使用時、スプロケットの位置を確認してください。

連続紙の使用時、スプロケット（左）の位置は、左マージン（余白）に影響します。ス
プロケットの位置を調整して印刷してください。 
s本書148 ページ「連続紙と単票紙の切り替え」 

t 改行されずに重なって印刷されていませんか？

改行命令がコンピュータから送られていません。プリンタ設定値の自動改行を［ON］
にしてください。 
s本書154 ページ「設定値を変更する」 

t ミシン目付近に印刷されていませんか？

連続紙の実際のページ長とプリンタ設定値のページ長が異なっています。
アプリケーションソフトやプリンタ設定を実際に使用している用紙の長さと合わせて
ください。 
s本書154 ページ「設定値を変更する」

罫線がずれる 

t プリンタ設定値の印字方向が双方向に設定されていませんか？

プリンタ設定値の印字方向を［単方向］に設定してください。 
s本書154 ページ「設定値を変更する」 

t 罫線が切れたり、印刷がずれたりしていませんか？

プリンタドライバやアプリケーションソフトのプリンタ設定に問題があります。
プリンタドライバやアプリケーションソフト上の用紙設定を、プリンタで使用する用
紙と合っているか確認してください。 

t 双方向印刷の調整は行いましたか？

双方向印刷を行う場合、縦方向の線がずれることがあります。
以下のページを参照して双方向印刷の調整を行ってください。 
s本書157 ページ「双方向印刷の調整」
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設定と異なる印刷をする 

t プリンタ設定値（パネル設定）、プリンタドライバ、アプリケーションソフトから異

なった条件で設定されていませんか？

印刷条件の設定は、プリンタ設定値（パネル設定）、プリンタドライバ、アプリケー
ションソフトそれぞれで設定できます。各設定の優先順位は、お使いの状況により異
なりますので、設定と違う印刷を行う場合は、各設定を確認してください。 
s本書152 ページ「操作パネルからの設定」 
s本書55 ページ「プリンタドライバの設定」
例えば、書体の選択をした場合、プリンタドライバやアプリケーションソフトによる
書体の選択が優先され、パネル設定は無視されます。

印刷開始位置がずれる 

t プリンタの電源がオンのとき、用紙を引き抜いていませんか？

プリンタの電源がオンのとき用紙を引き抜くと、印刷開始位置がずれたり、用紙が詰
まるなどの動作不良や故障の原因となります。印刷後の用紙を排紙する場合は、以下
のページを参照してください。 
s本書113 ページ「連続紙のセット」 
s本書141 ページ「単票紙のセット」 
s本書148 ページ「連続紙と単票紙の切り替え」 
s本書176 ページ「カットシートフィーダからトラクタへの切り替え」 
s本書177 ページ「トラクタからカットシートフィーダへの切り替え」
詰まった用紙を取り除く場合は、以下のページを参照してください。 
s本書184 ページ「用紙が詰まったときは」
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印刷品質がよくない

印刷ムラがある・汚い 

t 横一列にところどころ抜けていませんか？

プリントヘッドのピンが折れています。保守契約店（保守契約されている場合）また
は販売店またはエプソンの修理窓口へご相談ください。エプソンの修理窓口について
は以下のページを参照してください。 
s本書260 ページ「保守サービスのご案内」 

t 印字の下の部分が欠けていませんか？

リボンカートリッジが正しく取り付けられていません。印刷を中止して、リボンカー
トリッジを取り付け直してください。 
s本書178 ページ「リボンカートリッジの交換」 

t 斜めの線が入っていませんか？

リボンがたるんだり、ねじれたりしています。印刷を中止して、リボンカートリッジ
を取り付け直してください。 
s本書178 ページ「リボンカートリッジの交換」 

t アジャストレバーの設定は正しいですか？

アジャストレバーの紙厚に適した設定にしてください。 
s本書112 ページ「アジャストレバーの設定」
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印刷が薄い 

t 印刷が薄くなっていませんか？ 
• リボンのインクが薄くなっています。
印刷を中止し、新しいリボンカートリッジと交換してください。 
s本書178 ページ「リボンカートリッジの交換」 

• プリンタドライバの［印刷品質］の設定が［ドラフト］になっていませんか?
［正式文書］に設定して印刷してみてください。 
s本書60 ページ「グラフィックス、印刷品質の設定」 

• DOS 環境下で高速印字が設定されています。
プリンタの操作パネルの［高速印字］スイッチを押し、高速印字ランプを消灯させ、
高速印字の設定を解除してください。 
s本書21 ページ「操作パネル」 

t アジャストレバーの設定は正しいですか？

アジャストレバーの紙厚に適した設定にしてください。 
s本書112 ページ「アジャストレバーの設定」
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プリンタドライバの使い方が分からない

用紙サイズの設定の仕方が分からない 

t プリンタドライバの用紙設定を確認してください。 

s本書62 ページ「用紙サイズ（ユーザー定義サイズ）の登録方法」

プリンタドライバの入手方法、ダウンロード方法
エプソンディスクサービスまたはエプソン販売のホームページをご利用ください。入
手方法、ダウンロード方法については、以下のページで詳しくご案内しています。 
s本書265 ページ「最新のプリンタドライバの入手方法」

定形紙 用紙サイズの一覧からクリックして選択します。一覧にない定形紙の場合は、ユーザー定義サイズ
で設定する必要があります。

定形外 ユーザー定義サイズで設定してください。

連続紙 用紙サイズの一覧から使用する連続紙に以下の手順で選択します。
① 用紙の横のサイズと縦（ミシン目とミシン目の間）を計ります。
② プリンタドライバ上では、inch 単位でサイズが表示されるため、計ったサイズを inch 単位に置

き換えます（1inchは、約25.4mmです。ここでは、仮に横15inch×縦4.67inchの用紙とします）。
③ プリンタドライバの［用紙サイズ］の一覧から、15 × 4.67inch に合うサイズを選択します。

プリンタドライバ上では、4.67inchを 4 2/3inchと分数で表現しています。
また、4インチ未満の縦サイズ、例えば 3.3インチの場合、10インチ（3 等分）のように、等
分で表現しています。
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オプションのカットシートフィーダでうまく紙送り
できない

プラテン * は回るが、給紙されずにブザーが鳴って用紙チェックラン
プが点灯する

*プラテン：プリンタ内部にある、用紙を支持する細長い円筒の部分 

t 用紙をセットしましたか？

用紙をカットシートフィーダにセットしてください。 
s本書172 ページ「カットシートフィーダの使い方」 

t レリースレバーは単票給紙位置に設定されていますか？

レリースレバーを単票給紙位置に設定してください。 
s本書111 ページ「レリースレバーの設定」 

t カットシートフィーダは正しくセットしましたか？

正しく取り付け直してください。特にプリンタ本体とカットシートフィーダのギヤが
うまくかみ合っているか確認してください。 
s本書170 ページ「カットシートフィーダの取り付け」 

t カットシートフィーダのエッジガイドの間隔が狭すぎませんか？

エッジガイドの間隔が狭いと、用紙がなめらかに給紙できないことがあります。エッ
ジガイドを、用紙が楽に上下できる程度の幅に調整してください。 
s本書172 ページ「カットシートフィーダの使い方」 

t カットシートフィーダにセットされている用紙が最後の1枚ではありませんか？

最後の 1 枚は、給紙されないことがあります。カットシートフィーダの用紙が残り少
なくなったら、新しい用紙を加えてください。 

t ［給紙 /排紙］スイッチを押して排紙していませんか？

［印刷可］スイッチを押して、用紙チェック状態を解除します。用紙カット位置/ ビン
選択ランプが点灯していることを確認してください。排紙するときは、［改行/ 改ペー
ジ］スイッチを押し続けてください。
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一度に2 枚以上の用紙が送られる 

t カットシートフィーダにセットしてある用紙の枚数が多すぎませんか？

カットシートフィーダで使用できる用紙の枚数を確認してください。 
s本書167 ページ「使用できる用紙の種類」 

t 用紙と用紙が静電気などでくっついていませんか？

用紙は、セットする前に十分さばいておいてください。

用紙が曲がって送られる 

t 用紙に折り目やしわがありませんか？

使い古しの紙や、折れ曲がった紙はうまく紙送りされず、プリンタ内で引っかかるこ
とがあります。新しい用紙を使用してください。 

t カットシートフィーダのエッジガイドの間隔が広すぎませんか？

エッジガイドを用紙の幅に合わせて調整してください。 
s本書172 ページ「カットシートフィーダの使い方」 

t 用紙は仕様に合っていますか？

仕様にあった用紙を使用してください。

単票紙の手差しができない 

t 用紙を差し込む位置は合っていますか？

用紙ガイド（前）から給紙してください。 
s本書142 ページ「用紙ガイド（前）からの給紙」 

t エッジガイドの位置は間違っていませんか？

左側のエッジガイドを左端に移動し、ガイドマークに合わせます。右側のエッジガイ
ドを用紙の幅に合わせます。 
s本書142 ページ「用紙ガイド（前）からの給紙」
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レリースレバーを単票給紙位置に設定したのに連続紙が送られる 

t レリースレバーを切り替える前に、連続紙が排紙されていることを確認しましたか？

レリースレバーを切り替える前に、［給紙/ 排紙］スイッチを押して連続紙をトラクタ
の位置まで完全に排紙してください。用紙チェックランプが点灯していることを確認
してから、レリースレバーを単票給紙位置に切り替えてください。 
s本書177 ページ「トラクタからカットシートフィーダへの切り替え」
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オプションのインターフェイスカードを使用すると
うまく印刷されない

印刷ができない、印刷がおかしい 

t プリンタのインターフェイス設定を間違えていませんか？

オプションのインターフェイスが使用できるようにプリンタの設定値を変更してくだ
さい。 
s本書154 ページ「設定値を変更する」 

t インターフェイスカード上のディップスイッチやジャンパーの設定は合っています

か？

インターフェイスカードの取扱説明書を参照して、設定し直してください。 

t オペレーティングシステムやアプリケーションソフト上の設定は合っていますか？

オペレーティングシステムやアプリケーションソフトの説明書を参照して、同じ条件
に設定してください。 

t インターフェイスカードとコンピュータの条件設定は一致していますか？

それぞれの説明書を参照して、同じ条件に設定してください。 

t インターフェイスカードが外れていませんか？

正しく取り付けられていることを確認してください。 
s本書165 ページ「インターフェイスカードの取り付け」 

t インターフェイスカードは仕様に合っていますか？

仕様にあったインターフェイスカードを使用してください。 
s本書161 ページ「インターフェイスカード」
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その他のトラブル

印刷中に印刷速度が遅くなった、途中で止まった
印刷中に印刷可ランプが点滅をして印刷速度が遅くなったり、印刷を停止した場合は、
ヘッドホット状態（プリントヘッドの温度が許容範囲を超えた高温になったために自
動的に印刷が中断された状態）になっている可能性があります。プリントヘッドの温
度が下がると自動的に印刷を再開しますので、しばらくそのままでお待ちください。

印刷速度が遅くなった
低温環境下でプリンタを動作させると、コールドモード（プリントヘッドの温度が許
容範囲以下になっているために、自動的に印刷速度を低速にしている状態）になる可
能性があります。プリントヘッドの温度が上がると、自動的に通常の印刷速度に戻り
ますので、しばらくそのままで印刷継続してください。
また、複写枚数の多い用紙や厚い紙などに印刷する場合、印刷品質を確保するために
印刷速度を落として動作することがあります。故障ではありませんので、安心してお
使いください。

結露について
プリンタ内部に結露が発生すると、［電源］スイッチをオンにしてもランプが点灯する
だけでプリンタが動作しないことがあります。
その場合は、一旦［電源］スイッチをオフにし、プリンタカバーを開けた状態でしば
らくお待ちください。その後、再度［電源］スイッチをオンにして、プリンタが正常
に動作すればプリンタの故障ではありませんので、そのままお使いください。

漏洩電流について
多数の周辺機器を接続している環境下では、本機に触れた際に電気を感じることがあ
ります。このようなときには、本機または本機を接続しているコンピュータなどから
アース（接地）を取ることをお勧めします。本機からアースを取る場合には、エプソ
ンの修理窓口までお問い合わせください。 
s本書260 ページ「保守サービスのご案内」
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どうしても解決しないときは
「困ったときは」の内容を確認しても、現在の症状が改善されない場合は、トラブルの
原因を判断してそれぞれのお問い合わせ先へご連絡ください。

プリンタ本体の故障なのか、ソフトウェアのトラブルなのかを判断します。
→動作確認実行

本機は、プリンタの機能が正常に動作しているかを確認するための印字パターンをプ
リンタ内部に持っています。コンピュータと接続していない状態で印刷できるので、プ
リンタの動作や印刷機能に問題がないかを確認できます。 

A ［電源］スイッチをオフにし、インターフェイスケーブルを取り外します。 

B 連続紙をセットします。 

C ［改行 /改ページ］または［給紙/ 排紙］どちらかのスイッチを押したまま、［電源］ス

イッチをオンにします。

正常に印刷できない場合
保守契約店（保守契約されている場合）または販売店またはエプソンの修理窓口へご
相談ください。保守サービスについては、以下のページを参照してください。 
s本書260 ページ「保守サービスのご案内」

正常に印刷できる場合
プリンタは故障していません。続いて、プリンタドライバ類のトラブルなのか、アプ
リケーションソフトのトラブルなのかを判断します。判断のしかたは、次の項目を参
照してください。

プリンタドライバ類のトラブルなのか、アプリケーションソフトのトラブルなのか
を判断します。

Windows 標準添付の（Windows3.1/NT3.51 を除く）ワードパッドで簡単な印刷が行
えるかどうかを確認します。 

s本書52 ページ「印刷手順」
ワードパッドを起動した後、数文字入力してからファイルメニューの［印刷］を実行
します。
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正常に印刷できない場合
プリンタドライバのインストール・設定・バージョンなどに問題があると考えられま
す。プリンタドライバをインストールし直してください。 
s本書95 ページ「プリンタソフトウェアの削除」 
s本書46 ページ「プリンタソフトウェアのインストール」

正常に印刷できる場合 
• プリンタドライバをバージョンアップすることにより、正常に印刷できるようにな
る場合があります。プリンタドライバをバージョンアップしてみてください。 
s本書265 ページ「最新のプリンタドライバの入手方法」 

• お使いのアプリケーションソフトでの設定が正しくされていない可能性がありま
す。各アプリケーションソフトの取扱説明書を確認して、アプリケーションソフト
のお問い合わせ先へご相談ください。 
p

それでもトラブルが解決できない場合は、エプソンインフォメーションセン
ターへご相談ください。インフォメーションセンターの問い合わせ先は、本書
の裏表紙をご覧ください。
お問い合わせの際は、お使いの環境（コンピュータの型番、アプリケーション
ソフトの名称やバージョン、その他周辺機器の型番など）と、本機の名称、製
造番号をご確認の上、ご連絡ください。
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プリンタのお手入れ
プリンタをいつも良好な状態で使用できるように、定期的にプリンタのお手入れをし
てください。 
• ［電源］スイッチをオフにして、電源プラグをコンセントから外し、柔らかいブラシ
でほこりを払います。 

• 汚れがひどいときには、水に中性洗剤を少量入れたものを用意します。そこに柔ら
かい布を浸し、よく絞ってから汚れをふきとります。最後に乾いた柔らかい布で水
気をふき取ります。 

abc プリンタ内部に水気が入らないように、プリンタカバーは閉じてください。プ
リンタ内部が濡れると、電気回路がショートすることがあります。 

w

 

• ベンジン、シンナー、アルコールなどの揮発性の薬品は使用しないでくださ
い。プリンタの表面が変質・変形するおそれがあります。 

• 硬いブラシを使用しないでください。プリンタケースを傷付けることがあり
ます。 

• プリンタ内部に潤滑油を注油しないでください。プリンタメカニズムが故障
するおそれがあります。潤滑油の補給が必要な場合には、販売店またはエプ
ソンの修理窓口にご連絡ください。 

s本書 260ページ「保守サービスのご案内」
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プリンタの運搬
本機を輸送する場合は、プリンタを衝撃から守るために十分注意して梱包してくださ
い。 

A ［電源］スイッチをオフにします。

用紙がプリンタ内に残っている場合は、［給紙/ 排紙］スイッチを押して取り除いてお
きます。 

B 電源プラグとインターフェイスケーブルを外します。

電源プラグをコンセントから抜きます。インターフェイスケーブルをプリンタから取
り外します。 

C 用紙ガイド、およびオプションのカットシートフィーダを外します。

以下のページを参照し、取り付けと逆の手順で行ってください。 
s本書32 ページ「用紙ガイドの取り付け」 
s本書170 ページ「カットシートフィーダの取り付け」 

D リボンカートリッジを取り外します。

以下のページを参照し、取り付けと逆の手順で行ってください。 
s本書29 ページ「リボンカートリッジの取り付け」 

E プリントヘッドを固定する保護具を取り付けます。

輸送用固定ネジ（赤いネジ）をリアプッシュトラクタの下にあるネジ穴に取りつけま
す。 

F プリンタカバーを閉じます。 
p

輸送後、プリンタを使用する前にこのネジを外してください。ネジはなくさな
いように保管してください。
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G 次のイラストのように梱包します。 
w

プリンタの輸送時には、上下を逆にしないでください。
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プリンタの仕様
プリンタの技術的な仕様について記載します。

基本仕様 

• 印字方式　　　　　　　インパクトドットマトリクス 
• ピン配列　　　　　　　24 ピン 
• 印字方向　　　　　　　双方向最短距離印字（ロジカルシーキング付き） 
• 印字桁数/ 印字速度　　
最大印字幅　　　　　　345mm
英数カナ文字

英数カナ文字

漢字

（）内は半角文字間スペース補正時を示す
CPL・・・Characters Per Line
CPI・・・Characters Per Inch
CPS・・・Characters Per Second 
• 紙送り方式　　　　　　フリクションフィード（フロント、リア）
　　　　　　　　　　　紙幅可変プッシュトラクタフィード（フロント、リア）
　　　　　　　　　　　紙幅可変プッシュプルトラクタフィード（フロント、リア）
　　　　　　　　　　　紙幅可変プルトラクタフィード（フロント、リア、ボトム）
　　　　　　　　　　　カットシートフィーダ（オプション：ビン1、ビン 2） 

• 改行間隔　　　　　　　4.23mm｛1/6 インチ｝、（コントロールコードで 4.23mm
　　　　　　　　　　　｛1/6インチ｝、3.18mm｛1/8 インチ｝あるいは0.07mm｛1
　　　　　　　　　　　/360 インチ｝単位に設定可能） 

• 改行速度　　　　　　　33ms/ 行（行間隔4.23mm｛1/6 インチ｝）
　　　　　　　　　　　127mm｛5 インチ｝／秒（連続送り時） 

• 入力データバッファ　　約64KByte（受信バッファ切替可）

文字ピッチ
（CPI）

印字桁数
（CPL）

印字速度（CPS）

ドラフト 高品位

ノーマル コピー ノーマル コピー

10 136 360 240 120 80

印字モード 印字ピッチ
（CPI）

印字桁数
（CPL）

印字速度（CPS）

高速 高品位

ノーマル コピー ノーマル コピー

全角 6.7 90 160 80 80 53
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文字仕様

用紙仕様
＜連続紙（連続複写紙）＞

＜連続ラベル紙＞

英数カナ文字 漢字

文字コード カタカナコード
拡張グラフィックスコード
マルチリンガル

JIS X0208-1990準拠

文字種 英数カナ文字
グラフィックス
拡張グラフィックス
国際文字

第１水準、第２水準

書体 EPSON ROMAN
EPSON SANSSERIF
EPSON OCR-B

明朝体、ゴシック体

バーコード書体 JAN 準拠、JAN 短縮、Interleaved2of5、UPC-A、UPC-E、Code39、
Code128、POSTNET

項目 １枚紙 複写紙

品質 上質紙、再生紙 ノンカーボン紙

用紙幅 101.6 ～ 406.4mm｛4.0～ 16インチ｝

用紙折り畳み長 101.6 ～ 558.8mm｛4.0～ 22インチ｝

用紙厚 0.065～ 0.36mm

用紙重量 45～ 70kg 34 ～ 50kg（1枚当たり）

コピー枚数 ― 最大 6枚（オリジナル＋ 5枚）

項目 詳細

品質 上質紙

台紙用紙幅 101.6 ～ 406.4mm｛4.0～ 16.0インチ｝

台紙折り畳み長 101.6 ～ 558.8mm｛4.0～ 22.0.インチ｝

推奨ラベルサイズ 幅 63.5mm以上、長さ 23.8mm以上、R2.5mm 以上

用紙厚（台紙を含む） 0.16～ 0.19mm

ラベル重量 55kg
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＜単票紙（単票複写紙）＞

＜ハガキ＞

電気関係仕様 

• 定格電圧 AC100V 
• 入力電圧範囲 AC90 ～ 110V 
• 定格周波数 50 ～60Hz 
• 入力周波数範囲 49.5 ～ 60.5Hz 
• 定格電流 1.0A（最大 4.0A） 
• 消費電力
連続印刷時平均 約52W（ISO/IEC10561 レターパターン印刷時）
低電力モード時 約8W 

• 絶縁耐力 AC1000V RMS1分または AC1200V RMS1秒

項目 １枚紙 複写紙

品質 上質紙、普通紙、PPC用紙、再生紙 ノンカーボン紙

種類 ― 天のり（用紙ガイド（上））
天のり、横のり（用紙ガイド（前））

用紙幅 100 ～ 420mm｛3.9～ 16.5インチ｝

用紙長 100 ～ 420mm｛3.9～ 16.5インチ｝（用紙ガイド（上））
148 ～ 420mm｛5.8～ 16.5インチ｝（用紙ガイド（前））

用紙厚 0.065～ 0.14mm 0.12 ～ 0.36mm

コピー枚数 ― 最大 6枚（オリジナル＋ 5枚）

用紙重量 45 ～78kg 34 ～ 50kg（1枚当たり）

項目 詳細

品質 郵便ハガキ（通常ハガキ） 郵便往復ハガキ

用紙幅 100mm 148mm

用紙長 148mm 200mm

用紙厚 約 0.22mm

用紙重量 165kg 相当
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総合仕様 

• 信頼性
　平均総印字量 2,400万行 
• プリントヘッド寿命 4億ドット（１ピンあたり） 
• 温度
　動作時 5～ 35℃
　保存時 -30 ～ 60 ℃ 
• 湿度
　動作時 10 ～80％（非結露）
　保存時 0～ 85％（非結露） 
• 一般室温環境 複写紙、郵便ハガキ、ラベル印刷時
　温度 15～ 25℃
　湿度 30 ～60％（非結露） 
• プリンタ本体重量 約 13kg 
• プリンタ本体外形寸法幅 639mm×奥行き 402mm×高さ 268mm 
• カートリッジリボン寿命 800 万字（1文字を48ドット構成とした場合）
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インターフェイス仕様
パラレルインターフェイス（フォワードチャネル） 
• データ転送方式　　　　　8ビットパラレル 
• 同期方式　　　　　　　　外部供給STROBE パルス信号 
• ハンドシェイク　　　　　ACKNLGおよび BUSY信号 
• ロジックレベル　　　　　入力データおよびコントロール信号はTTL レベル 
• 適合コネクタ　　　　　　57-30360（アンフェノール）の36 ピンまたは同等品
　　　　　　　　　　　　　（インターフェイスケーブルは必要最短距離とすること）

入力信号（コネクタ端子の信号配列と信号の説明）

ピン番号
リターン側
ピン番号

信号名 発信元 機能

1 19 STROBE センタマシン データを読み込むためのストローブパ
ルス。パルス幅は受信端にて 0.5μs以
上必要。定常状態では“HIGH”であり、
“LOW”となった後にデータを読み込
む。

2
3
4
5
6
7
8
9

20
21
22
23
24
25
26
27

DATA1
DATA2
DATA3
DATA4
DATA5
DATA6
DATA7
DATA8

センタマシン 各信号はパラレルデータの 1 ビット目
から8ビット目までの情報を表します。
“HIGH”はデータが“1”であり、“LOW”
はデータが“0”であることを示します。

10 28 ACKNLG プリンタ “LOW”はプリンタがデータを受け取
り、次のデータを受け付ける用意がで
きていることを示す。パルス幅は約
5μsである。

11 29 BUSY プリンタ “HIGH”はプリンタがデータを受け取
れないことを示す。逆に“LOW”はプ
リンタがデータを受け取れることを示
す。この信号が“HIGH”になれるのは
次の場合である。
①データエントリー中
②エラー状態
③バッファフル
④イニシャライズ中または“INIT”信
号が“LOW”の間
⑤テスト印刷、設定モード中

12 28 PE プリンタ “HIGH”はプリンタに用紙が無いこと
を示す。
（ERROR＝“LOW”の場合に有効）

13 28 SLCT プリンタ 常時“HIGH”レベル。1.0kΩ で +5V
にプルアップされている。

14 30 AFXT センタマシン 未使用
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• “LOW”アクティブ信号の場合には、信号名の上に横棒が付いています。 
• リターン側とは、ツイストペアリターンを意味し、信号グランドレベルに接続しま
す。なお、インターフェイスについて、各信号は必ずツイストペア線を使用して、
リターン側についても必ず接続します。
さらに、このケーブルにはシールドを行い、センタマシンとプリンタのシャーシグ
ランドに接続することでノイズ対策に効果があります。 

• インターフェイス条件は、すべてTTLレベルを基準とします。プリンタ出力の立ち
上がり、立ち下がり時間を120ns 以下とします。 

• センタマシン出力の立ち上がり、立ち下がり時間を200ns 以下とします。 
• ACKNLGまたはBUSY信号を無視してのデータ転送は行わないでください。（プリン
タへのデータ転送は、ACKNLGを確認するか、BUSY が“LOW”状態のときに行っ
てください）

15 --- NC --- 使用していません。

16 --- GND --- ツイストペアリターン用グランド

17 --- Chassis --- プリンタのシャーシのグランド

18 --- Logic H --- 常時“HIGH”レベル。3.9kΩ で +5V
にプルアップされている。

19～ 30 --- GND --- ツイストペアリターン用グランド

31 30 INIT センタマシン パルス幅 50μs以上の“LOW”パルス
入力によりプリンタは初期状態にセッ
トされる。

32 29 ERROR プリンタ “LOW”はプリンタがエラー状態にある
ことを示す。（フェイタルエラー、紙無
しエラー、カバーオープンエラー）

33 --- GND --- ツイストペアリターン用グランド

34 --- NC --- 未使用

35 --- +5V --- 常に“HIGH”状態。1.0kΩ で +5V に
プルアップされています。

36 30 SLCTIN --- 未使用

ピン番号
リターン側
ピン番号

信号名 発信元 機能
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パラレルインターフェイスタイミングチャート

パラレルインターフェイス（リバースチャネル） 

• データ転送方式　　　IEEE-1284 ニブルモード 
• 同期方式 　　　　　IEEE-1284 準拠 
• ハンドシェイク　　　IEEE-1284 準拠 
• ロジックレベル　　　TTLレベル（IEEE-1284 レベル１対応機器） 
• データ転送タイミング IEEE-1284 準拠

入力信号　（コネクタ端子の信号配列と信号の説明）

ピン番号
リターン側
ピン番号

信号名 発信元 機能

1 19 HostClk センタマシン ホスト側のクロック信号。

2
3
4
5
6
7
8
9

20
21
22
23
24
25
26
27

DATA1
DATA2
DATA3
DATA4
DATA5
DATA6
DATA7
DATA8

センタマシン 各信号はパラレルデータの 1 ビット目
から8ビット目までの情報を表します。
“HIGH”はデータが“1”であり、“LOW”
はデータが“0”であることを示します。

10 28 PtrClk プリンタ プリンタ側のクロック信号

11 29 PtrBusy/
DataBit-3,7

プリンタ プリンタ側の BUSY 信号およびリバー
スチャネルでのデータビット 3 または
データビット 7

ACKNLG

BUSY

DATA

STROBE

data byte n data byte n+1

thold

tstbtsetup

tready tbusy

treply tack tnbusy

tnext

パラメータ�
tsetup�
thold�
tstb�
tready�
tbusy�
treply�
tack�
tnbusy�
tnext

最小値�
500 nsec�
500 nsec�
500 nsec�
0�
－�
－�

500 nsec�
0�
0

最大値�
－�
－�
－�
－�

500 nsec�
－�
10 us�
－�
－�
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初期化
次の 2 通りの方法で初期化（イニシャライズ）されます。ただし、いずれの初期化の
場合も、操作パネルで設定した初期設定値になるとともに操作パネルの設定で変更さ
れた値は保持されます。

12 28 AckDataReq/
DataBit-2,6

プリンタ Acknowledgeデータ要求信号およびリ
バースチャネルでのデータビット 2 ま
たはデータビット 6

13 28 Xflag/
DataBit-1,5

プリンタ X-flag 信号およびリバースチャネルで
のデータビット 1またはデータビット

14 30 HostBusy センタマシン ホスト側の BUSY信号

15 --- NC --- 未使用

16 --- GND --- ツイストペアリターン用グランド

17 --- Chassis --- プリンタのシャーシのグランド

18 --- Logic H プリンタ “HIGH”はプリンタが出力するすべて
の信号が有効であることを示します。
3.9kΩ で +5V にプルアップされてい
る。

19～ 30 --- GND --- ツイストペアリターン用グランド

31 30 INIT センタマシン 使用していません。

32 29 Data Avail/
DataBit-0,4

プリンタ Data available 信号およびリバース
チャネルでのデータビット 0 または
データビット 4

33 --- GND --- ツイストペアリターン用グランド

34 --- NC --- 未使用

35 --- +5V プリンタ 常に“HIGH”状態。1.0kΩ で +5V に
プルアップされています。

36 30 1284-Active センタマシン 1284 active 信号

ハードウェア初期化 ソフトウェア初期化

方法 電源を再投入あるいはプリンタがパラ
レルインターフェイスから INIT を信号
を受信

ソフトウェア初期化ソフトウェア初期
化 ESC@コード（プリンタの初期化）を
送る

初期化内容 ・プリンタメカニズム
・入力データバッファ
・ダウンロード文字、外字
・プリントバッファ

・プリントバッファ

ピン番号
リターン側
ピン番号

信号名 発信元 機能
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コントロールコード表
本プリンタはEPSON ESC/PTM の ESC/P24-J84に準拠したコントロールコードで動
作します。以下に使用できるコントロールコードの一覧を示します。各コントロール
コードの詳細は、別売の「EPSON ESC/P リファレンスマニュアル」を参照してくだ
さい。

機能 コントロールコード パラメータの範囲

印字・紙送り 印字復帰 CR

改行 LF

改ページ FF

n/180インチ順方向紙送り ESC J n 0 ≦n≦ 255 （n/180インチ）

印字領域設定 行単位ページ長設定 ESC C n 1 ≦n≦ 127 （n行）

インチ単位ページ長設定 ESC C 0 n 1 ≦n≦ 22 （nインチ）

ミシン目スキップ設定 ESC N n 1 ≦n≦ 127 （n行）

ミシン目スキップ解除 ESC O

右マージン設定 ESC Q n 1 ≦n≦ 255 （n：桁数）

左マージン設定 ESC l n 0 ≦n≦ 255 （n：桁数）

改行量設定 1/8インチ改行量設定 ESC 0

1/6インチ改行量設定 ESC 2

n/180インチ改行量設定 ESC 3 n 0 ≦n≦ 255 （n/180インチ）

n/360インチ改行量設定 ESC + n 0 ≦n≦ 255 （n/360インチ）

タブ設定 水平タブ位置設定 ESC D [n]k NUL 1 ≦n≦ 255 （n：桁数）

1 ≦k ≦ 32 　　（k：タブ数）

垂直タブ位置設定 ESC B [n]k NUL 1 ≦n≦ 255 （n：桁数）

1 ≦k ≦ 16 　　（k：タブ数）

水平タブ実行 HT

垂直タブ実行 VT

絶対水平位置指定 ESC $ n1 n2 0≦(n1＋n2×256)≦右マー
ジン位置

（n1＋n2 ×256：ドット数）
（n1：ドット数を256 で割った値の余り）
（n2：ドット数を256 で割った値の商）

相対水平位置指定 ESC ¥ n1 n2 左マージン位置≦ (n1＋ n2 ×
256) ≦右マージン位置

（n1＋n2 ×256：ドット数）
（n1：ドット数を256 で割った値の余り）
（n2：ドット数を256 で割った値の商）
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文字セット 文字品位選択 ESC x n n ＝ 0，1

書体選択 ESC k n n ＝ 0，1

プロポーショナル文字指定/解除 ESC p n n ＝ 0，1

10cpi 指定 ESC P

12cpi 指定 ESC M

15cpi 指定 ESC g

スーパー/ サブスクリプト指定 ESC S n n ＝ 0，1

スーパー/ サブスクリプト解除 ESC T

ライン付き文字選択 ESC (- n1 n2 m d1 d2 n1＝ 3
n2＝ 0
m ＝1
d1＝ 1，2，3　　　（d1：線位置）

0 ≦d2≦ 255　　　　　（d2：線種）

自動解除付き倍幅拡大指定 SO

縮小指定 SI

縮小解除 DC2

自動解除付き倍幅拡大解除 DC4

アンダーライン指定／解除 ESC - n n ＝ 0，1

縦倍拡大指定／解除 ESC w n n＝ 0，1

国際文字選択 ESC R n 0 ≦n≦ 12 （n：国際文字の番号）

文字コード表選択 ESC t n n ＝ 1，3

機能 コントロールコード パラメータの範囲
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文字定義 ダウンロード文字定義 ESC & 0 n m [a0 a1 a2
p1...pk]m-n+1

32 ≦ n≦ m≦127
0 ≦a0 ≦127
0 ≦a1 ≦37
－ 128≦ a2≦ 127
0 ≦p1...pk ≦255

（m－n ＋1：登録文字数）
（n：開始コード）
（m：終了コード）
（a0：左スペース）
（a1：文字幅）
（a2：右スペース）
（p1...pk：データ）

ダウンロード文字セット指定/解
除

ESC ％ n n＝ 0，1

文字セットコピー ESC : 0 n S n ＝ 0
s ＝ 0

文字間スペース量設定 ESC SP n 0 ≦n≦ 127　　　（n：ドット数）

イタリック指定 ESC 4

イタリック解除 ESC 5

強調指定 ESC E

強調解除 ESC F

二重印字指定 ESC G

二重印字解除 ESC H

文字スタイル選択 ESC q n n ＝ 0，1，2，3

倍幅拡大指定／解除 ESC W n n＝ 0，1

一括指定 ESC ! n 0 ≦n≦ 255

（n：指定または解除の値の和）

漢字文字セット 漢字モード指定 FS &

漢字モード解除 FS .

漢字書体選択 FS k n n ＝ 0，1

自動解除付き倍幅拡大指定 FS SO

半角文字指定 FS SI

半角文字解除 FS DC2

自動解除付き倍幅拡大解除 FS DC4

1/4角文字指定 FS r n n ＝ 0，1

漢字文字定義 外字定義 FS 2 a1 a2 [d]k a1 ＝ 77H
21H ≦ a2≦ 7EH

0 ≦d≦ 255
k ＝72

（a1,a2：外字コード）
（a1：第1バイト）
（a2：第2バイト）
（[d]k：データ）

機能 コントロールコード パラメータの範囲
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漢字ピッチ調整 全角文字スペース量設定 FS S n1 n2 0 ≦n1≦ 127
0 ≦n2≦ 127

（n1：左スペース量(n1/180インチ )）
（n2：右スペース量(n2/180インチ )）

半角文字スペース量設定 FS T n1 n2 0 ≦n1≦ 127
0 ≦n2≦ 127

（n1：左スペース量(n1/180インチ )）
（n2：右スペース量(n2/180インチ )）

漢字装飾 漢字縦書き指定 FS J

漢字横書き指定 FS K

半角縦書き2文字指定 FS D [d]k k ＝4

4倍角指定／解除 FS W n n＝ 0，1

漢字アンダーライン指定／解除 FS - n n ＝ 0，1，2

漢字一括指定／解除 FS ! n 0 ≦n≦ 255

（n：指定または解除の値の和）

ビットマップ
イメージ選択

ビットイメージ選択 ESC * m n1 n2 [d]k m ＝0～4，6，32，33，38～40
0 ≦n1≦ 255
0 ≦n2≦ 19
j ＝ 1，3
k ＝(n1＋ n2 × 256)× j

（m：選択するビットイメージ）
（n1＋n2 ×256：水平方向ドット数）
（n1：水平方向ドット数を256 で割った値
の余り）

（n2：水平方向ドット数を256 で割った値
の商）

（[d]k：データ）

ビットイメージリピート選択 ESC * m r1 r2 n1 n2 [d]k m ＝167
0 ≦r1≦ 255
0 ≦r2≦ 19
0 ≦n1≦ 180
n2＝ 0
j ＝ 3
k ＝ (n1＋ n2× 256) × j

（m：選択するビットイメージ）
（r1＋ r2 ×256：ビットイメージを
繰り返す回数）

（r1：回数を256 で割った値の余り）
（r2：回数を256 で割った値の商）
（n1＋n2 ×256：ビットイメージを
繰り返す回数）

（n1：回数を256 で割った値の余り）
（n2：回数を256 で割った値の商）
（[d]k：データ）

初期化 初期化 ESC ＠

キャリッジ制御 単方向印字指定/ 解除 ESC U n n ＝ 0，1

漢字高速印字指定/ 解除 FS x n n ＝ 0，1

機能 コントロールコード パラメータの範囲
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CSF 制御 カットシートフィーダ制御 ESC EM n n＝“1”,“2”,“R”

その他 半角文字スペース量補正 FS U

半角文字スペース量補正解除 FS V

ページ長設定 ESC (C n1 n2 m1 m2 n1＝ 2
n2＝ 0
0 ＜(m1 ＋ m2× 256) ×基準
ユニット≦ 22 インチ

ページフォーマット設定 ESC (c n1 n2 tL tH bL
bH

n1＝４
n2＝ 0
0 ≦ (tL ＋ tH × 256) ×基準
ユニット＜ (bL＋bH× 256)
×基準ユニット≦ 22 インチ

バーコード印字 ESC (B n1 n2 j m s v1 v2
c [d]k

0 ≦n1≦ 255
0 ≦n2≦ 127
0 ≦j ≦ 7
2 ≦m≦ 5
-3 ≦ s≦ 3
45≦(v1＋v2×256)≦3960
0 ≦c ≦ 255
k=n1 ＋n2× 256

（n1＋n2 ×256：データ数＋ 6）
（j：バーコード種）
（m：最小モジュール幅）
（s：白バー微調整）
（v1＋v2×256：高さ）
（c：付加 ,印字等）
（[d]k：データ）

機能 コントロールコード パラメータの範囲
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英数カナ文字コード表

カタカナコード表

拡張グラフィックスコード表
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マルチリンガルコード表

国際文字
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漢字コード表
この漢字コード表はJIS X0208-1990 に準拠しています。

漢字コード表
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旧 JIS との違いについて
本機では、JISX0208-1990 に準拠した漢字コードを搭載しています。
JIS 漢字コードは、改訂によって字形を変更したり、字形を追加したり、または位置を
変更したりしているため、使用するコンピュータやソフトウェアによっては画面に表
示される字形と印刷される字形が異なる場合があります。ここでは、プリンタに搭載
しているJIS 漢字コード（新JIS コード）と、旧JIS コードの違いについて説明します。

JIS X0208-1990で追加された字形
（JIS X0208-1983 に追加）

JIS X0208-1990／旧 JISの字形変更
旧JIS（JIS C6226-1978）から字形を変更し、旧JIS の字形を新たに追加した漢字

16 進 JIS X0208-1990

7425 凛

7426 煕
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第 1水準と第 2水準の位置を変えた漢字

＊第1 水準と第 2水準の位置を変え、字形も変更した文字
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JIS X0208-1990で字形を変更した漢字
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p
漢字コード表は JIS X0208-1990 に準拠しています。使用するコンピュータま
たはソフトウェアによっては、画面上に現れる漢字と実際に印刷される漢字が
異なることがあります。それは、コンピュータ側で旧 JIS を使用している場合
があるからです。
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PC-98 系コンピュータでお使いになる場合
エプソンPCシリーズおよびNEC PC-98シリーズのコンピュータと接続して使用する
場合、次の点に注意してください。

ハードコピー 

• BASIC プログラム中での COPY命令は使用しないでください。 
• ハードコピーはNEC PC-PR201Hに比べ、縦方向に約8/9倍になる場合があります。

リスト出力
「漢字が印刷されない」または「英数カナ文字と漢字の比が 1：2 にならない」ことが
あります。

PC-PR201H との違い
PC-PR201H とは、最小分解能と漢字構成ドットが次のように違うため、印刷結果が
多少異なる場合があります。

画面ハードコピー、縦罫線、グラフィックなどの縦方向の連続印刷は、PC-PR201H に
比べて約 8/9 倍になることがあります。しかし、プリンタのページ長には影響はあり
ません。 

p
MS-DOSのバージョンにより、漢字と英数カナ文字の比率を設定できるものが
あります。設定はコンピュータのメモリスイッチで行います。しかし、DISK-
BASIC では漢字と英数カナ文字の比を変更することはできません。

相違点 PC-PR201H

最小分解能（インチ） 1/160

漢字構成ドット（縦×横） 22× 22
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EPSON Remote!について

DOS 版またはNetWare版 EPSON Remote!
EPSON Remote!は、DOS 環境またはNetWare 環境で利用できるユーティリティソフ
トウェアです。それぞれの環境でプリンタの各種設定をコンピュータから変更するこ
とができます。

● EPSON Remote!は、コンピュータを使用している環境に応じて、DOS 版、NetWare
版の中からどれかを選んで使用します。

EPSON Remote!は、設定する内容や、目的に応じて次のユーティリティを選択するこ
とができます。

スタートアップユーティリティ
プリンタの初期設定値（電源投入時の設定）を変更するユーティリティです。プリン
タのパネル設定で行えるおもな項目の設定が変更できます。変更した内容はプリンタ
に記憶され、電源スイッチをオフにしても、設定は保持されます。

設定ユーティリティ
設定できる項目を使用頻度の高い項目に絞ったユーティリティです。設定を変更して
も、リセット／電源オフ／プリンタモード変更のいずれかの操作によって変更前の状
態に戻ります。

簡易設定ユーティリティ
設定ユーティリティで設定した内容をファイルとして保存できます。印刷する前に
ファイルの実行コマンドを実行するだけで、プリンタの各種設定を一度に変更できま
す。設定を変更しても、リセット／電源オフ／プリンタモード変更のいずれかの操作
によって変更前の状態に戻ります。

DOS版（98用、DOS/V 用） DOS アプリケーションを使って印刷する場合に使用します。印刷の基
本的な設定はアプリケーションソフトで行います。しかし、ソフトに
よっては一部設定が変更できないことがあります。そのような場合に、
EPSON Remote!をご利用ください。

NetWare版 NetWare 環境下で印刷する場合に使用します。NetWare 版 EPSON
Remote!には、EPSON PCシリーズ /NEC PC-9800シリーズ用のMS-
DOS 版と、DOS/Vコンピュータ用の DOS/V版があります。クライア
ント側のシステムに合わせて選択してください。

ユーティリティ名 98 用 DOS/V 用

DOS 版 スタートアップユーティ
リティ

PRNSET PRNSETDV

設定ユーティリティ PANEL PANELDV

簡易設定ユーティリティ PSET PSETDV

NetWare版 設定ユーティリティ EPREMOTE 98 EPREMOTE DOSV

簡易設定ユーティリティ PNETSET
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DOS で EPSON Remote! を使う

システム条件
使用する場合のハードウェア条件は以下のとおりです。

インストール 

A DOSを起動します。

DOS が起動すると、画面にプロンプト（A:¥>など）が表示されます。 

B EPSONプリンタドライバ・ユーティリティCD-ROMをセットします。

フロッピーディスクをお使いの場合は、「セットアップディスク 1」をセットします。 

C ディスクをセットしたドライブ名と実行コマンド（SETUP）を半角で入力し、リター

ンキーを押します。

セットアップ画面が表示されます。
例：A:¥>B:¥SETUP
下線部のみ入力します。ディスクをBドライブにセットした場合。

ドライブ名はコンピュータにより異なります。コンピュータの取扱説明書で使用する
ドライブ名を確認してください。

使用できるコンピュータ： エプソン PC シリーズ
NEC PC-9801 シリーズ、PC-9821 シリーズ、PC-H98 シリーズ
（ディスプレイ解像度：ノーマル／ハイレゾモード）
各社 DOS/V仕様コンピュータ

使用できる OS： MS-DOS Ver3.1 以上
DOS/V Ver5.x 以上 

p
DOS/V 対応コンピュータで EPSON Remote! を使用する場合は、以下の点に注
意してください。 
• CONFIG.SYSファイルに［DEVICE=PRNESCP.SYS］＊がある場合は、これ
を削除してください。
＊お使いの DOS のバージョンにより異なる場合があります。 

• CONFIG.SYSファイルに［DEVICE=ANSI.SYS］がない場合は、これを追加
してコンピュータを再起動してください。 

• DOS/V の動作モードは、日本語モードにしておいてください。 

p
EPSON Remote! は、Windows 上の「DOS プロンプト」画面からはインストー
ルできません。必ず通常のDOS 画面上でインストールを行ってください。
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D お使いの機種名にカーソルを移動し、リターンキーを押します。

インストール先ディレクトリの確認画面が表示されます。 

E インストール先ディレクトリを確認し、よければリターンキーを押してインストール

を実行します。 

F 終了のメッセージが表示されたら、何かキーを押してください。

DOS プロンプトに戻ります。 
p

 

• インストール先ディレクトリについて
初期値では、ルートディレクトリに EPREMOTE ディレクトリを作成し、そ
の中にユーティリティをインストールします。 

• ユーティリティの起動用バッチファイルについて
ユーティリティの起動用バッチファイルはルートディレクトリにインス
トールされます。起動用バッチファイルは以下のとおりです。
スタートアップユーティリティ：PRNSET.BAT
設定ユーティリティ：PANEL.BAT 

• バッチファイルを実行しても EPSON Remote! が起動しない場合、バッチ
ファイルのあるディレクトリ（初期値はルートディレクトリ）がパスに指定
されていないことがあります。パスの指定を確認してください。

お使いの機種名に
カーソルを移動し、リ
ターンキーを押しま
す。

ここにインストール先
ディレクトリ名が表示
されます。変更する場合
は、変更するディレクト
リ名をここに入力して
からリターンキーを押
します。
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スタートアップ・設定ユーティリティの使いかた
ここでは、ページ長FF（フロントプッシュトラクタ、連続紙）の変更のしかたを例に
挙げて、スタートアップユーティリティと設定ユーティリティの具体的な使いかたを
説明します。 

A ユーティリティの起動用ファイルを実行します。

スタートアップユーティリティの場合：PRNSET（98用）、PRNSETDV（DOS/V用）
　例：A:¥>PRNSET（下線部のみ入力します）
設定ユーティリティの場合：PANEL（98 用）、PANELDV（DOS/V 用）
　例：A:¥>PANEL（下線部のみ入力します）

ユーティリティが起動し、プリンタ選択画面が表示されます。2回目以降の起動時には
プリンタ選択画面は表示されず、最初から設定画面が表示されます。このときは Dへ
進んでください。 

B お使いの機種名にカーソルを移動し、リターンキーを押します。

プリンタモード設定画面が表示されます。 

C ESC/PSにカーソルを移動し、リターンキーを押します。

設定画面が表示されます。 

p
設定ユーティリティは、スタートアップユーティリティの項目を少なくしたも
のですので、スタートアップユーティリティと設定ユーティリティの使いかた
は基本的に同じです。どちらも以下の手順を参考にしてください。
用紙サイズ以外の項目の変更のしかたも、基本的に同じです。以下の手順を参
考にして、設定を変更してください。 

p
DOS/V 対応コンピュータを使用していて、ユーティリティが起動しない場合
は、以下のページを参照してください。 
s本書 242 ページ「DOSで EPSON Remote! を使う」 

p
プリンタモードは、基本的にESC/PSを選択してください。ESC/PS を選択して
設定変更しても意図した印刷結果が得られない場合は、次の表を参照してプリ
ンタモードを変更してください。

アプリケーションでのプリンタ設定 プリンタモード

ESC/P（VP系） ESC/P

PC-PR ESC/PS
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D ユーティリティの設定を確認します。

選択されているプリンタ・プリンタモード・出力ポート（画面右上に表示）が使用す
るプリンタの設定と異なる場合は、使用するプリンタの設定に変更します。 

E ページ長FF にカーソルを移動し、リターンキーを押します。

連続紙のページ長の設定が表示されます。 

F 実際にセットしてある連続紙のページ長にカーソルを移動し、リターンキーを押しま

す。 

G 設定実行キー（f・1）を押します。

設定を実行するかどうか確認してきますので、実行するときは Y キー、しないときは
Nキーを押します。設定を実行すると、ユーティリティが終了し、DOS プロンプトに
戻ります。

以上で設定変更は終了です。この後、アプリケーションソフトウェアから印刷を実行
してください。

プリンタ・プリンタモード f・10キーを何回か押すことで、変更可能な画面に移ります。

出力ポート f・4 キーを押すことで変更されます。 

p
設定ユーティリティの場合、出力先をファイルにすると、これから変更する設
定をファイルとして保存します。保存したファイルは、簡易設定ユーティリティ
で使用します。 

p
スタートアップユーティリティの場合、変更した内容はプリンタに記憶され、
再度変更しない限り変わることはありません。他の人とプリンタを共有してい
る場合は、設定を元に戻しておくことをお勧めします。
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簡易設定ユーティリティの使いかた
EPSON Remote!には、設定ユーティリティで設定した内容を実行ファイルとして保存
しておき、印刷前に実行する簡易設定ユーティリティ機能があります。

実行ファイルの作成 

A 設定ユーティリティを起動し、設定を変更します。 

B 出力先をファイルにします。

f・4キーを押して、画面表示右上の「出力」をファイルにします。 

C 設定を実行します。

f・1 キーを押して設定を実行すると、画面下の説明欄に確認のメッセージが表示され
ます。 

D メッセージにしたがって、「サブディレクトリ名」と「ファイル名」を入力します。 
p

 

• ファイル名の拡張子は自動的に「_PR」になるので、入力は不要です。 
• ファイル名は、「A4._PR」や「B5._PR」のように設定値がわかるような名称
にしておくと便利です。 

• 複数のプリンタを使用するときは、プリンタごとに専用のサブディレクトリ
を作成して、ファイルをまとめておくと間違えずに使えます。
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簡易設定ユーティリティの実行 

A DOS画面にします。

画面にプロンプト（A:¥> など）が表示された状態にします。 

B ユーティリティを実行します。

次のように出力ファイルを指定して、ユーティリティを実行します。
98系の場合　　　　A:¥>PSET □［ファイル名］□［オプション］（□はスペース）
DOS/V 系の場合　　A:¥>PSETDV□［ファイル名］□［オプション］

*オプションのシリアルインターフェイスカードをプリンタに装着し、シリアル接続している場合のみ

例）サブディレクトリVP-1850 にファイル名A4 で作成している場合
98系 A:¥>PSET □VP-1850¥A4._PR□ /P
ＤOS/V系 A:¥>PSETDV □VP-1850¥A4._PR□ /LPTI

ここでは、ドライブ Aに EPSON Remote! がインストールされているとします。

［ファイル名］： 出力データファイルの名前。
サブディレクトリがある場合は、ディレクトリ名を指定します。
拡張子が _PRの場合は、拡張子を省略できます。

［オプション］： 設定を実行するポートの指定。
ポート指定を省略すると 98系の場合は /P、DOS/V系の場合は /LPT1
に指定されます。

オプション設定値 名称

98系 /P パラレルインターフェイス

/S シリアルインターフェイス*

DOS/V系 /LPT1、/LPT2、/LTP3 パラレルインターフェイス

/COM1、/COM2、/COM3、/COM4 シリアルインターフェイス*



付録 － 248

NetWare で EPSON Remote! を使う
NetWare 版 EPSON Remote!は、NetWare 環境下で印刷する場合にお使いください。

システム条件

NetWare では、プリントサーバに接続されたプリンタを、複数のクライアントが共有
できます。

サーバコンピュータ 

• NEC PC-9800シリーズ、PC-H98 シリーズ、SV-H98 シリーズ 
• SONY QuaterLシリーズ 
• 日本 IBM PS/55、PS/V シリーズ 
• 日本DEC DEC PC シリーズ 
• 各社DOS/V 対応パソコン

NOS 

• NetWare3.1J、3.11J、3.12Jまたは 4.XJ 
• ESC/Pプリンタドライバ

クライアントコンピュータ
NetWare（MS-DOS）版 
• エプソンPCシリーズ 
• NEC PC-9800シリーズ（ディスプレイ解像度：ノーマル／ハイレゾモード）
NetWare（DOS/V）版 
• 日本 IBM PS/55、PS/V シリーズ 
• SONY QuaterLシリーズ 
• 日本DEC DEC PC シリーズ（ディスプレイ解像度：VGAモード） 
• 各社DOS/V 対応パソコン

クライアント OS
NetWare（MS-DOS）版 
• MS-DOS3.1 以上
NetWare（DOS/V）版 
• IBM DOS J5.02/V 以上 
• MS-DOS 5.0/V 以上 

p
サーバ／クライアントコンピュータおよびドライバは、ノベル株式会社による
認定品が必要です。
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クライアントドライバ 

• IPX ドライバ 
• ODI ドライバ

プリンタ接続状態 

• リモート、ローカルの双方の形態に適用

NetWare 版 EPSON Remote!には、MS-DOS 版とDOS/V 版があります。クライアン
ト側のシステムに合わせて選択してください。 
p

 

• NetWare用 EPSONRemote! は、サーバへの設定とクライアントへの設定の
双方が必要です。インストールする場合は必ずネットワーク管理者にご相談
ください。 

• NetWare版EPSON Remote!を使用する際は、以下の点に注意してください。
・プリンタモードは、必ず ESC/P スーパーをオフに設定してください。
・コード変換：非変換の環境で使用してください。 

• CAPTUREコマンドでCONVオプション（コード変換：変換）を使用しない
でください。もし、使用した場合は、必ずCONVオプションで再度CAPTURE
コマンドを実行してください。NetWare コマンドについては、NetWare に付
属のプリントサーバマニュアルを参照してください。 

• NetWare版の EPSON Remote! は、クライアント側の操作で、プリンタの設
定状態を変更するだけでなくCAPTURE機能の実行／終了も指定できます。 

• CAPTURE機能の実行を利用することで、CAPTURE コマンドオプションの
パラメータを詳しく知らなくても、EPSON Remote! と同じ操作でオプショ
ンが指定できるので便利です。 

• NetWare版のEPSON Remote!にはスタートアップユーティリティの機能は
ありません。プリンタの電源投入時の設定を変更したい場合は DOS 版を使
用してください。
DOS 版の場合
①DOS 版の EPSON Remote! をインストールします。
②EPSON Remote! のプログラムがあるディレクトリに変更します。
例：A:¥>CD EPREMOTE（ディレクトリが EPREMOTE の場合）

③次の手順でスタートアップユーティリティを起動します。
A:¥>CASTOFF ALL*

A:¥>PRNSET
*CASTOFFALL を実行した後は、サーバーおよび他のワークステーションから
のメッセージはすべて無視されますのでご注意ください。

④プリンタの各機能を設定します。
⑤設定終了後に次のコマンドを入力します。
A:¥>CASTON
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サーバへのインストール
サーバでは、クライアントの使用に先立って、ネットワークドライブ（ボリューム：
SYS）に対して、次のようにインストールしてください。 

A EPSONプリンタドライバ・ユーティリティCD-ROMをセットします。 

B DOSプロンプト（A:¥> など）で、ディスクをセットしたドライブ名と実行コマンド

（SETUP □ /SUPER）を半角で入力し、リターンキーを押します。

セットアップ画面が表示されます
例：A:¥>B:¥SETUP□ /SUPER
下線部のみ入力します。□はスペース。ディスクをBドライブにセットした場合。
ドライバ名はコンピュータにより異なります。コンピュータの取扱説明書で使用する
ドライブ名を確認してください。

この後は、画面の指示にしたがってインストールしてください。 
p

NetWare 版 EPSON Remote! を使用する場合、Printer Reset Buffer と Printer
Setup Buffer に十分なメモリを確保するため、NetWare のコンフィグレーショ
ンファイルSHELL.CFGまたはNET.CFGに次の2行を追加しておいてください。
PRINT HEADER=255
PRINT TAIL=26 以上*

* EPSON Remote! を使用するには、26 の PRINT TAIL が必要になります。他のシステム
条件も合わせて、この値を設定してください。
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クライアントへのインストール
クライアントマシンでは、次のようにインストールしてください。 

A EPSONプリンタドライバ・ユーティリティCD-ROMをセットします。 

B DOSプロンプト（A:¥> など）で、ディスクをセットしたドライブ名と実行コマンド

（SETUP □ /NETWARE）を半角で入力し、リターンキーを押します。

セットアップ画面が表示されます。

例：A:¥>B:¥SETUP□ /NETWARE
下線部のみ入力します。□はスペース。ディスクをBドライブにセットした場合。
ドライバ名はコンピュータにより異なります。コンピュータの取扱説明書で使用する
ドライブ名を確認してください。 

C お使いの機種名にカーソルを移動し、リターンキーを押します。

インストール先ディレクトリの確認画面が表示されます。 

D インストール先ディレクトリを確認し、よければリターンキーを押してインストール

を実行します。

終了のメッセージが表示されたら何かキーを押してください。DOS プロンプトに戻り
ます。 
p

インストール先ディレクトリは、初期値では、ルートディレクトリに
EPREMOTE ディレクトリを作成し、その中にユーティリティをインストール
します。

お使いの機種
名にカーソル
を移動し、リ
ターンキーを
押します。

ここにインストール先ディ
レクトリ名が表示されま
す。変更する場合は、変更
するディレクトリ名をここ
に入力してからリターン
キーを押します。
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設定ユーティリティの使い方
設定ユーティリティは、クライアントマシンからCAPTURE 機能を実行したり、プリ
ンタの設定状態を変更できます。設定した内容は、［ENDCAP］または［LOGOUT］が
実行されない限り有効です。

設定ユーティリティの操作手順 

A DOSの画面からNetWare にログインします。

NetWare のファイルサーバにログインした後、画面にプロンプト（A:¥> など）が表示
された状態にします。 

B ユーティリティの起動用バッチファイルを実行します。

98系の場合：EPREMOTE 98
　例：A:¥>EPREMOTE□ 98　（下線部のみ入力します。□はスペース）
DOS/V の場合：EPREMOTE DOSV
　例：A:¥>EPREMOTE□DOSV　（下線部のみ入力します。□はスペース）

プリンタの選択画面が表示されます。中止する場合はESC キーを押してください。 

C プリンタ名を選択します。

矢印キーでカーソルをお使いの機種名に移動し、リターンキーを押して選択します。 

D プリンタモードを選択します。

矢印キーでカーソルを使用するプリンタモードに移動し、リターンキーを押して選択
します。機能選択画面が表示されます。 

p

 

• 設定ユーティリティは、印刷の前に設定しておく必要があります。アプリ
ケーションソフトウェアを起動する前に設定ユーティリティを実行し、各設
定をしてください。 

• NetWare版EPSON Remote!で設定すると、CAPTUREコマンドなどで設定さ
れたプリントジョブ環境が上書きされるため、前の設定は無効になります。
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E 機能を選択します。

矢印キーでカーソルを使用する機能に移動し、リターンキーを押すと、機能が実行さ
れます。この画面から、前のプリンタ選択画面に戻るときは ESCキーを、設定を終了
するときは f・2キーを押します。
（表示画面の例）

各機能を実行します。 
s本書254 ページ「CAPTURE機能の実行」 
s本書254 ページ「CAPTURE機能の終了」 
s本書255 ページ「プリント環境の設定」 

F 設定後、ユーティリティを終了します。

各機能で設定を終了すると、 E の画面に戻ります。ここで、「終了」を選択するか f・
2キーを押すと設定が有効になり、設定ユーティリティを終了します。
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CAPTURE 機能の実行
機能選択画面で「CAPTURE 機能の実行」を選択すると、CAPTURE コマンドで指定
できるCAPTUREオプションが設定できる画面になります。ここでは、プリントバナー
やタイムアウト、オートエンドキャップなどのオプションがまとめて設定できます。 

A ファイルサーバ名とプリントキュー名を指定します。

ファイルサーバー名とプリントキュー名をそれぞれ該当欄に入力します。 

B オプションを選択します。

矢印キーで変更するオプションにカーソルを移動してリターンキーを押すと、変更で
きる設定値の一覧が表示されます。画面下の説明欄には、現在指定しているオプショ
ンの説明が表示されます。 

C 設定を変更します。

矢印キーで設定値を選択してリターンキーを押すと、設定が変更されます。
変更しないときは、ESC キーを押すと、設定値を変更せずに項目選択画面に戻ります。 

D 実行項目を選択します。

f・1、f・3 のファンクションキーで実行項目を選択します。
ファンクションキーには、次のような機能があります。
f・1： 設定した内容を記憶し、CAPTURE機能を実行します。
f・3： ユーティリティ上の設定を購入時の設定に戻します。

CAPTURE 機能の終了
機能選択画面で「CAPTURE 機能の終了」を選択すると、CAPTURE を終了するポー
トを選択する画面になります。
矢印キーでポートにカーソルを移動してリターンキーを押すと、CAPTURE 機能が終
了します。
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プリント環境の設定
機能選択画面で「プリント環境の設定」を選択すると、プリンタの設定状態が変更で
きる画面になります。
ここでは、給紙選択や縮小などの設定がまとめて設定できます。 

A 項目を選択します。

矢印キーで変更する項目にカーソルを移動してリターンキーを押すと、変更できる設
定値の一覧が表示されます。画面下の説明欄には、現在カーソルが指定している設定
項目の説明が表示されます。（すべてが表示されないときは、画面左下に「UP：前ペー
ジ」、「DOWN：次のページ」などの指示がでますので［ROLL UP］／［PAGE UP］、
［ROLL DOWN］／［PAGE DOWN］キーでページを切り替えてください。 

B 設定を変更します。

矢印キーで設定値を選択してリターンキーを押すと、設定が変更されます。
変更しないときは、ESC キーを押すと、設定値を変更せずに項目選択画面に戻ります。 

C 実行項目を選択します。

f・1～ f・3のファンクションキーで実行項目を選択します。
ファンクションキーには、次のような機能があります。
f・1： 設定した内容を記憶し、プリンタの状態を変更します。
f・2： コンピュータ本体の出力ポートを切り替えます。押すたびに、画面右上の出力

の欄が変更します。
出力ポートではファイルも選択できます。ファイルを選択すると、簡易設定ユー
ティリティで使用する出力ファイルを作成できます。 
s 本書246 ページ「簡易設定ユーティリティの使いかた」

f・3： ユーティリティ上の設定を購入時の設定に戻します。
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簡易設定ユーティリティの使いかた
EPSON Remote!には、設定ユーティリティで設定した内容を実行ファイルとして保存
しておき、印刷前に実行する簡易設定ユーティリティ機能があります。

実行ファイルの作成 

A 設定ユーティリティを起動し、設定を変更します。 

B 出力先をファイルにします。

f・4キーを押して、画面表示右上の「出力」をファイルにします。 

C 設定を実行します。

f・1 キーを押して設定を実行すると、画面下の説明欄に確認のメッセージが表示され
ます。 

D メッセージに従って、「サブディレクトリ名」と「ファイル名」を入力します。 
p

ファイル名の拡張子は自動的に「_PR」になるので、入力は不要です。
ファイル名は、「A4._PR」や「B5._PR」のように設定値がわかるような名称に
しておくと便利です。
複数のプリンタを使用するときは、プリンタごとに専用のサブディレクトリを
作成して、ファイルをまとめておくと間違えずに使えます。
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簡易設定ユーティリティの実行 

A DOSの画面にします。

画面にプロンプト（A:¥> など）が表示された状態にします。
ここでは、ドライブAにEPSON Remote! がインストールされているとします。 

B ユーティリティを実行します。

次のように出力ファイルを指定して、ユーティリティを実行します。

A:¥>PNETSET □［ファイル名］□［オプション］（□はスペース）

［ファイル名］：出力データファイルの名前。サブディレクトリがある場合は、ディレ
クトリ名を指定してください。拡張子が _PRの場合は、拡張子を省略
できます。

［オプション］：設定を実行するポートの指定。省略するとPになります。

例）　A:¥>PNETSET □ VP-1850¥A4._PR□ /LPT1　（□はスペース）

サブディレクトリ名
（作成してある場合に指定）

ファイル名
（先に作成してあるファイル）

拡張子 オプション

デフォルトのままでよい場合、省略できます。
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サービス・サポートのご案内
弊社が行っている各種サービス、サポートをご案内いたします。

「MyEPSON」
「MyEPSON」とは、EPSONの会員制情報提供サービスです。「MyEPSON」にご登録
いただくと、お客様の登録内容に合わせた専用ホームページを開設*1 してお役に立つ
情報をどこよりも早く、また、さまざまなサービスを提供いたします。
*1「MyEPSON」へのユーザー登録には、インターネット接続環境（プロバイダ契約が済んでおり、かつメー
ルアドレスを保有）が必要となります。

例えば、ご登録いただいたお客様にはこのようなサービスを提供しています。 
• お客様にピッタリのおすすめ最新情報のお届け 
• 愛用の製品をもっと活用していただくためのお手伝い 
• お客様の「困った！」に安心& 充実のサポートでお応え 
• 会員限定のお得なキャンペーンが盛りだくさん 
• 他にもいろいろ便利な情報が満載

すでに「MyEPSON」に登録されているお客様へ
「MyEPSON」登録がお済みで、「MyEPSON」ID とパスワードをお持ちのお客様は、本
製品の「MyEPSON」への機種追加登録をお願いいたします。追加登録していただくこ
とで、よりお客様の環境に合ったホームページとサービスの提供が可能となります。

「MyEPSON」への新規登録、「MyEPSON」への機種追加登録は、どちらも同梱の
『EPSON プリンタドライバ・ユーティリティCD-ROM』から簡単にご登録いただけま
す。*2
*2 インターネット接続環境をお持ちでない場合には、同梱のお客様情報カード（ハガキ）にてユーザー登録を
お願いいたします。ハガキでの登録情報は弊社および関連会社からお客様へのご連絡、ご案内を差し上げる
際の資料とさせていただきます。（上記「専用ホームページ」の特典は反映されません。）今回ハガキにてご
登録いただき、将来インターネット接続環境を備えられた場合には、インターネット上から再登録していた
だくことで上記「専用ホームページ」の特典が提供可能となります。

インターネット
EPSON 製品に関する最新情報などをできるだけ早くお知らせするために、インター
ネットによる情報の提供を行っています。また、プリンタドライバも提供されていま
す。

アドレス http://www.i-love-epson.co.jp



サービス・サポートのご案内 － 260

エプソンインフォメーションセンター
EPSONプリンタに関する様々なご質問やご相談に電話でお答えします。
受付時間および電話番号につきましてはスタートアップガイド裏表紙の一覧表をご覧
ください。

ショールーム
EPSON製品を見て、触れて、操作できるショールームです。所在地およびオープン時
間などにつきましては、スタートアップガイド裏表紙の一覧表をご覧ください。

パソコンスクール
エプソン製品の使い方、活用の仕方を講習会形式で説明する初心者向けのスクールで
す。カラリオユーザーには“より楽しく”、ビジネスユーザーには“経費削減”を目的
に趣味にも仕事にもエプソン製品を活かしていただけるようにお手伝いします。詳細
はエプソンのホームページにてご確認ください。

マニュアルデータのダウンロードサービス
製品に添付されておりますマニュアル（取扱説明書）のPDF データをダウンロードで
きるサービスを提供しています。マニュアルを紛失してしまったときなどにご活用く
ださい。

保守サービスのご案内
「故障かな？」と思ったときは、あわてずに、まず本書の「困ったときは」をよくお読
みください。

保証書について
保証期間中に、万一故障した場合には、保証書の記載内容に基づき保守サービスを行
います。ご購入後は、保証書の記載事項をよくお読みください。
保証書は、製品の「保証期間」を証明するものです。「お買い上げ年月日」「販売店名」
に記入もれがないかご確認ください。これらの記載がない場合は、保証期間内であっ
ても、保証期間内と認められないことがあります。記載漏れがあった場合は、お買い
求めいただいた販売店までお申し出ください。保証書は大切に保管してください。保
証期間、保証事項については、保証書をご覧ください。

アドレス http://www.i-love-epson.co.jp

アドレス http://www.i-love-epson.co.jp
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補修用性能部品および消耗品の最低保有期間
本製品の補修用性能部品および消耗品の最低保有期間は、製品の製造終了後 6 年間で
す。
* 改良などにより、予告なく外観や仕様などを変更することがあります。

保守サービスの受付窓口
保守サービスに関してのご相談、お申し込みは、次のいずれかで承ります。 
• お買い求めいただいた販売店 
• エプソンサービスコールセンターまたはエプソン修理センター

連絡先 スタートアップガイド裏表紙の一覧表をご覧ください。

受付日時 午前 9:00 ～午後 5:30
月曜日～金曜日（土日・祝祭日および弊社指定の休日を除く）
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保守サービスの種類
エプソン製品を万全の状態でお使いいただくために、下記の保守サービスをご用意し
ております。使用頻度や使用目的に合わせてお選びください。詳細につきましては、お
買い求めの販売店、エプソンサービスコールセンターまたはエプソン修理センターま
でお問い合わせください。

種類 概要
修理代金

保証期間内 保証期間外

年間保守
契約

出張保守 • 製品が故障した場合、最優先で技術者が製品の設
置場所に出向き、現地で修理を行います。 

• 修理のつど発生する修理代・部品代*が無償になる
ため予算化ができ便利です。 

• 定期点検（別途料金）で、故障を未然に防ぐこと
ができます。 

∗ 消耗品（リボン、用紙等）は保守対象外となります。

年間一定の保守料金

持込保守 • 製品が故障した場合、お客様に修理品をお持ち込
みまたは送付いただき、一旦お預りして修理をい
たします。 

• 修理のつど発生する修理代・部品代*が無償になる
ため予算化ができ便利です。 

• 持込保守契約締結時に【保守契約登録票】を製品
に貼付していただきます。 

∗ 消耗品（リボン、用紙等）は保守対象外となります。

年間一定の保守料金

スポット出張修理 • お客様からご連絡いただいて数日以内に製品の設
置場所に技術者が出向き、現地で修理を行います。 

• 故障した製品をお持ち込みできない場合に、ご利
用ください。

無償 出張料＋技術
料＋部品代
修理完了後、
そのつどお支
払いください

持込 /送付修理 故障が発生した場合、お客様に修理品をお持ち込み
または送付いただき、一旦お預りして修理いたしま
す。

無償 基本料＋技術
料＋部品代
修理完了品を
お届けしたと
きにお支払い
ください

ドア toドアサービス • 指定の運送会社がご指定の場所に修理品を引き取
りにお伺いするサービスです。 

• 保証期間外の場合は、ドア to ドアサービス料金と
は別に修理代金が必要となります。

有償
（ドア to ドア
サービス料金
のみ）

有償
（ドア to ドア
サービス料金
+修理代）
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フロッピーディスクについて
本機に添付のWindows 3.1/95/98/Me/NT3.51/NT4.0 プリンタドライバは、
CD-ROMで提供しております。フロッピーディスク版をご希望のお客様は、以下の手
順で、セットアップディスクを作成してからインストールを行ってください。
セットアップディスク作成ユーティリティは、お使いのコンピュータにCD-ROMドラ
イブがなくても、お近くにCD-ROMとフロッピーディスクを使用できるコンピュータ
があれば、セットアップディスクを作成できるユーティリティです。

フロッピーディスク版を作成する 

A EPSONプリンタドライバ・ユーティリティ CD-ROM をコンピュータにセットしま

す。 

B エクスプローラ（またはファイルマネージャ）を起動して、EPSON プリンタドライ

バ・ユーティリティCD-ROM内の［Apps］ー［Fdtool］フォルダの［Makedisk.exe］

をダブルクリックします。 

C 画面の指示に従ってセットアップディスクを作成します。



サービス・サポートのご案内 － 264

インストール方法
フロッピーディスク版をご利用の場合、CD-ROMからのインストールとは手順が多少
異なります。

フロッピーディスクをご利用の場合、プリンタドライバ・ユーティリティCD-ROMの
代わりに「セットアップディスク 1」をセットします。ただし、「セットアップディス
ク1」をセットしてもメニュー画面は表示されません。以下の手順に従ってください。 

A セットアップディスク1をコンピュータにセットします。 

B 画面下の［スタート］ボタンをクリックし、［ファイル名を指定して実行］をクリック

します。 

C セットしたドライブ名と実行コマンド「FD_SETUP.EXE」または「SETUP.EXE」を

半角文字で入力して、［OK］ボタンをクリックします。

この後は、画面の指示に従ってインストールしてください。

セットしたドライブ 入力

A ドライブ A:¥FD_SETUP.EXE

A ドライブ A:¥SETUP.EXE

B ドライブ B:¥FD_SETUP.EXE

B ドライブ B:¥SETUP.EXE 

p
フロッピーディスクをご利用の場合は、EPSONプリンタウィンドウ !2 はイン
ストールされません。プリンタドライバと同様にセットアップディスクを作成
してインストールしてください。

①入力して

②クリックします
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最新のプリンタドライバの入手方法
最新のプリンタドライバは、インターネットを使用して、以下のホームページから入
手できます。

また、ホームページに掲載されているプリンタドライバは圧縮ファイルとなっていま
すので、次の手順でファイルをダウンロードし、解凍してからインストールしてくだ
さい。 

A ホームページ上のダウンロードサービスから対象機種を選択します。 

B プリンタドライバをハードディスク内の任意のディレクトリへダウンロードし、解凍

してからインストールを実行してください。

手順については、ホームページ上の [ダウンロード方法・インストール方法はこちら ]
をクリックしてください。

画面はインターネットエクスプローラを使用してエプソンのホームページへ接続した
場合です。

アドレス http://www.i-love-epson.co.jp

サービス名 ダウンロードサービス 

p
郵送にてCD-ROMをご希望の場合は、「エプソンディスクサービス」で実費に
て承っております。「エプソンディスクサービス」について詳しくは、スタート
アップガイドの裏表紙をご覧ください。 

p
ドライバの最新情報については、［Windows 対応情報］を参照してください。

クリックします
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